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Ⅰ. 巻 頭 巨

年報第 22号の巻頭言で文部省所轄研究所のあり方にふれ, "問題を広くわ

が国学術体制全般における所轄研の位置づけをふまえて検討する段階"であろ

うと述べたが,その後この線に沿って当研究所の体制を国立大学共同研究所と

して編成することを検討してきた.趣旨においてほこの方向をとることが望ま

しいとしても,移行に伴って解決すべき問題が種々あり, さらに検討を続けて

いる.

本年は諸外国からの来訪者 が多かった.4月6日にはソ連科学 アカデミー会

員一行 (M.A.Markov団長以下4名のアカデミ-会員並びに6名の研究者)

を迎えた.又日中友好関係の成立に伴って中国科学者の訪日があいつぎ,当研

究所にも9月10日 中国科学院植物工作者代表団 (崖激団長以下7名),9月18

日中国農学会養蚕視察団 (高一陵団長以下 4名),ついで 11月9日には中国科

学家代表団 (童第周団長以下 10名)が来訪された.なお外国人来訪者による

バイオロジカルシンポジウムが 10回開かれている. こちらからの海外出張及

び研修旅行は第 13回国際遺伝学会議 (バークレー･カリフォルニア大学)出

席者 13名を含み延 30名に達した.

集団遺伝部木村資生部長 は4月 24日付で米国科学 アカデミー外国人会員に

列せられたが,日本人 としては8人目にあたり遺伝学では木原前所長につぐ栄

誉である.

応用遺伝部長の酒井寛一博士は停年 と同時に4月1日鹿児島大学農学部教授

として転出され, 後任には同部第3研究室長岡彦一博士が選任された.酒井博

士は研究所創立の年 (昭和 24年)の 12月に研究第3部 (生理)副部長として着

任,爾来24年間研究所の発展に貢献しつつ大きな足跡を残していかれた.昭和

29年7月 10日に新設された応用遺伝部の初代部長に就任以来その基礎固めと

充実に専念されたのもその一つである.研究面においては,植物における種間

競争,林木の遺伝変異, など独創性に富む研究を幅広くすすめ学界における指

導的役割を果して来られた.所としてほ名誉所員の称号を贈った.

先に飯野博士の東大教授転出により空席 となっていた微生物遺伝部長に仏国

パスツール研究所細胞分裂研究部長の広田幸敬博士を迎えた (8月1日付).4

月には次のように庶務部長の交替があった. 工藤政明氏は新設の第10(大洲)

青年の家所長に転出され,代って手塚朝一氏が釆任された.

薮ZP.4矢島夷
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ll.研 究 室 一 覧 (昭和 48年 12月末現在)

研 究 室

第 1研究室

第2研究室

第 1研究室

第 2研究室

第 1研究室

第2研究室

第 1研究室

第2研究室

第 3研究室

第 1研究室

第 2研究室

第 3研究室
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研 究 課 題

IlI.研 究 課 題

5

課 題 l研 究 室 l担 当 者

1. 種の分化に関する研究

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

栽培イネの起原と分化

クマネズミ属の種の分化と染色体

クマネズミ属の種の分化とトランスフェリン

染色体進化の基礎理論

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ塀の実験動物化に関する研究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

‡. 動植物の細胞遺伝学的研究

アナナスショウジョウバェ雄における乗 りかえの研
究

野生ネズミ類の細胞遺伝学的研究

モノソミ-および トl)ソミ-細胞の細胞遺伝学的研
究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

日本産アリ類の細胞遺伝学的研究

4. 腫嬢の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞瞳癌におけるクローン変化の機構

染色体の変化と癌性増殖の開床

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

腫蕩タンパクの研究

下等無脊椎動物における腫痴防禦機構の研究

生理第2

応用第3

細胞第 1

細胞第2

細胞第2

形質第 1

儲 菜圭

生化第2

所 長 研

細胞第 1

細胞第 1

.I..1tr.:i::;冒

細胞第2

細胞第2

細胞第 1

形質第2

人類第 1

生化第 3

(歪慶 長竺

(豊 島 薯 享

(嘉品 晶 字

森 脇 和 郎

今 井 弘 民

(完莞誓套諾

青 田俊秀
森 脇 和 郎

小 川 恋 人

森脇大五郎

(重 量 葉 書

加 藤 旋 夫

村 上 昭 雄
今 井 弘 民

今 井 弘 民

森 脇 和 郎

鯨 苦言

黒 田 行 昭

篠 田友 孝

杉 山 勉
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組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

6. 遺伝物質および遺伝形賞の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プテリジン代謝に関する遺伝生化学的研究

液器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ掛 こおける血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルローズアセテー ト電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

晴乳類のアイソザイムに関する研究

7. 放射線及び化学物質による突然変異の研究

放射線および化学物質による微生物突然変異誘起の
分子機構

遺伝傷害の補修に関する酵素的研究

生体内にとりこまれた放射性同位元素の崩壊の遺伝
的影響

枯草菌における DNA 修復諸機構

植物の培養細胞における突然変異と細胞分化

紫外線の光生物学的研究

禾敷塀の放射線突然変異における線量率と RBE

トウキ｡コシおよびアラビドプシスにおける人為突
然変異誘起機構

体細胞突然変異因子の研究

マウスの骨異常による突然変異率の推定

マウスにおける放射線および化学物質による突然変
異誘起の研究

形質第2

形質第2

生化第 1

生化第 1

生化第2

(蓋貨要害

生化第 1

細胞第2

生化第2

生化第2

人類第 1
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研 究 課 題

微生物に上る変異原および発癌原の検出

人間環境におけるポテンシャル ミュータゲソに関す
る基礎的研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的突然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコにおける組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8. 集EE遺伝学の理幹的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

地理的構造をもつ集団の数理遺伝学的研究

ショウジョウバェの自然集団における変異保有機構
の実験的研究

キイpショウジョウパェの自然集団における逝位お
よび有害遺伝子保有機構の研究

制御環境におけるショウジョウバエの適応性の研究

9. 育種の基礎に関する研究

育種理論の研究

電算機による育種法の効率に関するモ ソテ ･カルt2
実験

ニワトリとその近縁鳥類における遺伝学的研究

ウズラの系統育成に関する研究

野生ウズラの遺伝学的分析

ネズミの行動遺伝学的研究

植物の競争に関する研究

天然林の遺伝学的研究

アラビドプシスの生態遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの雑種不稔性の遺伝
分析

(芸芸霊;

(彩藁葺圭

形質第 1

形質第 1

形質第 1

形質第 1

形質第2

集団第 1
集団第 2
集団第 1

集団第 1

集団第 2

集団第 2

生理第 1

生理第 1

臆 謂 至

応用第 2

応用第 1

応用第 1

応用第 1

応用第 1

応用第 2

応用第2

応用第2

応用第 3

7

擢 宗 完 莞
土 川 津

田島弥太郎
黒 田行 昭
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村 上 昭 雄

黒 田 行 昭
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丸 山毅 夫
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井 山 審 也
藤 島 通
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儒 農 事 豊
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イネの成長様式の遺伝的変異と適応性

イネ科牧草の生態遺伝学的研究

花器における通電特性の生殖生理学的研究

10. 人類遺伝に関する研究

人口傾向の遺伝学的研究

免疫の分子遺伝学的研究

ヒト血液および臓器の酵素多型に関する研究

ヒト染色体の同定に関する研究

染色体多型の個体識別-の応用に関する研究

羊水による出生前診断に関する研究

不分離の成田に関する研究

核酸分子雑種形成法による染色体の研究

イタイイタイ病患者の染色体調査

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 微生物の遺伝学的研究

DNA複製化機構に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

細菌べん毛の辻伝学的研究

麓讐霧 におけるべん毛たん白の合成とその調節機

普遍導入の機構に関する研究

細菌べん毛生成の調節に関する分子遺伝学研究

大腸菌の変異性に関する研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNA の構造と RNA が持つ情
報の研究

応用第 3

応用第3
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研 究 課 題

ウイルス リボ核酸とRNAポ リメ ラー ゼ の相互作用
の特異性に関する研究

13. 腔膿動物の遺伝学的研究

汲水 ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離

ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析

14. 材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ頬とその近縁種

アサガオ ･サクラ･その他

ショウジョウバェ類

カイコ

細菌およびウイルス

ネズ ミ類

応用第3

変異第 2

農 場

生理第 1

(聖箆菜 壬

9
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lV.研 究 の 概 況

A.形 質 遺 伝 部

形質遺伝部は2研究室に分れ,第1研究室ではカイコを材料にした突然変異の研究を,

第2研究室では培養細胞を用いて形質分化および体細胞突然変異の研究などを進めている.

またこの部の事業としてカイコの突然変異系統および染色体異常系統の保存を行なってい

る.

第1研究室では永年高等生物における放射線および化学物質による突然変異生成機構の

研究を続けているが,昨年度文部省科学研究費による総合研究 ｢人間環掛 こ存在するポテ

ンシャルミュータゲンに関する基礎的研究｣が発足し,変異原物質を極めて鋭敏に検出す

る方法を開発することができた.今年度はこの方法がどのような化合物の突然変異性を検

出するのに適しているかについて検討を進めるとともに,この方法を用いて各種化合物の

突然変異性の検出を進めた.最も力をそそいだのは食品添加物として用いられているニト

ロフラン化合物で,その他厚生省衛生試験所小田嶋成和博士を代表者とする ｢各種化学物

質の癌原性検索法の確立｣研究の一環として Anthraeeneはじめ20種の化学物質の突然

変異性検定を行った.これらの結果は,第1回国際環境変異原会議 (1973年8月29日-

9月 1日)および日米医学協力による -慣境変異原および癌原物質評価方法に関する会

議''で報告した.

このほか従来から進めてきた不安定性遺伝子などを用いた突然変異生成機構の研究,放

射線損傷の回復に関する研究,染色体不分離の研究などを続行するとともに,低線量放射

線の遺伝的影響,自然界に存在する変異原物質などに関する調査を行なった.

また田島部長は 1973年 8月 19日-28日米国カリフォルニア大学バークレ-校舎で

開かれた第 13回国際遺伝学会議,続いてカリフォルニア州 ASilomarで開かれた第1回

国際環境変異原会議に出席して研究発表を行うとともに,これら国際会議の運営にあたっ

た.

第2研究室ではここ数年来昆虫細胞の体外培養の研究を続けているが,今年度はショウ

ジョウバェの種々の腫致死突然変異を用いて,遺伝子と形質の結びつきにつき研究をさら

に進展させることができた.また文部省科学研究費により進めてきた ｢細胞の癌化と細胞

膜関連物質との関係｣研究ではアミノ糖類やそのアセチル誘導体,コソカナバリソA,フ

コースなどが癌化にともなう細胞膜変化と密接な関連があることがわかり,この結果を,

CancerRes.や J.Nat.Cancerlnst.,Gannなどに発表した.

本年度とくに力を入れたのは晴乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究で,ヒト

正常2倍体細胞を用いてポテンシャルミュータゲソの有効な検定方法の開発をはかるとと

もに,形質の発現とその調節機構の研究など晴乳類細胞の遺伝学的研究を本格的に開始し
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た.

黒田室長はカリフォルニア大学で開かれた第 13回国際遺伝学会議および,続いてカリ

フォルニア州 Asilomarで開かれた第1回国際環境変異原会議に出席して培養細胞を用い

た形質分化や体細胞突然変異に関する講演を行なったほか,日本遺伝学会大会でも体細胞

突然変異の小集会を企画して培養晴乳類細胞の体細胞遺伝学的研究の推進にあたった.

第1研究室 (月島)

1) 突然変異生成機構に関する研究: カイコで認められる遺伝子 の不安定性を中心に

突然変異生成機構に関する研究を進めている.

(a) 不安定性 M′系統について (田島): W染色体に転座した第Ⅱ染色体片上に座位す

るpM遺伝子をもつM′系統に出現する M マダラ蚕雌に p雄をかけ合せると,次代に同

一複対立遺伝群に属する遺伝子 (pB,pM,pS,p+,pなど)のうち3個以上のものが出

現して来ることについてはすでに報告した が,今年度はこの原因につい て研究を進め,

pM座位が特に変異を起こし易い原田の一つには p染色体との組換え (雌に起こる)が関

係していること,このほかに頻繁に突然変異が起こる現象があることを明らかにした.

(b) 潜在性突然変異について (鬼丸): カイコに化学的突然変異原処理を行なった後代

で,毎代突然変異が新生して来る系について,高頻度方向へ選抜実験を進めた結果に基づ

き,その出現機構を考察した. このような選抜を行なうと,処理後早い場合には3代目

(C3), おそい場合でも4代目 (C4) には突然変異卵の発生を見る蛾区が10070に達する.

この事実は処理親の生殖細胞中の DNAの片方のstrandに潜在性突然変異が起こり,そ

れはそのまま増殖可能で,子孫の細胞に伝えられ,しかもかなりの頻度で突然変異に固定

するものと考えるとよく理解できる.なおこの過程には抑圧遺伝子も関係するらしい.

(e) 第Ⅴ染色休に数個の不安定遺伝子座位を持つ系統の分析 (村上): 卵色座位に関す

るⅩ線誘発突然変異体の分析の過程で赤卵モザイク雌個体に赤卵ホモ (γβ)雄を交配した

中の1組だけは産下卵中に期待型である十と γβの外に多数の +,γβモザイク卵を再び

分離した.以後同様な交雑をくり返してモザイク卵性が維持されている.このモザイク卵

から生じた個体に第V染色体に座位する他の遺伝子,pe,ok,ocなどを交配してもre遺

伝子について観察された場合と同様に正常型のほかにモザイク個体と,非常に低頻度なが

ら全体突然変異型個体とを分離することが認められた.しかし他の染色体所属の遺伝子に

ついては,このようなことは認められなかった.この系統に見られる一種の遺伝子の不安

定性はⅩ線照射によって第Ⅴ染色体に配列異常が起こったためか,または新らたに誘発さ

れた易変遺伝子に原因するものと考えられる.

2) 放射線による突然変異損傷の回復に関する研究

(a)代謝抑制剤による後処理効果の研究 (田島): これまでの実験で Chloramphenieol

(2-20〟g/戻),Puromyein(1-4J̀g/顔),RNase(0･4fjg/戻)による照射後処理によって

突然変異換傷の回復を抑制する効果が認められることが判ってい る.今年度は Cyclohe-

ximide(5-25fLg/顔),Hydroxyurea(15-152FLg/顔),FUdR(1×10-6-10~7M),

Caffeine(125-250FLg/顔)などについて精子細胞に対す る照射後処理効果について実険
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したが,いずれも回復抑制効果は認められなかった.

(b) 高感受性系統における回復機構の解析 (田島 ･村上): 放射線感受性を異にするカ

イコの代表的7系統を用いて,これらが MMC,UV などに対し,どのような感受性を示す

か,比較対照しながら,高感受性の原因を明確にし,さらに放射線障害の回復機構を明ら

かにしようとする. MMC感受性については,精子細胞処理の場合 は雄熟蚕に, 1-10

fLg/顔,卵母細胞処理の場合 は発蛾前 6-7日の雌桶に 2pg/頭 注射し,これに Pere

を交配した.rb系統では放射線による致死性,突然変異性は高いが,UV による致死性,

突然変異性, MA(Cによる突然変異性は低かった. UV による致死性,突然変異性が低

かったことは,この系統では障害除去修復磯能が正常であることを示唆する.またこの系

統で放射線による突然変異性が高いことは,おそらく組換修復の欠陥によるものと思われ

る.この系統で組換率が高いことが見出されたが,これは染色体は切れ易いが,切断端の

修復はほぼ正常に行なわれる.その修復の際にエラーを生じ易い特性を持つことを示唆し

ているものと考えられる.

3) カイコを材料としたポテンシャルミュータゲンの鋭敏な検出方法の研究 (田島 ･鬼

丸): 人間環境内に存在するポテンシャルミュータゲソを鋭敏に検出するための方法とし

て,前年度の研究でカイコの卵母細胞を用いる方法を開発した.この方法は特定座位法の

一種であるが,正常型雌の桶中期に被検物質を注射する点が特徴で,感度がいちじるしく

高い.本年度の研究では,この方法がどのような化合物の検出に効果的に適用できるか,

またこの方法で,突然変異反応が特に高いのは,果して減数分裂中の核であるかどうかを

明らかにすることを目的とした.

(a) 効果時期を決定するための実験: 突然変異効果が急速に減衰すると考 え られ る

EM:Sの一定量を発育段階を異にする雌蝿に注射し,突然変異効果が婦の発育時期によって

どのように変化するかを見る方法,および,劣性標識遺伝子を持つ雌桶にMMCを注射し,

これに正常雄を交配する実験を行ない,卵母細胞で高い突然変異率がえられるのは,予想さ

れたように減数分裂中期の前後であること,EMSの活性は2日程しか持続せず,以後は

急速に減衰して行くことなどを明らかにした.

(b)Nitrofuran化合物の突然変異性: Panfuran,Furylfuramide,Furazolidoneの

突然変異性について研究し,前2着が明らかにカイコに対し突然変異性を持つことを確か

めた.また Furylfuramideはカイコの体内では少なくも5日間は強い突然変異性が保た

れることを認めた.

(e) 核酸塩基類似体についての実験: この方法を用いて各種塩基類似体 の突然変異性

を調べたところ,BUdRだけが極めて高頻度 (10-2/50fLg)に変異型を誘発することが見

られた.これはおそらく転写過程の誤りによると思われる.

4) 各種化学物質の突然変異性の検索 (田島 ･鬼九 ･深瀬): 厚生省がん研究助成金に

よる ｢各種化学物質の発癌性検索研究｣班に協力して,その一環として,突然変異原に対

し感度の高いカイコの卵母細胞の系を用いて Anthracene以下20種の化学物質の突然変

異性検索を行なった.注射液は 0.8%生理食塩水に溶かして調製したが,不溶のものは
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Acetone1:生理食塩水 4,Ethanol1:生理食塩水 4またはサラダ油などに溶かして用

いた. 1個体当り (体重約1g)の注射量は0.025mlとした.あらかじめ急性毒性を調査

し,それに基づいて投与濃度をほぼ3段階に決定した.それぞれの濃度 につ い て,雌婦

150頭ずつを供試した.明瞭な突然変異性が検出されたのは,19化合物中,Butylnitro-

soureaだけであった.この方法 では,短寿命の変異原物質については感度の高い特性が

充分に発揮できない ので,今後は雄性生殖細胞をも併用して行 く必要があると考えられ

る.

5) 放射線および化学物質によるカイコの染色体不分離誘発実験 (田島 ･大沼): カイ

コにおいて染色体不分離が放射線や化学物質処理によって誘発されるか否かを明らかにす

る目的で,カイコを用いて広汎に実験を進めた.しかし現在まで確実に不分離を直接誘起

できる例は見出されなかった.誘発要因として用いたのはⅩ線,高温,炭酸ガス,有機水

銀,MMCなどで,検出には性染色体,第Ⅴ染色体などを用いた.後者の場合はpe+/+re

雌婦に変異原を作用させ,これに pere雄を交雑する.pe+ と +reの間に不分離が起

これば Flに期待型である peと reの他に野性型があらわれるので容易に識別される.

実験結果の1例を示すと,野性型出現率は対照区 13/59,120,Ⅹ線照射区 25/99,765,メ

チル塩化水銀注射区41/122,413であった.出現した野性型については雌 70,雄 1につい

て遺伝分析を完了したが,雌の内訳は 4%が 1,3nが 63,2nが 6で,6匹の 2%雌

はいずれもpe+ と +reの組換えによるものであった.このようにカイコでは未だ 1匹

も不分離の例が見出されていないが,これはショウジョウ/ミェといちじるしく対照的であ

る.これはおそらくカイコの染色体がホpキネティックであることに原田しているためと

思われる.

6) カイコとクワコのFl雑種の細胞遺伝学的研究 (村上): カイコ (n-28)と,その

近縁種の日本産クワコ (n-27)とは交雑可能で,しかも Flは生殖可能である.Flの細

胞遺伝学的研究は川口 (1928), AStaurOV ら (1959)によって報告されているが,最近

における細胞学的技術の発展にかんがみ,ここに再検討を試みた.Flの卵母細胞の合糸

期において長い1本の染色体の両端にその半分程度の長さで,しかもほぼ同長の染色体が

対合し,中央部が多少離れている染色体像が観察され,それらがクワコの M と,カイコ

の mlと m2に相当するものと推定した.対合が完了すると M と ml,m2染色体は他

の染色体から識別が不可能となる.このことからM と ml+m2との間に染色体構成上い

ちじるしい差のないことがわかる.しかし中央部において対合の遅延が観察されたことか

ら,染色体 M と ml+m2の間に何らかの分化の差が生じている可能性が考えられる.な

お対合を終了した太糸期および移動期には染色体 M を中央に,その両端に mlと m2が

対合した染色体像が観察され,正常な分裂行動をしていることが明らかになった.

第2研究皇 (黒田)

1) 体外培養による昆虫細胞の分化に関する研究 (黒田): キィ｡ショウジョウバェの

野生系統を用いて行なったこれまでの研究において,産卵後約10時間の頭部内転期の旺細

胞を体外培養すると,触維芽細胞,筋肉細胞などの中腰棄系細胞のほか,神経細胞,上皮細胞,
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成虫原基細胞などの外旺菓系および内腔葉系の細胞が,それぞれの特徴のある形質を発現

し,体外培養条件下で相当長期間にわたってその形質を保持することが分り,これらの結

果は国際遺伝学会議および Development,GrowthandDifferentiation16:55-66に

発表したが,さらにⅩ染色体に遺伝子座をもつ旺致死突然変異系統を使用して,特定の遺

伝子による致死作用が,肱のどの細胞にどの時期に現われるかをしらべた.

使用した肱致死突然変異系統は dor(deeporange,1-0.3)で,dor-テT2の雌から

生まれた卵は,遺伝子型が dorホモでも生存して成虫となり,眼のプテリジン系色素の

異常を生ずる.dor/dorの雌と dor/Yの雄とを交配して生 じたFlの肱は,すべて貯化

するまでの肱の発生時期に死ぬ.産卵直後の卵を集め,卵殻膜を除去して25oCで保温し,

有効致死時期 (effectivelethalphase)をしらべると,胸肢形成後に死ぬもの4.1rv,嚢腫

形成後に死ぬもの 38.79も,中腸形成後死ぬもの 44.070,体節形成後死ぬもの 13.29らで,

貯化したものはなかった.

嚢腫形成後の腔の細胞を体外培養すると,赦維芽細胞,筋肉細胞などの中肱菓系細胞は,

腔の致死時期を超えて生存し,野生系統の細胞と同様に相当長期間生存を続け,筋肉の樽

動なども観察された.しかし,神経細胞は,神経繊維の伸長がほとんど見られず,また上

皮細胞や成虫原基細胞などの分化も見られなかった.このことは,dorの遺伝子の致死作

用が,主として外腫菓系または内肱葉系細胞に特異的に発現することを示すものと思われ

る.最近,dorの卵に野生系統の未受精卵の細胞質を注射することにより,卵は致死をま

ぬがれ発生を続けることが見出されており(Garenおよび Gehring,1972),dorの致死

作用の発現する細胞が,特定の物質の添加により生存することが示唆され,遺伝子と形質

との結びつきを細胞レベルで解析するための研究をさらに進めている.

2) 組織再合成に対するタンパク阻事剤の影響 (黒田): 高等動物の発生,分化にとも

なう組織構造の形成に,細胞相互の接着,識別機構が重要な役割を果している.ウズラ広

肝臓の遊離細胞を用いて,その組織再合成の過程におけるタソバク合成阻害剤の影響につ

いてしらべた.貯卵7日日のウズラ腫肝臓組織を170ト1)プシソで 15分間処理して得た

遊離細胞浮遊液を,1,3,10,30pg/mlのサイクp-キシミド (CH)を含む培養液で旋

回培養すると,再合成組織の形成は CH の濃度に応じて阻害され,その平均直径は,24

時間後および 48時間後,それぞれの対照の 48-3470,28-2170であった.

細胞を分散するのに用いた培養液 (dissociationmedium:DM)を遠沈により除去し,

細胞を新しい培養液に浮遊して旋回培養すると,形成され る再合成組織 の平均直径は,

I)Mをそのまま用いた場合の 5970(24時間後)および 659ら(48時間後)であった.DM

を除いた細胞にふたたび DAIを加えて旋回培養すると,形成された再合成組織はもとの

平均直径に近い億を示した.CHを含む培養液で3時間または6時間培養後,細胞を正常

培養液に移して培養すると,組織再合成の回復がみられ,CH 中での培養時間が短いほど

回復が大きかった.

細胞遊離に用いるlYoト1)プシソでの処理時間を 15分,30分,60分と変えると,正

常培養液中で形成される再合成組織の平均直径は, トリプシン処理時間が長くなるととも
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に小さくなった.これらの細胞をCHを含む培養液で旋回培養すると,いずれも組織再合

成が著しく阻害されて, トリプシン処理時間の相違による違いは見られなかった.これら

の結果から,組織再合成の過程には,正常組織中で細胞相互の結合に関与し,細胞遊離の

際に培養液中に遊出する細胞間物質が,再利用されることを示し,その物質による組織再

合成の促進作用の発現が,細胞のタソバク合成による細胞表面物質の形成を必要とするこ

とを示唆している.

3) 癌細胞の細胞接着に対する細胞膜関連物質の作用 (黒田): 細胞の癌化と関連した

細胞膜変化の研究として,本年度は細胞膜中に存在し,その DNA合成や増殖,分化など

と密接な関連があることが知られているサイク1)ヅク AMP(C-AMP)およびそのジブチ

1)ル誘導体 (DBc-AMP)を用いて,DAB誘発のラット肝癌細胞の旋回培養による細胞

接着に対する作用をしらべ,正常肝臓遊離細胞に対する作用と比較した.

C-AMPおよび DBc-AMPはいずれも 0.01,0.03,0.1,0.3,0.6mg/mlの各濃度

で培養液に加え,その細胞接着に対する作用を,再合成組織の平均直径を測定することに

よって比較した. C-AMPは,0.01mg/mlの濃度で細胞接着に対する阻害がみられ,港

度の増大とともにその阻害の程度は著しく,とくに肝癌細胞は正常細胞に比較してより強

い阻害が示された.DBc-AMPは C-AMPに比較して,同一濃度でより強い阻害作用を

示し,この場合にも肝癌細胞は正常肝臓細胞に比して,阻害程度が著しかった.

細胞内の C-AMPの濃度は,G1期の初期に最も高く,S期に少し低下し,M期で最も

低いこと(Sheppardおよび PreSCOtt,1972),正常細胞の癌化にともなって,C-AMPの

濃度が約 1/2に低下すること (Sheppard,1972)などが知られているが,細胞相互の接着

性が培養液に加えた C-AMPや DBc-AMPによって正常細胞よりも癌細胞の方が著し

い阻害作用を受けることは興味深い.

4) 培養細胞における体細胞突然変異に関する研究 (黒田):

(a) ヒト2倍体細胞における 8-アザグアニン抵抗性突然変異 について一一時乳類細胞

を用いた体細胞突然変異機構を研究するため,ヒトの5カ月目の胎児肺臓由来の正常 2倍

体細胞を用いて,単一細胞からのコロニー形成法により,EMS(ェチルメタンサルフォネ

- ト)および MNNG (N-メチル-NしこトTトN-ニトロソグアニジン)誘発による 8-ア

ザグアニン (8AG)抵抗性の突然変異の生成機構についてしらべた.

継代8代目で行った核型分析の結果は,細胞集団中の 8670以上の細胞が 46本の正常

女性染色体を保持していることが分った.細胞を各種濃度の EMSで2時間処理し,正常

培養液中で適当な期間培養後,10FLg/mlまたは 30pg/mlの 8AGを含む選択培養液で

14日間培養して出現した 8AG抵抗性突然変異のコロニー数をしらべると,最初に播種

する細胞数は, 60mm のシャーレ当たり, 5×104,105,2.5×156,5×106の中で 2.5

×108細胞の場合が最も突然変異の出現率が高く,また処理した EMSの濃度は,10-3M,

3×10~8Aq,10~空叶,8×10~芝M の各濃度の中では,10-3M の EMSで処理した場合が

最も突然変異の出現率が高かった.

さらに,EMS処理後,24,48,72,96時間の各突然変異発現時間をおいて,8AGに
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よる選択を行なうと,24時間の発現時間をおいた場合が最も突然変異の出現率が高かっ

た.EMS処理後の細胞の増殖過程を経時的にしらべた結果, この細胞は,特異な分裂様

式によって増殖し,これが突然変異の出現率に影響をもつことが明らかになった.

(b)ヒト2倍体細胞の突然変異に及ぼすニトロフラン誘導体の影響- ヒト正常2倍体

細胞を用いて,体外培養条件下で,環境中の変異原物質の検出を行なうための方法として,

薬剤抵抗性をマーカ-とし,コロニ-形成法を用いて,抵抗性突然変異の出現についてし

らべた.

変異原物質としては,ニトロフラン誘導体の71)ルフラマイ ドを用い,まず 1,8,10,

30pg/mlの各種濃度による細胞生存率をしらべ,濃度一生存率曲線よりコロニー形成率

を5070に減少させる71)ルフラマイドの濃度を求めると 2.1pg/mlであった.つぎに,

シャーレ当たり2×106細胞 を まき,各種濃度のフt)ルフラマイドで2時間処理した後,

30fLg/mlの 8AGを含む選択培養液で 16日間培養して出現した 8AG抵抗性突然変異

のコ｡ニー数をしらべると,3FLg/mlの71)ルフラマイ ドで処理したときが最も突然変異

の出現率が高 く,無処理の対照の2.6倍であった.フリルフラマイドは,大腸菌などの微

生物や昆虫に対して突然変異誘発作用があるほか,ヒトの培養細胞でも染色体異常を起こ

すことが知られているが,本研究で薬剤抵抗性のような遺伝子突然変異の誘発作用もある

ことが強く示唆された.

5) 培養動物細胞の増殖に対する血清高分子分画の作用 (湊): ヒト由来のHeLa細胞

を用いて,前年度に引きつづき,血清の高分子分画中に存在する培養動物細胞に対する増

殖維持因子の本体とその作用模作についての解析を進めた.培養法としては,Eagle(1959)

の合成培養液に子牛血清を添加し, TD-15フラスコによる単層培養法を用い,増殖曲線

の変化をしらべた.細胞数の&rl定には,倒立顕微鏡下で,各フラスコについて 23点の単

位面積当たりの細胞数を算定し,その平均値を求めた.

血清の増殖維持効果の定量は,これまでの研究では,血清濃度に依存して変化する対数

増殖期の細胞の増殖率によって行なったが,その後の研究,で血清の製品番号により血清濃

度と細胞増殖率との関係が変化することが分った.すなわち,ある血清の製品番号によっ

ては,血清濃度が変化しても細胞の増殖率はほとんど変化しない場合もあり,定量の目的

には適さないことが分った.このような場合,さらにその後の細胞数の増加を追跡すると,

途中で培養液を交換しない場合には,血清濃度が低いほど早期に細胞の増殖が停止し,細

胞が死滅する.すなわち,細胞が死滅するまでに培養液によって維持できる積算細胞数が

血清濃度に依存するという関係が見出され,血清の細胞増殖維持能力の定量に使用できる

ことが分った.たとえば,Tyrode液に対して1週間透析した子牛血清を,2.570,5%,

1070,2070添加した培養液で維持できる積算細胞数は,それぞれ 170,250,400,510,

(×104細胞 ･日/ml)であった.

これらの血清濃度と積算細胞数との関係は,透析して低分子物質をかなり除去した血清

についても成立する.また,透析血清を 2070添加した培養液で維持できる積算細胞数

は,非透析血清570添加の培養液のそれに対応し,透析により約3/4の細胞増殖維持活性
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が失なわれ, Lockartおよび Eagle(1959)が報告したような透析しても効果が 10070

保持されるものではないことが分った.

B.細 胞 辻 伝 部

遺伝現象を細胞レベル,特に染色体の形態と機能の面から研究することを主休とし,第

1研究室では主として染色体の構造と形態の研究に,第2研究室では染色体の枚能および

遺伝子発現の研究に重点がおかれた.第1研究室は従来に引き続きネズミ類の染色体研究

を主要なテーマにすると共に,培養細胞や癌細胞における染色体変異の研究をおこなった.

第 2研究室ではネズミ類の血清蛋白トラソスフェt)ソの分析,プラズマ細胞瞳癌の細胞遺

伝学的研究などが進められた.

人事の面では特別研究生として嵯峨井知子 (金沢大 ･薬学部卒),桑畑 勤 (林業試験場

北海道支場),島田弘康 (第一製薬研究所),清川尚 (東京医科大学),浜田俊 (東京農大

卒),大森庸 (日本歯科大学)らが,また非常勤研究員として白石行正 (金沢大 ･医学部)

がそれぞれ研究に参加した.

この研究部では実験動物としてのマウスお●よびラットの純系および突然変異系の繁殖と

維持および野生ネズミ塀よりの新しい実験動物の開発改良なども重要なテーマである.昭

和47年度で新しい実験動物舎が完成し,本年度4月より新ネズミ飼育舎に移りマウス,

ラットおよび野生ネズミ炉の飼育を続けている.

米国バークレーで開かれた国際遺伝学会議 (8月 20日-29日)に青田と森脇が出席し

て研究発表をし,帰途 RoswellPark研究所 (Buffalo), ミシガン大学および-ワイ大学

等を訪問し,研究連絡をして帰国した.

第 1研究童 (書EEl)

1) クマネズミ染色体の C-バソド (吉田･嵯峨井).. クマネズミ(Rauu8rattuS)に

は染色体数が 42(アジア型),40 (セイロン型)および 38(オセアニア型)の3型があり,

それらはまた種々の亜種に分類されている.一般にアジア型は 13対のアクpセント])ッ

クまたはサブテpセントT)ックと7対の小形のメタセント1)ックの常染色体からなってい

る.いずれも動原体附近に比較的大きなはっきりとした C-バ ンドがみられ る.マレーシ

ア産の R.rauusdiardii, フイ1)ピソ産の R.rauus仇indanensisおよびホンコソ

産の R.rattuSJhvipe¢tusのアクロセントリックおよびサブテロセント7)ックには C-
バンドがみられるが,日本産クマネズミR.ratlustanezumiにおける多くのアクロセ

ソトリックおよびサブテロセソトリックには C-バンドの退化消失がみ られ,その有無に

閑し著しい多型現象が観察された.セイpソ型とオセアニア型の C-バンドはアジア型に

似ているが,ただ7対のメタセントリック染色体のバンドはアジア型よりもかなり小さく

なっている.クマネズミの核型進化と亜種の分化からみて,C-バ ソドは退化消失の方向

に分化しているのではないかと考えられた.

2) RauuS属教程の C-バ ソドの比較 (吉田･嵯峨井): Raltue属のうちクマネズミ

(R.ratluS), ドブネズミ(R.norvegicus),ナソヨウネズミ(R.e∬ulans),アナソダレ
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- (R.annandalei),フスキペス (R.fuSeipeS)およびコナタス (R.Conatue)の6種

の染色体における C-バ ンドの形態を比較調査した.前述の とおりクマネズミの染色体で

は著明な C-バンドがいずれの染色体においても観察されたが,他の RatluS属において

は C-バ ンドは鮮明ではない. ドプネズミに数対のアクロセントリックとメタセントリヅ

クに小形の C-バ ソドがみられた.ナソヨウネズミでは 2,3対のアタロセソト7)ックに

のみ小形のC-バ ンドがみられ,アナソダレ-では12対のアクロセントリックに比較的著

明な C-バソドがみられたがメタセソトリック群ではみられない.フスキペスでは殆んど

C-バンドはみられない.コナタスで は アクロセント])ックとアクT,セント1)ックの結合

によって生じたと考えられる大型メタセントリックおよび小型のメタセントリックグルー

プに小さな C-バンドがみられた.核型分化からクマネズミはこれらネズミ煩の先祖形で

あると筆者らは推察しているが,もしそうだとすれば C-バンドは種の進化に伴って退化

消失の方向にあると考えられる.

3) 逆位染色体をもつアメリカ産クマネズミ (青田･森脇 ･嵯峨井): 米国カリフォル

ニア大学 (Davis)で飼育中のクマネズミ10頭を入手したので染色体を調査した.これ

らのネズミは全てオセアニア型 (2n-38)であるが,10頭中5頭のそれは典型的な核型,

すなわち2対 (Mlおよび M2) の大きなメタセント1)ック染色体が観察された.他の5頭

のそれは Af2が異型対で,メタセントリックとサブテロセントリックからなっていた.G
バンドの分析からサブテロセントリック染色体はメタセントリックのペ リセントリックの

逆位によって生じたことが判明した.米国へクマネズミが入ったのは新大陸発見以後で,

おそらくヨーロッパから侵入したと推察され,それらはオセアニア塾であったと考えられ

た (青田ら 1969,1971).したがって M2染色体の逆位はクマネズミが米国-侵入した後

比較的最近カt)フォルニア地域で起こったと考えられる.逆位 AI2染色体を相同対にもつ

クマネズミは全く観察されなかったが,このようなネズミは致死性を示すかも知れない.

これらのネズミは現在当研究所で飼育中であり,今後究明する (Experientiaに印刷中).

4)Ⅹ0性染色体をもつ雌クマネズミ (青田･森脇 ･嵯峨井): 米国 Davisより入手し

たクマネズミ10頭のうち9頭は 2n-88の染色体数をもっていたが,残り1頭は 2n -

37で,核型とバンドの分析か ら,このネズミはⅩ染色体を1個しかもたないことが判明

した.人間のⅩ0をターナー症と呼び性的形質の異常な女性となる.しかしマウスの場合

はⅩ0は正常な雌で妊性も正常である.人間やマウスではY染色体に強力な雄性決定因子

が存在すると推察されたが,クマネズミも外見上は雌であり,Yに強い雄性決定因子があ

ると推察される.しかしⅩ0の雌性クマネズミに妊性があるかどうか今のところ不明であ

る.幸いこのネズミを飼育し正常雄ネズミと交配中であるから,いずれ妊性については判

明すると思う (遺伝学雑誌印刷中).

5) ェゾヤチネズミ(ClethrionomySrufocanusbedfordiae)における染色体多型の

頻度 (土産 ･吉田): 北海道産-ゾヤチネズミ(ClethriononySrufooanusbedfordiae)

に染色体多型の存在することは先に報告したが,今回は道内 14ヶ所から合計151頭を採

集して染色体多型の頻度を調査した.151頭のうち異型対の染色体をもつ個体が 14頭発



研 究 の 概 況 19

見された.ェゾヤチネズミの染色体数は 2n-56で,1対 (No.27)の常染色体は小型の

メタセントリック,1対 (No.2)のそれは大きなサブテロセントリックおよび残 り25対

(No.1,No.3-26)のそれらはアクロセントリックであった.Xは大きなサブテロセソ

トリック,およびYは小型のアクロセントリックであった.染色体多型は N0.7 とNo.

17に発見され,いずれもアクロセントリックとサブメタセントリックの異型対であった.

N0.7の多型は長沼,江別および野幌で採集 した 8,8および 70頭の うち,それぞれ

1頭ずつ, No.17の多型は長沼で1頭,野幌で6頭および N0.7と No.17の多型は

野幌で3頭発見された. No.7および No.17染色体のアクpセントリックとサブメタ

セントリックはともに長さにおいてほ殆んど差異がないので,これらはべ リセントリック

逆位によって生じたと考えられ,それが北海道のある限られた地域 (野幌,長沼および江

別桁近)で起こり,その地域の集団中に広がっていると推察された.

6) インド-ツカネズミ(Musplatylhrix)の核型と変異 (浜田･土星 ･吉田): イン

ド産-ツカネズミ科の Musplatythri∬の染色体数は 2n-26で全てアクロセントリッ

クであることはすでに報告した (土星 ･青田.1972).今回は当研究所で繁殖飼育中の 16

頭の染色体を調査したところ,そのうちアクロセントリックの結合に原因する1個のメタ

セントリック染色体をもち 2n-25の染色体数をもった1個体が発見され たので,それ

について報告する.標本はすべて吉田ら (1965)の骨髄細胞法を用い,1個体当り 15個

の中期分裂像の分析から核型を決定した. 16頭のうち 15頭は正常核型 (2≠-26)をも

っていたが,1頭では観察した全ての細胞の染色体数は 2n-25で,核型分析 の結果,

1個の大きなメタセントリック染色体が観察され,それは正常核型中の N0.6と No･11

の常染色体のロバー トソニアン結合によって生じたと推察された.この染色体をバンディ

ング法によって決定することおよび更に多数の他の個体について染色体を調査中である.

7) 晴乳類の染色体調査 (土星): この調査は,細胞分類学の立場から噴乳類の進化を

研究するための基礎資料を集めるために行った.骨髄細胞や培養した肺および尾の細胞を

用いて,下記に示すような 31種規の晴乳類の染色体を調査分析した.

OrderMarsupialia有袋日: MaeropueParmaWATERHOUSE,1846パルマヤプワ

ラビー (2%-16).

Orderlnsectivora食虫目: Mogerawogura minorKURODA,1936コモグラ (2n

-36). Mogerawogurawogura(TEM:MINCK,1842)アズマモグラ (2n-36).

MogerakoかeaekobeaeTHOM二AS,1905コウべモグラ (2n-36).

OrderChiroptera巽手目: PteropusdasymalluSTEMMINCX,1825オオコウモリ

(2n-38)*. HippoSiderosturpiSBANGS,1901カグラコウモ1)(2-32)*.

RhinolophuSCOrnutuSPerditusANDERSEN,1905 ヤ-ヤマコキクガシラコウモ

リ(2n-62)* RhinolophuSCOrnutuSPumilusANDERSEN,1905オキナワコキ

クガシラコウモ1)(2n-62)*. MyotishosonoiIMAIZUM1,1954シナノホオヒゲコ

ウモリ(2n=44). MyotisfraterkaguyaeIMAIZUMI,1956カグヤコウモ.)(2n

-44). Pipistrellusabramus(TEMMINCK,1840)アプラコウキ1)(2n-26).
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PleootusaurituSSaCrimontiSG.M.ALLEN,1908ウサギコウモ1) (2n-32).

MiniopteruSShreibersiblepotiS(TEMMINCK,1840)リュウキ,.ウユビナガコウモ

リ(2n-46)*.Murina auratauSSurienSi80GNEV,1913コテソグコウモリ(2n-

44).

OrderLagomorpha元日: LepuStimiduSainuBARRETT-HAMILTON,1900ェ ゾ

ユキウサギ (2n-48). LepuebraohyuruSanguatidenSHOLLISTER,1912 トウ

ホクノウサギ (2n-48). LepuSbraohyuruSbraohyurueTEMMINCK,1845キュ

ウシュウノウサギ (2n-48).

OrderRodentia智歯日: SciuruS VulgarisorientiSTHOMAS,1906ェ ゾリス (2n

-40). SciuruSlieTEMMINCK,1845ニホンリス (2n-40). TamiaSSibirieuS

aSiatiouSGA(ELIN,1788チョウセソシマリス (2n-88). Petauristaleuoogenys

nikkoniSTHOR(AS,1905ニッコウムササビ )2A-38).Glirulus3'aponicus(SCHII

ZN,1845ヤマネ (2n=46). CricelulustritonneStOrTHOMAS,1907-イイロ

キヌゲネズミ(2n-28)**.ClethrionomysglareoluSglareolu8(SCEREBER,1780)

ヨーロッパヤチネズミ(2n-56). ApodemusPavioolliSPavicolliS(MELCEIOR,

1834)キクビアカネズミ(2n-48).ApodemussylvatiouSSylvaticuS(LINNAEUS,

1758)≡-T]ッパヒメネズミ(2n-48).ApodemuSagrariu8mantChurious(THO-

MAS,1898)コウライセスジアカネズミ(2n-48)**.

OrderCarnivora食肉日: FeliscatuSLINNAEUS,1758ネコ (2n-38). FeliS

(Prio他αiluruS)bengalensisbengalenSiSKERR,1792ベンガルヤマネコ (2n-38).

Felis(Mayailurus)iriomoteneie(iMAIZUMI,1967)イリオモテヤマネコ (2n-

88)***.

OrderCatacea鯨日: TursiopustrunoatusMONTAGU,1872バンドウイルカ (2n

44).

8) 姉妹染色分体交換の起因 (加藤): トリチウム標識された染色体に観察される姉妹

染色分体交換 (S.C.E.)の大部分は, トリチウムによる内部照射により誘発される.しか

し,取込まれるトリチウムの量を減少させても S.C.E.の頻度は 0には戻らず,自然発

生的にも S.CiE.が生じることを示唆している.

紫外線,4NQO, マイ トマイシン等は,チャイニーズ-ムスク-細胞の S.C.E.頻度

を増加させる.その増加は,処理後 DNA合成を終えた細胞にのみみられ,また,カフェ

インにより顕著に抑制される.ラットカンガルー細胞においては,紫外線により誘発され

る S.C.E.は光回復する.これらの観察事実はいずれも,S.C.E.の生成が DNA障害

の修復機構と関わりをもつことを強 く示唆する.恐 らく,修復過程における 〝あやまり"

の結果として生じるものと考えられる.この研究の一都は, Exp.CellRes.82:383,

*この調査は文部省科学研究費 ｢日本列島の自然史科学的総合研究｣による.

**韓国,東国大学校教授元柄徴博士の御好意により入手.

***国立科学博物館今泉古典博士の御好意により入手.
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1973,83:55,1974に発表した.

9) インドホ-ジカの染色体(加藤 ･土星 ･吉田): インドホ-ジカ(Muntiacusmunt-

jak)は,晴乳類中現在知られている限りでは最小の染色体数をもつ (82n-7, 守2n-6).

上野動物園の御好意により入手した雌個体肺組織の培養細胞を用い,染色体の異質染色質

およびパソドバターソを調査した.

第一相同染色体の一方は,他の約2倍量のセントロメ1)ック異質染色質をもつことが,

C-バンド法で明らかになった.また,第1染色体の長腕,第3染色体の長腕および短腕に

は顕著な第二次狭窄があり,そのサイズはそれぞれの相同対間で明らかな差を示した.こ

れらの部位は DNase処理を受けてもギムサで染色され,DNA一蛋白の結合様式が他の染

色体部位と異なることが予想される.第二次狭窄は仁形成部位とみなされており,DNase

処理法は,リボソームシストロンの染色体上の部位の検出に利用できる可能性がある.

10) コルセミドレバ-サル法によるラット培養細胞の異数性クローンの誘発 (吉田･嵯

峨井 ･加藤): LongEvans系ラットの肺培養細胞を2回クp-エソグして2n=42の正

常染色体をもつクローン株を作り,それを材料としてコルセミド･レバーサル法 (加藤 ･

吉田 1971)によって異数性クp-ソを誘発し,それらクp-ソの核型を分析して,ラッ

トの染色体の異数化に規則性あるいは特異性があるかどうかを検討した.8回のクローニ

ングで合計381個のクローンを樹立し,染色体を調査した.それらのうち349クローンは

正常核型であったが, 32個は異数性あるいは染色体異常をもったクローンとして見出さ

れた. トリゾミーに原因した 2n-43のクローミソが 20個樹立され た.それらのうち,

N0.4を トリゾミ一にもつクローンが6個で最も多く, N0.9のそれが3個,N0.1と

No.13がそれぞれ2個,N0.3が1個および小型のメタセントリックを トリゾミ-にも

つものが6クローン誘発された.モノゾミー株が6クローン誘発されたが.それのうち5

クローソは小形のメタセントリックのモノゾミ-,残り1個はYの欠失によるものであっ

た.2n-40のクp-ソが1個発見されたが,これは2個の小形メタセントリックが欠除

していた.アク｡セントリック染色体の欠失にはモノゾミ～株は全く観察されなかった.

2n-44の染色体をもつクローンが3個,2n-46が1個,47がそれぞれ 1個ずつ観察さ

れ,他に2n-42でマーカー染色体をもつクp-ソが1個樹立された.以上の観察から異

数性としてクローソ化し得るラットの染色体の増減にある傾向性のあることがうかがえた.

第2研究室 (森脇)

1) 継代移植中におけるマウスミエp-マ細胞集団変遷の機構 (森脇): 可移植性マウ

スミニT,-マ MSPC-1の増殖の主体となっている腫癌細胞クローンが継代移植中に変化

する過程をマーカー染色体を指標として分析すること,特にひとつの腫癌細胞クローンが

senesceneeをおこして新しく出現した変異細胞が増殖 の主体となることによって細胞集

団の変遷がおこる可能性を追求することがこの研究の目的である.t972年 9月に NP39

ABC亜系から NP38ABC-D亜系が出現したが,その時に凍結保存した腫癌細胞をマウ

スに移植し,新しく出現したDマーカー染色体を含む系列と含まない系列を数系ずつ作り

約1年間継代移植してその推移を調べた.NP38ABCID細胞から成る系列はいずれも安
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定な結節型のまま継代されたが,NP39ABC細胞から成る系列は継代の途中で腹水型に

転化し,染色体数の倍加および異数化をおこした. この結果は MSPC11系 ミニT,-マに

おいてひとつの核型をもつ細胞タロ-1/に有限の寿命があり,染色体変異を含む何等かの

遺伝子の rearrangementによってこの制約が取除かれ更に増殖を続けることができるよ

うになるという可能性を示唆する.

2) アジア･オセアニア産クマネズミトランスフェリンの多型 (森脇): 昨年新しく考

案したアクリノール前処理を伴うアクリルアミドゲル薄層電気泳動法 (Experientia30:

119)を用いて,1968年および 1972年の2回の探検調査旅行で採集した約500匹のクマ

ネズミ (Rattusrauus)の血清 トランスフェ1)ソの電気泳動バク-ソを分析した.現在

のところ 12種の トランスフェ])ンバンド (R,Rl,R2,N,Cl,C2,C,D,Dl,E,F,

G)が明らかにされている.それぞれの トランスフェリン型の地理的分布をすでに吉田ら

によって発表された核型分析のデータと比較検討した結果イソド･パキスタン地域におい

てはアジア型およびオセアニア型クマネズミの間に トランスフェリン遺伝子の Introgre･

ssionがおこったことが推察される.

3) マウス鹿癌の野生ネズミに対する異種移植 (森脇 ･土屋): 細胞の抗原性の面から

ネズミ操の塀縁関係を明らかにする目的で,エールッリヒ腹水癌 (二倍性)および MSPC-

1ミエロ-マを次の 10種類の野生ネズミの腹腔および皮下に約 107個移植して鹿癌が生

着するどうか,また宿主動物を倒すかどうかを調べた.

PhodopusSungOruS,Vandeleuriaoteaoea,ApodemuSargenteuS,MusplatythriG,

Mu8 仇uSOuluSmOlosSinus,Hueboodga,Rauuse∬ulauS,Millaldiameltada,Cle-

thriono竹もySrufooanuSbedfordiae,PeuonyscuSleuoopuS

現在までのところ M･m.nolossinuSと V.oleaceaの一部に腫癌の生者が観察されて

いる. M.platythria;にエール 1)ッヒ睦癌を移植したものにも腹水の増加が見られたが

染色体観察の結果宿主動物由来の細胞であることがわかった.

4I セルローズ･アセテー ト膜設置法による野生ネズミ類縁関係の比較 (森脇 .土星 ･

北村*): 日本 ･東南アジアおよび西南アジア産の各種野生ネズミの類縁関係を免疫学的

な立場から調べるために,閑 (1973)によって考案されたセル11-ズ･アセテー ト膜腹艦

内設置法を用いてこの研究をおこなった.宿主として開いたマウスの腹掛 こセルローズ･

アセテー ト膜を挿入し,1週間後にマクロファ-ジ層ができたところで,約800Rの放射

線を照射した後調査の対象となる野生ネズミの骨髄細胞を腹腔内に注射する.さらに1週

間後に膜上にできたコロニー数を測定する.この方法で 17種の野生ネズミについて比較

したが,従来分類学的に決められている塀縁関係と必ずしも一致しない結果も観察された.

5) 核型進化の基礎研究 (今井): 晴乳類の染色体において,動原体の分布が不均等で

あることは,すでに述べた.今回,新たに Sw-0.1の部位に,Sw-0.6と同様,分布の

谷のあることを発見した.これにより,染色体は T(Sw<0.1),A(0.1<Sw<0.6),およ

び M,SM& ST(Sw>0.6)に分けることが可能になった. 各染色体は,方向性のある

*大阪大学医学部第2病理



研 究 の 概 況 23

一連の染色体変異により,規則的に T-+A→(MISM&ST)→Tと変化を繰返すことがわ

かった.但し,T-A の変化は,constitlltiveheterochromatin の tandemduplication

による短腕の成長によって生じる. A-(M,SM&ST)の変化は,主に pericentric

inversionに依存し,そ の他 constitutiveheterochromotinの tandemduplicationと

centricfusionも関与していると思われ る. (M,RM & ST)-Tの変化は, centriC

鮎sionによる.centricfissionは,従来考えられていたより,晴乳痛の核型進化に重要

な役割をはたしていることがわかった.

6) オオズアカアリ(Pheidolenodus)にみられた染色体多型 (今井):

前年に引続き,那智,宇和島,串木野,中津,平戸,厳原の集団について調査した.今

回の調査により,本種が屋久島以南に棲息しないことが判明した.九州における集団は,

地域ごとに異なった染色体が優勢になる傾向が見られ,本州および四国の集団のように,

4種類の染色体をすべて含むことはなかった.これらのことから,本種が日本に固有な種

であること,および分布の中心が本州から四国にかけた地域にあり,九州は分布の周辺部

にあたることが推定された.

7) ムネボソアリ(Leptothoraa;SPinoSior)にみられた B一染色体 (今井):

本種はフタフシア1)亜科に属するアT)で,染色体数は, n-12および 2n-24である.

三島集団において,本種が B一染色体を保有することを発見したので, その性質を調べた.

B一染色体はアイソ染色体を思わせる小さなメタセント])ック染色体で,静止期細胞におい

て著しい-テロピクノーシスを示した.ほとんどすべての雄の精巣に観察され,個体当た

りの数は0-12本 (平均5本)であった.しかし雄の体細胞には発見されなかった.また,

雌および働きアリにおいては,体細胞と生殖細胞ともに B一染色体は観察されなかった.

この奇妙なB一染色体の性質,とくに集団内での保有擁樺に関しては,目下調査中である.

なお本研究の第1報は Chromosomaに印刷中である.

C.生 理 遺 伝 部

生理遺伝部は遺伝形質に対する遺伝子の発現機構を生理遺伝学的に研究している.

第 1研究室はキイpショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子および逆位の保有

機構の研究と自然集団の生産力遺伝子,生態圏の変動に伴う昆虫集団の適応要因の研究を

渡辺隆夫研究員が文部省科学研究費によって行なった.制御環境におけるショウジョウバ

エの行動遺伝学的研究や適応性の研究は研究室の全員が文部省科学研究費 (特定,総合)

の分担として行なった.一方環境庁の公害防止に関する試験研究費によってショウジョウ

バェの集団に対する都市化の影響と騒音環境とその反応性に関する研究を行なった.

韓国の中央大学校理工大学生物学科の秋鐘吉助教は引続き特別研究生として行動遺伝学

的研究を行ない,京都大学農学部大学院博士過程に在学中の大西正道は昨年より引続き特

別研究生としてショウジョウバェの適応性の研究を行なった.

第2研究室は横浜国立大学教育学部の永海秋三教授が日本学術振興会の流動研究員とし

て3月末までキク属植物の種分化に関する生態遺伝学的研究を行ったが,その後非常勤研
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究員として研究を続行した.また木原生物学研究所三島分室の大塚一郎研究員は特別研究

生としてコムギおよび近縁種の核置換の研究を続行した.

第1研究室 (大島)

1) キイpショウジョウバエの自然集団における有害遺伝子および逆位の保有機構の研

究,(大島 ･渡辺)

a) 山梨県の勝沼,敷島 (両地域間の距離は約 20粁)の 1971年 11月の自然集団の

致死,半致死染色体の合計頻度はそれぞれ 42.3,41.670であった.一万 1971年秋の修

善寺,1972年9月の山形の自然集団の致死,半致死染色体の合計猟度はそれぞれ31.19も,

35.770であった.

勝沼,敷島両集団の致死遺伝子の集団内,集団間の同座率は年報 23号に報告した.修

善寺,山形両集団の致死遺伝子の集団内同座率はそれぞれ 1.09,1.6970で,勝沼,敷島

両集団の平均同座率 1.4870と差異は認められなかった.そこで修善寺集団と勝沼,敷島

集団の致死遺伝子の同座率を求めたが, 0.4170であり,山形集団と修善寺集団の致死遺

伝子の同座率は 0.26%であった.山形と勝沼,敷島集団の致死遺伝子の集団間同座率は

0.5470であったので,それらの結果か ら修善寺 (静岡県)と山形 (山形県)と勝沼,敬

良 (山梨県)の各集団の遺伝的遠近関係と地理的距離との間に明らかな関係を認めるにい

たらなかった.

b) 勝沼の自然集団における遺伝的構造の変化は 1970年以後,第2染色体の致死遺伝

子をもつものの頻度がそれ以前の約2倍になった.一方第2染色体の逆位 (B,C)をもつ

ものの頻度が次第に減ずる傾向を示した.その原因を求めるために, 1972年 10月に勝

沼集団から抽出した第2染色体の正常なもの (+),致死遺伝子をもつもの (～)の 十/十,

+/i,l/lの染色体型をもつ-エの生存力と生産力 (羽化後約1週間に産む卵数)を分析した.

その結果,生存力については3着の間に有意な差を認めなかったが,生産力については有

意に +/+>+/l>l/tの順に劣った.一方第2染色体の逆位 (B)について +/+,+/B,

B/Bの染色休型をもつ-エの生存力と生産力を分析した.その結果,生存力,生産力とも

に逆位を-テロにもつ-エ (B/+)が最も優れていた.そこで集団の遺伝的構造の変化は

勝沼地域の自然環境の変化の影響によるものと考えられるが,分析結果から生態的地位の

具体的な変化を考えることは困難であった.

e) 勝沼の自然集団における不妊遺伝子をもつ第2染色体の頻度を 1972年 10月に採

集した--から求めた.雌不妊染色体は 9.16%雄不妊染色体は18.32%で,-テp型の

-エの平均生産力を標準にした時に,ホモ型の-エの平均生産力は 0.53になり完全不妊

の-工を除いた-エの生産力は 0.58であった.また不妊染色体を-テT,にもつ-工の生

産力は有意に低 くならないが,生産力,生存力を支配するポ1)ジーンの-テロの効果をホ

モに対する回帰法で調べた結果,両者とも正の回帰を示した.不妊の雌雄の生存力は有意

に低くホモ型の-工の生存力と生産力の相関は高かったが,-テロ型の-エの生存力と生

産力および成虫生存力 (寿命)の間には有意な相関は認められなかった.

2) 制御環境におけるショウジョウバエの行動遺伝学的研究 (大島,渡辺,秩)
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a) キイロショウジョウバェの走光性を支配するポ])ジーンのホメオスタシスは勝沼の

実験集団 (約 10年間集団飼育箱で維持したもの)から抽出した雌雄それぞれ300匹の走

光性,避光性の選択 (lら代)後,無選択飼育によってもとの中立性へ復元したことによっ

て認められた.迷路器具による走光性,避光性の両方向-の選択を 15代繰返した結果,

最初の集団の中立性 (指数 6)は走光性 (指数 4.09)と避光性 (指数 7.65)と分離でき

た.両集団の 10代までの実質遺伝率はそれぞれ 3.0670,2.8670であった. 15代で選

択を中止して飼育したところ両集団ともその後6代にして走光性,避光性は失われて中立

性に復元した.この現象は遺伝的ホメオスタシスによるものであるが自然集団における光

に対する反応性に関するポ1)ジーン系の-テT,性を示すものである.

b) キイpショウジョウバェの走光性選択集団に有害遺伝子の増減が見られたことは年

報 23号に沖縄集団による実験結果について述べた.さらにその結果を確かめるために前

項の勝沼集団から選択によってできた発光性集団と避光性集団および選択を加えない集団

からそれぞれ多数の第2染色体を Cy-Pm法によって抽出して調べた.その結果,3集団

における致死遺伝子と半致死遺伝子をもつ染色体の頻度は 439も,18%,2770で,走光性

の選択によって集団の遺伝子構成が変化すると同時に有害遺伝子の頻度の増減をともなっ

た.集団の遺伝子構成の人為的変化によって,その適応性や均衡性に悪い影響を与えるが,

とくに走光性集団に有害遺伝子が増加することは確かであろう.

e) キイpショウジョウバェの走光性選択集団の卵から成虫に変態発育する速度と羽化

1)ズムを比較分析した. a)項の走光性と避光性の両方向-の選択 10代目の両集団の多

数の--を暗所に置いて1時間以内に産んだ多数の卵を集めた.この卵を全明,全暗,明

暗の3種塀の環境で同時に発育させた.温度は 25oC一定にしたが,約9日経過すると羽

化してくる.その頃4時間毎に羽化した成虫を数えた.全部の-工が羽化した後に平均の

発育時間を出すと3種叛の光環境における差は有意でなかったが,走光性集団の平均発育

時間は218時間で,避光性集団の240時間に比して著しく速かった.一方羽化は明暗環境

の明期の開始 2-3時間に最も多くの成虫が羽化してくるようなリズムが認められ,全明

と全暗環境ではこのリズムは鈍化するのが普通である.走光性集団の-工はこのような羽

化 リズムを保持していたが,避光性集団の-エはこのリズムを失ない光環境に関係なく羽

化した.避光性という光に鈍感に反応する-エの生体時計が明暗環境にリズムを調整する

能力に欠けているために羽化1)ズムを失う結果になったと考えられる.

d) キイpショウジョウバエの歩行行動の選択実験は長いガラス管の一方に電灯をつけ

て,光に向って歩く速いものと遅いものの両方向-の選択によって行なった.ガラス管は

直径 18mm,長さ150mmのものを11本連結し,管の連結部に直径5mmの穴をもつ滴

板を置いた.毎代それぞれ約200匹の雌雄の中で 10分間に最も光源に近い管まで速 く歩

いたものと,光源から最も遠い管に留まっていたものとの両方向に約 1070の選択圧をも

って選択した.遅いものは3代で選択効果は限界に達したが,速い方へは6代まで選択効

果を認めた.選択6代の両集団を交配した Flの--の歩行行動は全く遅いものと同じ程

度であった.そこで歩行行動の遅い形質,光に対して鈍感な性質をあらわす遺伝子はその
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反対の性質をあらわす遺伝子に対して優性であって,選択効果の増進が 2-3代で最大に

なってほぼ固定するということからポリジーンよりも主働遺伝子による性質と考えられる.

e) キイpショウジョウバェの産卵 リズムについて連続産卵分析機を使用して実験を行

なった.勝沼で 1972年秋に採集してつくった実験集団から--を飼育瓶にとり,全明,

明暗,全晴の3環簸,温度は 25oC一定で飼育した.それぞれの系統から雌雄1匹ずつの

14組をとり出し産卵分析機の管瓶に 1組ずつ入れて,羽化後3日日から6日間にわたっ

て連続的に餌上に産みこまれた卵数を調査した.実験6日間の前半3日間は飼育環境と同

じ光環鏡で,後半3日間は異なる光環境にした.その結果,産卵は明環境に多く暗環境で

は少ないリズムが認められた.また産卵数は飼育環鄭 こよって影響を受け,明暗環境の系

統が最も多く産卵し全暗,全明環境の系統の産卵数はその 80-60%であった.

3) 制御環境におけるショウジョウバエの適応性 の研究 (大島 ･大西): 勝沼で 1972

年秋にキィ｡ショウジョウ/ミェの自然集団から採集した-工がもっている第2染色体の生

存力に関する遺伝子をCy-Pm 法によって分析した.多くの第2染色体の中から生存力が

正常なもの (+)を選び,そのホモ型 (+i/+i)と-テロ塾 (Cy/+i)の-エについて羽

化後2日目から 20日間の毎日の産卵数を調べた.餌の入った小瓶に雌雄1組,2組,4

級,8組ずつ入れて 25oC一定温度と 20-30oC変動温度 (プログラム制御)環境で両方

とも,全明環境で行なった.実験は2種塀の温度環境とホモ型と-テロ型の4群からなり,

雌雄の4種類の密度のそれぞれに8交配を作ったので各群の瓶数は 32本になり,毎日-

ェを新しい瓶に移しかえた後に産卵数を調べた.その結果,密度が2対のときに最も多く

卵し,帯皮が増加すると減少した.また-テt2型の-工の産卵はすべての実験環境におい

産て生存力の正常なホモ型の-工よりも有意に高かった.

4) ショウジョウバェの集団に対する都市化の影響 と騒音環境に対す る反応性の研究

(大島,秩)

a) 都市におけるショウジョウバエ集団と田園地方におけるショウジョ,:ェ集団の特徴

を比較してみた.過去3カ年にわたって,東京目黒区の自然教育園と三島市玉沢において

秋期に採集した結果,都市においては5属 25種,計B14匹,田園においては5属 31種,

計 1337匹であった.都市においては種の数,個体数ともに少ないが,都市において多く

見られる種としては Leucophengau gnipalpis,Soaptomyzapallida,を挙げること

ができた.一方田園地方に多く見られ る種としては Drosophilain 仇igranS,D.Ster-

nopleuralis,D.hydeiと新種 D.oShimaiを挙げることができた.

b) 騒音環境が発育速度を促進することは年報 23号において述べたが,OregonR系

統の-工が短時間に産んだ卵を多数集めて,全暗環境から6日間暗,4日間暗,2日間暗,

1日間晴と晴の時間を減じ,反対に明の時間を増すような環境で発育させた.その結果,

明環境による発育促進は卵期には効果が認められないが,幼虫期以後では明期の長さに比

例して発育が促進された.

一方全明,全晴の両環境において毎秒 2000サイクル,強さ100 ホーンの騒音を発育全

期間,6日間,4日間,2日間,1日間加えた環境で発育させた.その結果,騒音は明,



研 究 の 概 況 27

暗いずれの環境においても発育を促進させる効果を認めることができた.全明環境におけ

る促進効果は卵期から認められたが,とくに嫡期までと全期間においてそわ効果は大きく

なった.一方全暗環境においては騒音期間の長さに比例して,その効果は増加した,全明,

全暗環境における発育羽化のリズムは明暗環境に比べて不明瞭になるが,発育途中の全暗

環境から全明環境へ転換するだけでは明らかな羽化リズムをつくることはできなかったが,

全暗環卿 こ騒音(12N,12Q)を6日間以上加えた場合には,かなり明らかな羽化リズムが認

められた.この結果は一定の光環掛 こよってショウジョウバェのもつ生体時計のリズム制

御が乱されているところに日周性騒音によって発育 リズムが促進されるともとに同調化が

おこったと考えられる.騒音が内因性 リズムに直接的に影響をもっことは明らかになった.

第2研究室 (大島兼任)

1) キク属植物の種分化に関する生態遺伝学的研究 (永海):本属植物 (邦産野生菊 24

種と園芸菊,除虫菊など)の系統保存を行ない,集団構成,遺伝形質,生育条件,種間交雑

などの研究を続行した.上記材料の花粉に関する走査電顕的比較と発芽率比較を行ない,

花粉発芽と温度条件の関係および花粉寿命と低温や有機溶媒 (主にアセ トン)との関係を

追求中である.実験結果を要約すると a)本属植物は室温の場合,開病後6時間で花粉寿

命が終わる. b)従来の交雑用花粉は走査電顕的に発芽幕や花粉管先端部の見られるもの

が多く,発芽能の消失したものや低下したものがある.交雑に当ってほ関前直後の新鮮な

花粉を使用すべきである. e)低温処理 (-15oC)をし,さらにアセ トン処理をした花粉

は長期間発芽能を保つ.このような花粉による種子形成が可能かどうかについては結論に

達していない.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部はいろいろの生物を使い,多くの手法を用いて,広範囲の問題にわたり生

化学遺伝の研究を進めている.

そのうちの主要テーマの一つに高等生物における形質転換 (transformation)の問題が

ある.微生物と同様に高等生物にもDNAによる形質転換が存在することは今では一般に

広く認められているが (NatureNewBiology234,161,1972年参照),そのメカニズム

については不明な点が多い.当部においては第1研究室では昆虫を,第2研究室では植物

を使用して生体内に取り込まれたDNAによる形質転換や hostの形質発現におよはす影

響等の研究が進められている.

当部の第2主要テーマは蛋白質電気泳動分析による生化学的遺伝解析である.一般にポ

リぺプタイ トは遺伝子の一次的産物であると考えることができる.従ってポリべプタイ ト

解析は,可視形質や生理形質等遺伝子の二次的生産物をマーカーとする解析にくらべて,よ

り直接的に遺伝子を解析できると言う利点がある.第 2研究室ではこの利点を利用して動

物蛋白,植物蛋白の変異を電気泳動分析法により各方面と広く共同しながら研究している･

第3の主要テ-マは淡水ヒドラの遺伝的研究である.淡水ヒドラは実験室で簡単に飼育

できる多細胞動物中最も単純な構造を持つ鮭腸動物であり,出芽,再生,移植等の実換材
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料として広く使用されて来た.しかしこの動物の遺伝的研究は従来全くされてない.従っ

て本研究ではこのギャップをうめ,更に広くヒドラの細胞分化や細胞間コミュニケーショ

ンの横構を遺伝的手法により解明することを目的として研究を進めている.

第1研究室 (名和)

1) 形質転換現象の生化学的解析 (名和 ･山田): 形質転換研究に用いられているコナ

マダラメイガのa座位は, トリプトファンピロラーゼ (以下 TP)の構造遺伝子と考えら

れている.野生系よりのTPに対する突然変異体αよりの蛋白の作用から,αは変異した

TPを生産しているということが推定されたが,その点を明確にするため TPの性質がさ

らに詳しく調べられた.

コナマダラメイガのTPはプロタミン処理,硫安分別沈澱,-イドロキシアパタイ ト吸

着,セファデックスによる分別などで精製された.このTPは-マテンを補酵素とする酵

素であることが分った.また活性化にはアスコルビン酸などによる ferroporphyrin塾へ

の還元が必要である.チオール化合物の作用は複雑であるが,今のところサグユニットの

解離集合に関係していると考えられる.ネズミの TPは分子状酸素を直接利用する 0Xy-

genaseとして知られているが,コナマダラメイガの TPは反応にメチレンブルーを必要

とし,あたかも脱水素酵素のように振舞う. トリプトファンのピロール核の酸化的開裂が

脱水素反応によることは,その構造上考えにくい,このメチレンブルーの作用機作はよく分

らないが興味ある現象である.これらの作用を組合して見ると,TPの活性化には少くと

も4つの過程がある. 1)Apoenzymeと hematinとの結合による酸化型 holoenzyme

の生成, 2)アスコルビン酸による還元型酵素の生成, 3)サグユニットの集合, 4)分

子状酸素の伝達.

上記野生系のTPに対するαの蛋白の効果は主として 3)の段階に作用するものと考え

られるが,そのほかの段階での作用も検討される必要がある.

2) 初期発生のDNA(山田):コナマダラメイガの初期発生卵中に見出された Satellite

DNA の起原を知るために,卵巣を卵形成の段階に応 じてつぎの3つの部分に分けておの

おのより DNAを抽出しその性質を調べた. (1)卵黄形成のない部分,(2)卵黄形成中の

部分,(3)成熟期のもの.初期発生卵で検出された SatelliteDNA は (1)では検出され

ず,(2)以後の部分に存在している.これら各部分から抽出された DNA は,MAK カラ

ムにおいて著しく異なる溶出′くターンを示す.すなわち卵形成が進むに従って,低塩濃度

で溶出される分画が急速に増加してくる.またフェノール処理を行なう温度により,その後

のエタノールによる沈澱量が変化し,MAK による溶出パターンも影響される.これらの

ことから,卵形成過程で SatelliteDNA の分子の変化がおこっていることが考えられる.

この DNAのCsCl密度勾配上のパターンがアミラーゼによって変化するという事実と上

記結果を照し合せて,われわれはこのDNAは多糖鞍と何らかの結合状態にあると推定し

て,つぎの実艶を進めている.

弟2研究皇 (小川)

1) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道犬のメリオ
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系,アク系及びそれらの正逆交雑 Flを用いて近親交配を行ない欠歯,体毛,爪,紅彩,

鼻鋲の色調の調査をしているうち予想以上の退色現象に気付いた.特にこの現象はアク系

に著るしい.この成績から予測すれば,相当数のアルビノが出現しているはずである.に

もかかわらず,実際に飼育されている北海道犬の中にも,申請される血統書の記録の上か

らもアルビノの例はみいだせない.

この点を調査するため現地の犬舎を訪ねて実地調査を行なった.その結果,予想通り相

当数のアルビノが出現していることが判明した.しかし,これは登録前に淘汰され,その

結果も秘匿されていて実態はなかなかつかめない.

この方面の調査は計画を立て直して慎重に行なう必要がある.

平行して実施している系統育成試験は,メリオ系及びアク系とも現在兄妹交配 10世代

まで進み近交系の維持について特に困難を認めていない.

2) セルローズアセテー ト電気泳動法に関する基礎的研究 (小川,小滝): セルローズ

アセテー ト膜を用 いた ヒト血清蛋白分画の Fatred7Bによる検出結果は,肝機能の病

的変化とその経過を敏感に示すことが偶然発見された.そのため主として肝表見愚息者 (急

性 ･慢性肝炎,肝萎縮症ならびに肝癌)の診断と予後の判定にどの程度役立てることが出

来るかを多数の症例を集めて詳しく調査している.

3) イネ ･パーオキシダーゼPa;1遺伝子を支配する調節遺伝子 (遠藤,自): Pa;1が支

配するノミ-オキシダーゼ ･アイソサイムはダイマ-型であって,例えば Px12A/P∬14A の場

令,4A,3A,2A の3つのバンドを生ずる.ザイモグラム上の活性比はⅠ型(3A>4A -

2A),ⅡA(4A>3A>2A)およびⅢ型 (2A>3A>4A)のあることが見出された.これは

調節遺伝子座にいろいろな突然変異が関与していることを意味し,インド産のW107とフ

ィリッピソ産の W1294との間では少なくとも1個の,日本型イネとアフリカ産の W648

との間では少なくとも2個の突然変異が関与していることが推定された.

4) イネ･酸性フォスファタ-ゼの突然変異 (白,遠藤): 緑葉の酸性フォスファクー

ゼ変異には,現在までに8つの型が見出され,そのうちの7つはいずれも3個の主要バン

ドと3個の微小バ ンドから成る.これらは本年度,台湾産のインド型栽培イネ 1707で見

出された不活性型 AcplOの発見により,すべて1個の構造遺伝子座 Acplによって支配

されていることが判った.それらは移動度によって,-2,-1,1(インド型), 2,4(日

本型),5,6および N(AoplO)である.したがってある変更遺伝子座の存在により,Aepl

の支配するプロトマーが前記の6個のバンド群を生じたことになる.さらにその3個の主

要バンドを A,M,Cと命名するとき,Aの活性が強い型 (-2,1,4,6),Mの活性の

強い型 (2),Cの活性の強い型 (-1,5)がある.これが,プロトマーに由来するのか,

変更遺伝子 Aop7Rに由来するのかまだ明らかではない.

5) アサガオ種子の脱水素酵素 (遠藤): 形態成突然変異をアイソサイムのレベルで検

出するため,正常型 TO16と連続戻し交配された セミ･アイソジ-ニック系の ac,B,

e0,Cog,Cp,ct,dl,dw,U,m, Sなどの休眠種子に含まれている脱水素酵素がゲル

等電点泳動法によって検出された.検出された酵素種は,ADH,GDH,MDH(打AD),
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MDH(NADP),G6PDH,ShDH(シキミ酸脱水素酵素),ALD(アル ドラ-ゼ),FM(フマ

ラーゼ), HK (-キソキナーゼ)などである.しかし不活性型の変異は見出されず,これ

らの酵素種が形態形成に関与するとは考え難い.

6) ナス花器の通電特性 (遠藤,天野): 遠縁種間の交雑は遺伝 ･育種学的に重要な意

味をもつ.本年度より6部試験研究費 (2)を受けてこの研究を始めることにした.目的は

通電処理による交雑不親和性の打破にある.柱頭を陽極とし,花弁を陰極とする 24V の

直流印加では,当初の60秒間に電流はピーク (0.07mA)に達し,以後減少する.120V

でも同様な減少が見られるが,2mA に達した後は2相の脈流を生 じ,かつ柱頭の損傷が

甚だしい.交流 (105V,50Hz)印加による抵抗値の測定では 56Kflの値が得られた.

これらの結果から24Vでは数 10秒間の,100V前後では数秒間の通電処理は可能と思

われる.

第3研究室 (杉山)

1) 淡水ヒドラ自然集団中の変異遺伝子の分離 (杉山): 淡水ヒドラの突然変異株を分

離する手段として自然集団中に-テロ接合体として存在する劣性因子の分離を試みた.ヒ

ドラは山間の小池のような閉鎖的なところからも採集ができ,また増殖は季節的に有性生

殖,無性生殖をくりかえす.従ってこのような池から採集したヒドラは同一の劣性有害因

子を-テロとして持つ確率が高いと推定し,このような田子の分離を試みた.方法として

は同一の池から採集した雌雄それぞれ二個体間,計4組のかけあわせを行ない,その結果

生ずる Fl個体を調べた.その結果A池 (三島)のヒドラからは dwarf4個体,再成不

良3個体,B池 (九州)からは体腔奇形2個体,出芽異常2個体が得られた.これらの異

常個体がはたして上記近親交配の結果ホモとなった劣性因子によるものかどうかは現在も

どし交雑により確認を試みている.

もし確認されれば,淡水ヒドラの突然変異株は自然集団中の個体の近親交雑により容易

に分離可能であると結論できよう.

2) ヒドラ細胞分化機構の遺伝的解析 (杉山): 上述の自然集団中の変異因子分離実験

中ふ化したての Flにはエサを捕食できないものがしばしば出現する.このような個体の

触手には捕食に必要な刺細胞が欠失しているものが多い.したがってこのような個体は遊

泳中のブラインシュリンプの幼生を自力で描食はできない.しかしあらかじめブラインシ

ュリンプを押しつぶして動けないようにした上でヒドラのロ部に近づけるとェサを呑みこ

むことはできる.このようにして刺細胞欠失株を給餌して育てた上で調べると刺細胞欠失

には4種ある刺細胞,すなわち貫刺胞,大謬刺胞,小鯵刺胞,殆刺胞のうち全部欠失する

もの,1種のみ欠失するもの,2種欠失するもの等があることがわかった.

ヒドラの刺細胞は体幹中に存在する未分化細胞 (interStitialCell)から分化して刺細胞

になるとされている.上述の刺細胞欠失株を更に多 く分離し,解析することにより,未分

化細胞より刺細胞への分化機構の遺伝的解析が可能と思われる.
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E. 応 用 遺 伝 部

応用遺伝部における研究の目標は ｢人間の生活と関係 の深い高等動植物 の遺伝学的研

究｣である.以下に述べるように研究題目は多数であるが,それらは 1)野生動植物の家

畜または作物-の進化に関する研究, 2)動植物の環境に対する適応の機構と集団構造の

研究, 3)遺伝子分析と系統保存などの項目に大別できるであろう.酒井寛一部長は本年

3月停年のため退職し鹿児島大学に林学科教授として赴任した.その後,応用遺伝学とは

何かと言う議論が起こったが,学問の本質を抽象的に規定することは本来容易ではない.

応用的立場からとり上げられた問題の遺伝学的研究と遺伝学の利用による実際的問題の研

究と言う2つの面が認識された.

酒井の転出後,大島生理遺伝部長が代理部長を勤めさらに岡第三研究室長が部長に任令

された.しかし他の職員の配置や研究,業務の内容には特別な変化はない.酒井部長が開

始した自然林の遺伝学的研究は最も特色のある仕事であるが,井山第二研究室長がその一

部を継続している.ロータリー米山記念奨学生としてインドから Sujitf;agehi,台湾か

ら白銀の2名が研究活動に参加していたが,白銀は稲のアイソザイムに関する研究が一段

落に達し東京農業大学から学位を取得後,台湾中興大学副教授として赴任のため本年9月

帰国した.また東北大学博士課程学生星野次江は 12月まで稲の混植効果に関する研究を

続け学位論文を提出した.

第1研究皇 (酒井,岡)

1) ニワトリの卵型に対する選抜 (河原): 白色レグホン種約300 羽のフロックを用い

て卵幅および卵長について,それぞれ大小2方向 (合計4方向)に 10世代の間雌につい

て (half-way)選抜を行なった,卵幅大の方向の選抜は特に有効であったが,卵長の選抜効

果は腐著でなかった.卵幅大選抜区では体重が強い相関反応 (遺伝相関 0.48)を示した

が,卵長大選抜区では比較的弱い相関反応 (遺伝相関 0.29)しか示さなかった.卵長大選

抜区では,卵長の増大が,卵黄一卵白比,ふ化率などを通じて選抜の効果に影響すると考

えられる.また,卵幅および卵長小の方向-選抜の2区は,いずれも小卵になるに伴って,

ふ化率および生存率の低下をもたらした.

2) ニワト7)の頚椎肋横突起の左右不対称性 (河原): 白色レグホ./種の頚椎肋横突起

の左右不対称について調査した.方向不対称は頚椎部位によって異なるが,系統間には差

異がみられない.不定向不対称の程度は,系統によって異なるが頚椎部位では差異がみら

れなかった.これらの系統間の Fl雑種は,方向不対称は親系統と変らなかったが,不定

向不対称については,その両親系統よりも著しく低い値を示した.

3) γ線によるニワトリ肱の奇形誘発頻度 (河原)･.γ線によって誘発される脚祉欠除

の頻度と程度につ いて遺伝学的研究を行なった.奇形誘発の頻度 と程度の間に高い相関

(γ-0.78)があった. Fl,F2 および戻し交雑の結果をみると,誘発頻度および程度には,

遺伝子型と母体効果がともに関与することが判明した (RadiationReSearehに発表).

4) 野生ウズラと飼育ウズラの比較研究 (河原,三田): 野生ウズラと飼育ウズラの生
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産諸形質の比較のために, Fl雑種の雌を,それぞれ野生および飼育ウズラ雄で6世代戻

し交雑した.野生系は飼育系よりすべての生産形質で劣り,その差は主として相加的遺伝

子に基づくことが明らかになった (ExperimentalAnimalsに発表).さらに,Mortonら

の方法によって致死相当数を推定した結果,1個体あた り適応指数で,野生系が 15.5,

飼育系が 12.2であった.

5) 野生ウズラの飼育による遺伝的変化 (河原,三田,斎藤,杉本): 野生ウズラを家

禽的条件で飼育するとどのような遺伝的変化を起こすかについて調査を続けてきた.野外

で採集した鳥を今まで実験室で5世代意識的淘汰を一切加えないで繁殖した.それらの鳥

を調査すると性成熟に関与する形質に顕著な変化が見出された.また,受精率,ふ化率,

生存率,産卵率および体重 も飼育ウズラの方向に変化 した.適応指数 は飼育ウズラで

0.462であったが,野生系では繁殖第1代で 0.043,第2代で 0.095,第3代で 0.154,

第4代で 0.152および第5代で 0.242と世代の累進に伴って飼育ウズラに近づいた.請

形質の変異は繁殖世代が進むに従って減少する懐向を示した.この調査は今後数年問継続

の予定である.

6) ニワトリおよびウズラの系統育成 (河原,三田,斎藤,杉本): ニワトリについて

は 10世代以上全兄妹交配を行なってきた,白色レグホン種3系統,ロードアイラソドレ

ッド2種系統を引続き兄妹交配によって繁殖した.

ミノルカ種,オース トラp-プ種および横斑プ1)でスロッタ種は近交感受性が高いので

徐々に近交度を高める方法で系統育成を継続している.

ウズラでは,飼育系およびその羽毛突然変異,卵殻色突然変異を用いて,近交度を徐々

に高める方法で育成している.特に医学用実扱動物として白色卵殻で白色肱の系統が要求

されるので,常染色体性白色卵殻突然変異と伴性劣性アルビノ突然変異をもつ系統の育成

に着手した.

7) 近交系マウスにおける学習能力の変異 (藤島): ネズミの学習能力の選抜実験を行

う基礎資料を得るため,Y型迷路自動測定装置を用いて生後 60日の近交系マウス 15系

釈 (雌雄各 10匹)を用い左右弁別回避および逃避学習能力,さらに活動性を測定した.

実扱条件として CSにブザ-とランプ,USに電気ショックを用い,1日 50回学習を行

なって上記の能力を測定 (短期記憶)し,さらに翌日測定をくり返して前日との差 (長期記

鰭)を求め,それらの数値の系統間差異を調査した.弁別回避の記憶力(雌雄の正反応平均

値/So回)は短期,長期ともに系統 C3H/He(14.0,26.970)が高くI)103(0.9,-0.8%)
は低かった.また,短期記憶力は低いが長期記憶力が優れた系統は C57L(2.4,26.470)

C57BR(3･5,19･370),C57BL/6(9.1,29.870)DBA/2(1.7,22.1%)DBAf/Lw (7.6,

30.870)であり,反対に短期記憶力が高く長期では劣る系統は SWM (22.9,10.770)な

どであった.一般に近縁の系統は学習能力でも類似する傾向が認められた.

第2研究室 (井山)

1) クロマツの遺伝的変異の研究 (井山,酒井): 本州の海岸地方に分布するクロマツ

について,自然集団の遺伝変異を明らかにするため,各地の集団から針葉を採集して,メ
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-オキシダーゼ同位酵素を澱粉ゲルによる電気泳動法で調べている.本年度は北陸地方の

富山･石川 ･福井の各県からの計6集団について調査を行なった.昨年までに行なった,

新潟 ･静岡･鳥取 ･広島各県からの集団の調査結果と比較すると,富山など3県のクT,マ

ツは,本州東部の特徴を示し,西部のものとははっきり異なっていた.代表的な同位酵素

バンドの1つ,Qバンドの出現頻度は平均8.870であった.他の地域の集団については広

島 89%,鳥取 6270,静岡 24%,新潟 2170などの数字が得られている.

2) アラビドプシスにおける量的形質の発育不安定性に関する誘発変異 (S.Bagchi,

井山): 自殖性植物アラビドプシスの1純系の種子に 20KRおよび 80KR の放射線を

処理し,量的形質に誘発される突然変異について調べた.昭和 47年度年報には M4世代

の結果によって,系統間,および系統内変異の増大がみられたことを報告した.その後さ

らに1親1子法で実験集団の世代を進め,各処理および無処理の M8世代から,それぞれ

約100個体をとって,M7系統を作った.これについて,開花まで日数と草丈を調査して,

系統間および系統内分散を推定したが,処理区の分散は無処理にくらべていずれも増大し

ていた.とくに注目されるのは,系統内変異の増加が,固定度の高い MT自殖系統でもみ

られたことで,前報で示唆したように,これは発育安定性に対する遺伝的な変化の結果と

考えられる.このことを確めるために,MT系統群から,草丈の発育不安定性 (系統内分

敬)の大小二方向への選抜を行なって次代を調べた.その結果によると発育不安定性の遺

伝力は 0.34であって (統計的に有意),MT系統の間に発育不安定性について遺伝的な変

異が起こっていることが確められた.

第 3研究室 (岡)

1) 同遺伝質系統の利用による栽培稲品種間 Fl不稔性の遺伝子分析 (岡): この仕事

は 1963年以来継続して来たものであるが,本年度に一応の結論に達したので論文をとり

まとめ発表の準備をした (過去数年の年報には報告しなかった).アイソジーニック系統は

7-13回の戻し交雑の後代から得られたもので,それら自身は完全に稔性であるが反覆親

(T65)と交配するとその Flは花粉不稔性を示す. それらの系統を用いる遺伝子分析の

結果は岡が 1953年に発表した仮説一 配偶子の発育を支配する重複遺伝子の存在とそれ

らの二重劣性組み合せをもつ配偶子の退化- を支持した.それらの遺伝子はさらに著し

い競争受精を起こすことが分ってそれによる分離比の変化を計算した.標識遺伝子とそれ

らの重複配偶子致死遺伝子との連鎖関係も分ってきた. (Genetiesに発表)

2) 種々の標識遺伝子および相互転座をもつ稲の同遺伝質系統 (岡,森島): この仕事

も従来年報に発表しなかったが,過去 10年間継続したものである.同遺伝質標識系統は

7-16回の戻し交雑の後代から得られたもので,それらに含まれる標識遺伝子は gl(W∬),

az,lg,Ph,Re,Rd,g,a,la,nl,bc,gbなどであり,遺伝背景はすべて T65(台

中65号)である.同一遺伝背景における各遺伝子の量的形質の発現 に対する影響を調査

した.同遺伝質相互転座系統は放射線処理による相互転座の誘発と3回の戻し交雑による

もので, 30余系統あるがそれぞれがどの連鎖群と関係するかは調査中である.これらの

同遺伝質系統は稲の遺伝子分析の発展に貢献するであろう.
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3) 稲の種間雑種戻し交雑後代における形質の変異と不稔性の行動 (森島,岡): 栽培

稲の2つの種 Ory孤 Sativaと 0.gladerri仇aのFl雑種を両親をそれぞれ反覆親とし

て戻し交雑する実験を 1966年以来継続し本年度は B8F2植物を調査した.両親の種を特

徴づけるいくつかの形質,葉音の長さ,穂軸の太さなどについては種間雑種特有の変異の

様式が見出され,それらの相関は遺伝背景によって変化することが分った.雑種不稔性に

ついては,特定の遺伝子の配偶子における作用と母体における作用との相互関係による不

稔性が主要な部分であることを推定するデータが得られているが,遺伝子分析のためには

今後種々の交配実験を行なうことが必要である. (この種間雑種の Flは不稔性であるが

その減数分裂は正常である).

4) ｢国際稲適応性試験｣の成績の分析 (森島,岡): IBP/UM 班の研究分担者として,

主に概収量および収量形質の環境による変動性 (プラスティシティー)とロジスティック

方程式から得られる ｢成長様式｣の変異を調査した.データは日本4カ所の他に台湾,イ

ンド,テキサスなどにおいて共通の 10品種を2カ年 (1971と 1972)間試験した結果に

よる.その詳細を述べるには紙数が足りないが,データの分析の結果から見出された一つ

の点は今後の研究方向を示唆する.それは発育のある場面における変動性と他の場面にお

ける不変性とが相関していることである.収量安定性は分けつ期における変動性と穂の発

育は後の時期における不変性の形でとらえられた.

5) 稲におけるアイソザイムの遺伝子分析 (白銀,遠藤,岡): パーオキシデースにつ

いて2遺伝子座5アレルの他に2種の器官特異性を支配する調節遺伝子が見出され,また

酸性フォスファテースについては3遺伝子座に合計8個以上のアレルが見出された.その

他に野生稲の集団構造の調査も行ない,白銀は9月に台湾に帰国した.これらの仕事につ

いては生化学第2研究室からも報告される.

6) 野生稲と栽培稲との雑種後代におけるアイソザイムと他の形質の変異 (白銀,岡):

野生稲の系統の間にはパーオキシデースおよび酸性フォスファテ～スについて上述のよう

に多数のアレルの変異が見出されるが,栽培稲の品種間に見出されるアレルの差は限られ

ている.何故栽培に伴って遺伝子差が減少したかを考えるため,異なるアイソザイムをも

つ雑種系統について野生型と栽培型を区別する種々の形質の変異を調査した.しかし,そ

れらの形質はアイソザイムと特定の連鎖関係を示さなかった.栽培化によるアイソザイム

変異の減少は別の角度から考えねばならない.

7) 混植された稲の競争 ･協同効果 (星野次江 ,森島): 遺伝子型の異なる稲系統を混

植すると従来よく知られている競争効果 (一方の得と他方の損)の他に協同効果 (両方の

得または損)も起ることが見出され,この現象について過去数年間種々の実験を行ってき

た.それらの実験は三島だけでなくフイリピ.ソの国際稲研究所でも行われ,データの分析

には3種の異なるモデルが用いられた,星野はこれらの仕事を終えて12月に東北大学に帰

った.研究結果は別に発表される.

8) ダ])スグラスにおける雑草性の遺伝的変異 (森島): イネ科牧草ダリスグラスの自

生集団の種子を 1972年に九州各地と沼津市附近で採集した.この植物のもつ強い雑草性
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の機構を知るため,本年度は採集した材料を圃場で栽培し種々の形質の変異,人の踏みつ

けに対する反応,密度反応,近縁種スズメノヒエとの競争などを調査した.この植物は主

にアポミキシスによって種子を作ることから予想されるように地方的分化は顕著でなかっ

たが,ふみつけに対する抵抗性が系統によって異なることが見出された.密度反応につい

てダリスグラスとスズメノヒエとは異なっており,両者を泥棒すると疎植では前著が,密

楯でキス後者が有利になる傾向が見出された.

F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部においてほ,各種放射線や化学物質による突然変異の誘起検構と,それに関

連した諸分野の研究を行なっている.本研究部は3研究室よりなり,第1研究室では主と

してマウスにおけるイオン化放射線および化学物質による突然変異誘発の評価に関する研

究を,第2研究室では植物における突然変異の生成およびその分化における役割について

の基礎的研究を,第3研究室ではおもに微生物を材料として,DNAレベルにおける自然

および人為的要因 (放射線,化学物質,環境変異原など)による突然変異の生成機構に関

する研究を行なっている.

本年度の研究の実施に関しては,諸総合研究組織に参加するとともに,その成果は関連

国内諸学会および国際的諸学会 ･シンポジウム (国際放射線学会,国際光生物連合,国際

環境変異原会議,生態化学研究会など)において発表討議された.

第1研究室 (土川)
1) マウスにおける化学物質の優性致死誘発に関する研究 (土川): Ethylmethane-

Sulfonate(EMS),AIitomyc'lnC,その他の化学物質や,菌体抽出物などについて,マウ

スを用いて優性致死誘発を調べたところ,EMSは雄マウスでの優性致死誘発に関して,

系統差を示さないという従来の報告とは異なる結果がえられ,さらに化学物質による晴乳

動物での突然変異誘発には,その生体内代謝とともに,突然変異活性物質が,生殖細胞へ

到達する間に介在する要田の解明が必要であることがわかった.

2) Host-mediatedrec-assayに関する研究 (土川,賀田,定家):枯草菌の組換修復

欠損株を用いるrec-assayが,化学物質の突然変異誘起性の検出法として,感度も高く簡

便なことから,これを噂乳動物の生体内における,活性代謝産物検知の方法として応用す

るため,rec-arg-try十とrec+arg+try-杏,マウス腹腔内に注入するhost-mediated

rec-as8ayを検討し,大略次の結果をえた.

a) Nitrofurazone,Furylfuramide,Fusarenon-Ⅹ および他の Mycotoxinをマウス

に授与し,枯草菌による host-mediatedrec-assayと,サルモネラ菌 (646株his~)を用

いた host-mediatedassayの結果を比較したところ,枯草菌では前2着の物質に対する,

生体内での活性代謝産物の生成を検知したが,サルモネラ菌の使用では,すべての物質に

対して陰性であった.

b) Ethylmethanesulfonate皮下注射,Furylfuramide経口投与 30分後に,/くク

テリアを含まない minimalmedium のみ 0.5mlずつ,マウスの腹艇内に注入し,さら
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に1時間後に腹水を回収して炉掛 こ吸着させ,rec-assayを行なったがすべて陰性であっ

た.すなわち host一mediatedrec-assayによる方が,はるかに鋭敏に活性代謝産物を検知

できるものと考えられる.

C) 対照群のマウス腹腔内で,注入後1時間目の枯草菌の生存率は,rec+(H-17株)で

80-5070.rec-(M-45株)では rec十の約 1/2.5であり,,(クテt)アを腹陛内に滞留さ

せる時間は,1時間を越えないほうがよい.

3) 突然変異誘起性検索材料としてのネズミ鞭虫に関す る研究 (土川): ネズミ鞭虫

Triohurie muriSの虫卵々色,培養中の虫卵の温度感受性などを指標にして,誘発突然

変異を調べる手法を確立するために,影井博士 (公衆衛生院)との共同研究を行ない,虫

卵の培養条件と,感染に対する宿主側 (マウス)の感受性について検討した.

後者に関しては,コーチゾソ処理 GPCマウスで継代した虫卵を,種々の系統マウスに,

1頭当たり300 個ずつ経口投与し, 30-35日後の盲腸内の虫体数と,その成熟度を基準

にして感染の様子を調べたところ,a)虫体が革められないもの (70ce系型),b)幼弱型

のみがみられるもの (TC3H 系型),C)虫体数は少ないが (b)よりも虫の発育がよいもの

(KYC系型)と,d)虫体数も多く,完全に成熟しているもの (KYF/2系型)の4型に分

類でき,このうち KYF/2系型の感受性は,他の型に対し単一の劣性遺伝子のちがいとし

て示され,引きつづき虫体と宿主の間の遺伝的な相互関係を追究している.

第2･3研究垂 (賀田)

1) 放射線および化学物質による突然変異の誘起と関連した生物諸機構

a) イオン化放射線によるDNA損傷の酵素的修復 (野口,賀田):放射線によるDNA

損傷の修復機構を明らかにすることは,その生体におよはす影響の評価においてほ,きわめ

て重要である.われわれは以前, トルエン処理によって膜の透過性を著しく高めた枯草菌

細胞で,イオソ化放射線によって切断された DNA再結合や不活性化した形質転換DNA

遺伝子の再活性化を示した.この一種の invかo系における修復に働いている酵素の活

性に必要な生化学的因子の解析や,酵素欠損株の利用によって, Kornberg型 DNA ポ

T)メラ-ゼや DNA 1)ガーゼが関与していること,さらにI)NAポリメラ-ゼの作用を可

能ならしめている第3の酵素が関与してい ることを示し,その分離 ･精製を行なった (∫.

Mol.Biol.67:507,1972･,J.Rad.Res.14:62,1973;Rep.Inter,Symp.:New

TrendsinPhotobiology,1973).

枯草菌の粗抽出液から硫安分画, DEAEセルローズおよびフォスフォセルp-ズクロ

マトグラフィーによる精製を経て,最終的に二つの活性区分を得た.これらは,ガンマー

線照射をうけた DNAに選択的に作用して,DNAポ1)メラーゼの作用起点を作り出すも

ので,その作用機構の詳細を明らかにしつつある.その一つは,ガンマー線照射をうけた

T7DNAに,あらたな単鎖切断を加えるエンドヌクレアーゼで,熱処理した DNAの脱プ

リン部位にも同様に作用する.そこで,イオソ化放射線によって損傷した塩基の切出修復

に働いているものと思われた.

b) 化学物質による Frameshift突然変異誘起機構 (賀田,定家):われわれは前年度



研 究 の 概 況 37

において,多くの新化学突然変異剤を見出し,その 2･3は強力なFrameshift型変異を

誘起することを認めた (Hut.Res.21:207,1973).とくに,Sodiump-dimethylamino･

benzendiazosulfonate(DAPA)や 2.41dinitrophenylthiocyanate(NET)などほ,き

わめて簡単な化学構造を有し,とくにその分子の大きさが比較的小さいので,従来知られ

てきた Frameshift型変異剤とは異なった特異性の存在が期待される.そこで,まず突然

変異の固定化に働いている生物機構の種類を知るた め,種々な DNA 修復欠損を有する

枯草菌株頬が薬剤に対して示 す 感受性スペクトルを調べた.これらの株は, recAreoB

reeb5recbSpothorなど (あるいはその組合せ)を有する.その結果,reCB あ るいは

rec45を有する株は,典型的なFrameshift変異剤 ICR-191Dあるいはわれわれの DAPA

や NBTに対して,高い感受性を示す.このことは,これらの薬剤によって生 じた DNA

損傷が reoBや reob5機能によって組換修復されることを示している.

そこでかかる修復と突然変異生成との関連を追求しつつある.

e) 枯草菌組換欠損株の分離と諸性質 (定家,賀田): 放射線によるDNA損傷の組換

修復機構を解析する目的で,枯草菌 Marburg野生株より多野の組換欠損変異株横を分離

し,その諸性質を観察してきた (Hut.Res,16:165,1972;tbid.17:138,1973).紫外

級,ガン11-線,マイ トマイシンCなどに対する感受性の高まり,形質転換や形質導入の

効率の低下などに関して,もっとも著しい形質の変化を示すものにM45株とL43株とが

ある.これらは,化学変異原に対する感受性化に関しても,広いスペクトルを有し,その

新変異原の検出に有効に利用されつつある (Hut.Res.,印刷中).これらの株の rec遺伝

子の地図について解析を行なった.M45株は既知 reoA座に隣接した座 (あるいは recA

座そのもの)に,変異を有している.この変異 (これを仮に ree45と名づける)の導入に

よって,PBSlファージによる形質導入の率が著しく低下する. L43株は,既知の recA

あるいは recB の座に変異をもたない.これをかりに recbeと名づける.

d) 細胞内放射性同位元素の崩壊の遺伝的影響 (賀田,定家,野口): 従来の研究は,

おもに 32Pの DNA 中-のとりこみと, その崩壊による致死的損傷と突然変異の生成の

機構に関しておこなわれてきた.現在,82Pの tranSmutationに伴って生じる鏡切断の

再結合修復の生化学的研究をすすめつつある.さらに,3H の問題に閑し,その生体-の

とりこみの率や存在状態の相違が,DNA中の崩壊に伴って生じる遺伝的作用におよぼす

影響を明らかにすべく準備をすすめつつある.

e) 大腸菌の Mutator遺伝子 (賀田): 前年度にひきつづき, a.coliX12F~株の

-つがファ-ジによって溶原化されるのと同時に観察されたス トレプトマイシン抵抗性か

ら感受性への変換に伴って,強力な mutator遺伝子作用が働 く現象についての遺伝解析

をすすめた.この mutator作用は,7ミノ酸要求性に関する進行および復帰変異,ファ

-ジ類に対する抵抗性-の変異などに関し104倍にも達する高い変異性の原因をなしてい

る. )を消去しても mutator作用が消失しないこと,宿主菌のス トレプ トマイシン感受

性に関する変異と密接に関連して mutator活性の変動がみられることなどの理由で, 1)
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ボソーム蛋白質構成分を支配している遺伝子作用と関連があるものとみて,さらに解析を

すすめている.

f) 化学物質による晴乳動物細胞の放射線感受性の変動 (横井山,賀田): 本年度の研

究は形質遺伝部の黒田室長との密接な協力によって行なわれた,ヨー ドアセ トアミド,沃素

酸カリ,6-ヨー ドウリジン,61ク.,pプリンなどとの共存によって,ガンマー線照射によ

るバクテ1)ヤ細胞死が著しく高まる現象に関して数年来研究をつづけてきた (Int.J.Rad.

Biol･15:271,1970,17:407,1970;17:419,1970;18:281,1970;19:305,1971).

その結果,放射線分解で生じたヨー ドを含むラジカルが細胞膜や DNA修復酵素などと反

応し,その活性を阻害することによるものと解釈された.このような放射線感受性化現象

は,がんの放射線治療に有用である.そこで Chinesehamster培養細胞においても,同

様な感受性化があるか否かを研究した.その結果,6-≡- ドゥ1)ジンを酸性 (pH5.4)で

ガンマー線照射して生 じたヨー ドを含むラジカル溶液は,低温 (0-5oC)での技蝕によっ

て,きわめて高い能率で噴乳細胞のコロニー形成能を失活させることが見出された.その

機構をさらに研究中である.

2) 植物における突然変異と分化に関する研究

a) コムギ突然変異体によるカルス培養 (藤井): 二培体コムギにr線で誘発された突

然変異系統によりカルス培養実験を行なっている･旗性系統,葉緑素を欠 くalbino13系統

および淡線の5系統(chlorina,Ⅹanthaなど)の種子を White改変および Murashige&

Sk00g改変にそれぞれ24-Dを加えた寒天培地でカルス誘導を行ない変異系統とカルス増

殖能との関連を研究中である.放射線誘発による植物の突然変異には染色体欠失によるも

のが多 く,この事は点突然変異系統よりさらに栄養要求性の異なることが想像され,また

カルス細胞からの個体再分化能にも差が生じるであろう.現在までに両培地により顕著な

カルス形成能の差を示すものは認められていないがalbinoのうち2系統がWhite改変培

地でやや増殖の劣るものがある,また同系統の薪培養により半数体レベルでのカルス形成,

再分化の実験も行っている.

一方 γ線照射を行なった種子を培養すると,通常の播種では発芽しない 50kR 照射で

もカルス形成がみられた.このようなカルスからカルス増殖または再分化により個体をえ

られれば多くの突然変異をえることも可能であり引続き実験中である.

b) イネ突然変異体のカルス分化と植物ホルモン作用 (藤井,賀田): 前年度において,

農業技術研究所の河合氏より分譲をうけた水稲 (農林8号)と嬢性突然変異株 11系統を

用い, ShamaRao氏の協力のもとにカルス形成に銅が果してい る役割を明らかにした

(PlantScienceLetters2:177,1974).また,芽生の生長に対するガンマー線および中

性子線の照射の影響と,植物ホルモンのジベレリン A3の役割を観察した (Rad.Bot.印

刷中).その後,燥性の原田を構成してい る突然変異の生化学的実体,カルス分化におけ

る生育障害- 煉性の意味,ジべt/I)ソA3によって復帰しうる形質の芽生生長における

役割などについて検討を加えつつある.植物のカルスは,分化一脱分化を可逆的に研究し

うる系で,とくにイネにおいては,背後の多くの研究集積があるのできわめて有利な系と
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思われる.

C) -プロパップスのカルス細胞の培養 (天野): 体細胞染色体数 (2n)が4本と少な

い菊科の HaplopappuSgraOiliSのカルスは柔かく,増殖も早いので染色体の観察には適

している.MurashigeandSkoogの処方を基本として 2･4D,(2ppm)イース ト抽出物

(0.370)を含む培地では染色体数も2倍性で安定している.本年は半数体を得ることを目

的に菅の培養を行った.温室で培育した植物の幼菅をとり主に中央部の筒状花を1花ずつ

2.4D2ppm を含む試換管内の寒天培地 (5ml)に置定⊥て 25oC,照明下に置いた.花

が小さいため薪のとりだLは行えなかった.特に滅菌はしなかったがほぼ半数は雑菌の混

入がなく,花は寒天上で生長し開花した.約1カ月後筒状花の各部にカルスを生じたので

継代培養5回の後残ったものについて染色体を調べたが 15系統のすべてで1細胞当た

り2対,4本の染色体を持ち,半数体カルスは得られなかった.これらのカルスにはいろ

いろと形態的な違いが見うけられ特に柔いものを HB系統として維持している.これら

のカルスは試験管の寒天培地では 10日毎に植えつぎが必要となるほど生育が早いが液体

培地では安定な増殖が得られなかった.この改善のために技法を検討したが十分な擾拝振

とう,低濃度 (1/2)培地,多い日の接種 (2mg/ml)が好結果 を示 した.好条件下では

7mg/ml/dayの増殖が見られた.

d) トウモロコシ花粉による線量率効果 (藤井): トウモロコシ花粉を用いた放射線障

害の回復研究の一部としてγ線の線量率をかえる実奴を行なった,用いた線量率は同じCs

線源 (6kCi)で距離をかえることにより1および 40kR/hで照射線量はそれぞれ 1,2お

よび 3kRで,突然変異の検出は従来用いている肱乳糊粉層の色を支配するB2遺伝子の

劣性-の変化を対称とした.40kR/hでは突然変異頻度はそれぞれ 2.18,4.60,および

5.9270であったが,lkR/hではそれぞれ 1.30,3.07および 3.9070となり低線量率で

明らかな頻度の低下がみられた.この低下の度合いは各線量区ともに約 6070で,γ線分

割照射で2時間の休止をとった場合の値とほぼ等しく,線量率が 1/40となることでかな

り効率のよい回復が起るといえる.さらに既報のように本実験法では全体型と部分型の両

型が検出されるが,低線量率照射での頻度の低下は前者のみに見られ,部分型は高,低両線

量率問で差がみられなかった.この事実も分割照射実験に見られた結果と一致するもので,

分割照射および低線量率照射による前突然変異状態からの回復は同じような機構によって

起るものと考えられる.しかし,全体,部分型とその起源の差は不明で現在これらの遺伝

を調査中である.

e) γ線長期照射による葉色突然変異体の誘発 (天野): 低線量率 r線の長期照射によ

る突然変異の様式を調べるためγ線温室 (137Cs)で トウガラシ (札幌早生)の照射栽培を

行い芽生葉色の変異の調査を行なっている. r線温室内の5号鉢で播種直後から照射を開

始し劣性変異種子を収穫するまで照射したため各花の雌雄器管が分雑分化した後の照射に

ょる果実はこれらの種子の自殖後代でなければ検出できない.分化以前に誘発された変異

体は果実を1単位として調査したが,2･5m 以下の線量の高い (積算 15kR以上)所では

4本以上発芽した521果のうち11巣に変異体の分離が見られた･黄色変異,倭型変異各1
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巣の他はすべて淡緑色であり発芽 3個体以下のものの変異を合せても変異の幅は小さい.

なお線量の高い区では子葉に照射の影響とみられる斑点が見られ自殖後代における変異体

の分離が期待される,これに対して化学変異剤EMSを用いた場合は種子処理0.1M,27oC,

5bで㌘5果の対象果の中に白色体を分離するもの1果,黄色体8果,黄線体3果,淡禄

体8果,嬢型2栗があった.比較のためのγ線急照射区の変異体の検出が終っていないの

でこの変異幅の差についてはまだ放射線の特性が緩照射のためかほ判らない.しかし前年

度に緩照射で著しい変異体が得られなかったことなどからもこの変異の幅の特異性は今後

の検討を要する問題と思われる.

f) キュウリの性表現に及ぼす r線の影響 (藤井): 雌雄異花同株のキュウリにγ線照

射を行うと照射世代で雌花の着生が線量の増加とともに低下することはすでに報告した

(年報 23号).全雌性の MSU系統は雌花のみ着生し,自殖のためにはジべレ1)ソ処理に

より雄花を誘導させて採種する系統である. この系統の種子にγ線を 10,20,40kR照

射して影響を調査した.各区20粒を用いいずれも95%の発芽個体をえたが,40kR区

の1個体を除き正常な生育を示した.40kR区の1個体 (73MSU40-A)は第 1-35節間

に雌花合計43に対し,第4-35節間の18節に合計88の雄花が着生した.50節まで調査

を行ったが, 36節以降では雄花 は見られなかった.雄花 を用い自殖,および正常系統

(MSU)との交配を行い,前者で2果,後者で15栗をえた.自殖種子は約300粒が完全な

不発芽を示したのに反し,正常系統との Fl種子は3果の種子についてのみ調査済である

が約 5070の発芽を示した.これらの Fl植物はすべて雌花のみを着生したが単為結果を

し,1個体平均5果をえたがこれらからは充実種子は全くえられなかった.ウリ科植物の

雌雄器管分化はホルモンの統禦によることはよく知られているが,全雌性系統が放射線処

理により雄花を着生させ,正常との Fl植物が単位結果を行ったことは次代へ伝えられる

なんらかの変化が誘発されたと考えてよいであろう.再現性および未調査の Fl種子につ

いて実験を継続している.

g) トウモロコシにおける自殖系内変異体の誘発 (天野): トウモロコシは多くの既知

の標識遺伝子が利用できるために突然変異の分析的研究に適している.しかし E姐Sなど

の化学変異剤ではすでに組織が分化している種子を処理するため,茎項部の雄花穂と葉酸

部の雌花穂とは別個の突然変異単位となり,テスター系統との交配かまたは自殖一代後の

自殖ではじめて変異体が検出される.前著では異系統間の Flとなるため後代が不安定に

なるだけでなく新規誘発変異体の抽出と確認が困難であるなど後代での分析に好ましくな

い要素が多い.自殖一代後の自殖では検定に要する個体数が極めて多くなる一方対象とな

る遺伝子が限定されず.特定遺伝子座についての分析的研究に適しているとはいえない.

昨年度の予備実験の結果,テスター花粉と未処理自系統花粉の等量混合交配によって変異

体の検出と同時に,その日殖種子を得る見込が得られた. この方法によって本年は EMS

処理1330穂から Iyお,Sh上,Ct座の突然変異11穂,γ線照射のもの821穂から Ct座

変異3穂および CtShュBz座の同時変異1穂を得た.同時変異穂は染色体の異常を伴う

可能性が高いが稔性はかなり高かった.これらの変異粒を持つ穂から自殖型の種子を播い
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て1代自殖させ,新しく誘発した変異体の分離 ･抽出の後,交配花粉分析などによって遺

伝子微細構造および変異誘発機構の研究をすすめる.

h) トウガラシの接木変異の検討 (天野): 主にナス科植物で報告のある接木変異は台

木の遺伝的形質が接穂に移行,固定されるという特異な現象である.しかし使われている

材料植物の遺伝学的検討が不十分と思われるので トウガラシの単一品種 (札幌早生)内に

垂色変異体を誘発し,同一品種内接木によって体細胞突然変異あるいは芽生変異体検出の

手法でこの現象の確認を試みて来た.化学変異剤 EMSで誘発した芽生葉色変異体 lgA8

およびyg2をもとの正常系統に接いだ場合接木の活着,生育ともに良好であり,落花は多

かったが袋かけによる自殖巣を得ることができた.lgA8および yg2はともに劣性形質で

あるので,もし台木の正常遺伝子がなんらかの形で接穂に移行してきた場合,接穂に正常

緑色斑,次代芽生に正常個体,などが期待されるが,播種箱内での芽生検定では lgA334

果780芽生,yg250果 1271芽生でそのすべてが変異形質を保っていた.しかし EMSで

誘発した変異体であって,その生育が正常であっても点突然変異であるとの確認がないの

で台木の正常遺伝子物質の移行,固定に不適当な構造異常等であった可能性は残る.さら

に接木の育成にあたっては良好な生育を行なわせるため,接穂の葉を除去するメントール

法は用いなかったので,本実鮫の結果は接木変異現象の否定よりはむしろ各変異体の安定

度の検定と考えるべきであろう.このメソトール法が自動的に行なわれるものとして yl

を用いた接木2例を観察した. ylはほとんど白色に近い黄色であって正常系統に按大し

て活着すると,生育は良好であるが淡黄色の葉の生存期間は短かく次々と入れかあって脱

落してゆく.葉柄や茎などの節に近い部分には線色を帯びるが菓身は淡黄色である.この

菓身に正常に戻ったと思われるような緑色斑が216菓中に3斑観察された.これらは体細

胞突然変異で期待されるような形態,様式であった.しかしその頻度を葉の総面積から推

算すると大略1.4×10~4以下となり,極めて低 く,むしろ不安定遺伝子であることも考え

られる.なお正常に生育したyg2接木 (正常台木)の場合は374葉で正常斑はみられなか

った.以上いずれの観察も接木変異の現象を強 く支持することはできなかった.

i) カワゴケソウの発芽実験 (天野): カワゴケソウ科の植物は開花生理,形態,生態等

において極めて特異的な顕花植物であるが生活環の観察はまだ完成されていない.木原生

物学研究所スリナム植物調査隊による採集品について同研究所と共同で発芽実験を試みる

機会を得たので,無菌的に人工培地での試験を行なった.良好な結果を得たのはMurashige

andSk00gの処方の無機塩を 1/10濃度としたものを培養液とし,25oC植物育成用蛍光

灯の連続照明下であった･種子ははじめ顕微鏡用のスライ ドグラスに水で貼着させ,一旦乾

燥固着させた後オキシフル:エチルアルコール等量混合液3分間浸溝で消毒し十分に滅菌

水で水洗して培養液中に沈める方法をとった.透明ガラスは発芽後に芽生の付着が悪いこ

とがあるが,その後スリガラス,折紙で同様の手法でさらに良い結果が得られた.実験に

用いたのは大型になる MoureraJluviatilis,中型の Apinagia･2種であるが,いずれ

も種子は 1/4mm以下の微細なものである.培養を開始して3日日に種皮を破って発芽す

るものが多い.発芽率は稔実粒の 80% を越す帝果もあった.子葉は線色で茎 ･根部はほ
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とんど発達せず根毛を発生して器物に付着する.2枚の子葉の分岐点から偏平針葉状の葉

を生じるが'しだいに片方の子葉の方向に生長点が伸長して行くように見える.開放栽培

をすると発芽はするがその後雑菌に覆われて生長できなくなるため無菌培養をつづけてい

る.

3) 化学変異原の検出 (賀田,定家,土川): 人間環境中に存在する変異原を検出し,

これを排除することは,民族あるいは人類集団に誘起 ･保有される有害突然変異を最少に

止めるために重要である.また,大多数の化学発がん物質はそのままの状態あるいは肝臓

代謝を経て突然変異誘起活性を示すことが,最近確認されているので,がんの予防医学的見

地から環境発がん因子の問題が重視されつつある.われわれはここ数年来,枯草菌の組換

修復の欠失した変異株が,DNA傷害を与える物質に対して生育感受性を著明に増大する

事実を利用して,簡単に変異原を予備的にスクリーニングする方法,rec-Assayを開発し

(Mut･Res･16:165,1972),現在まで 10種類以上の新化学変異原を検出した.そのおも

なものに,食用色素 phloxine,食品殺菌剤 furylfuramide(Jap.I.Genetics舶:801,

1973),農薬 DAPAおよび NBT(Mut･Res･曾1:222,1973)などがある.これらのうち,

とくに furylfuramideは大腸菌 E･ooli･B/rWP2trp株の復帰変異に関して,既知化

学変異剤の中で最高の突然変異誘起活性を示した.この薬剤は,わが国においてのみ使用

されており,その摂取量もかなり高いので,米国の DeSerres博士もその危険性を強 く

警告したところである (Hut.ReS･96:1,1974).経口投与ののち,マウス体中に生じた

DNA傷害活性を, いわゆる宿主経由 rec-Assay法で検定したところ,9mg/kg1回経

口投与の後, 60分後にかなりの活性が腹腔中に認められた.

G. 人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

はか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度は松永部長が 6月 25日から28日までスイス国チューリッヒ市で開催の WCC
(世界教会協議会)主催の ｢遺伝学と生活の質｣に関する協議会に出席し,報告書の作成

に協力した.この会議は,最近の人類遺伝学の進歩がもたらした胎児診断,保田者診断と

いった技術的な可能性とその使い方をめぐる倫理の諸問題について,遺伝学者･医学者と

法律家 ･倫理学者 ･神学者 ･その他の一般有識者が意見を交換して,世界の教会関係の人

々に問題の所在を明示したものである.

本年度に行なわれた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特

別研究費の援助を受けた.

第1研究室 (松永)

1) 人口債向と突然変異の発生率 (松永): 人で問題になる染色体突然変異の主要部分
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は,Down症,ⅩⅩY および ⅩⅩⅩ 個体,13および 18 トリソミー症である.これらの

トリソミー症の発生率は,どれも母年令に強く依存し, 30才を越えるとほぼ指数的に上

昇する.また,遺伝子突然変異のうちで四肢短縮症,尖頭合指症,マルファン症などの原

因となる優性突然変異の発生は,父年令と強い相関のあることが知られている.一方,わ

が国では家族計画の普及によって子の出生時における父母の年令分布が急速に変化してき

たが,これに伴って上に記した染色体異常と遺伝子突然変異による疾患の発生率が,どの

位減少したかを推定した.この減少の割合は過去 20年間に約 2070と推定され,同じ傾

向が見られる欧米先進国に比べてきわめて顕著である.詳細は Social Biol.20,82に発

表した.

2) 日本人における多型性形質の変異に関する研究 (松永): IBP(国際生物学事業計

画)の一環として,昭和 43年以来文部省科研費による特定研究斑を組織して,日本の各

地の住民についてできるだけ多くの種類の正常遺伝形質の分布を調べてきた.それらのデ

ータは英文に整表され,東大出版会より近く出版される予定である.赤血球や臓器の各種

の酵素型,血液型,血清蛋白型などの変異性 (-テt]接合性)を検討すると,日本人は西

欧人に比べて遺伝的変異の量がいくぷん少ないように思われる.

3) 皮膚紋理による父子の鑑別法に関する研究 (松永): これまでに行なってきた指紋

の総隆線値の変異に関する遺伝学的研究の成績に基づいて,母,千,男の指紋の総隆線値

が与えられたときに,その男の父らしさの程度を推定する方法を工夫した.また,掌紋の

母指球と小指球にみられる蹄状紋の出現の有無も,父子鑑別に利用できる.詳細は法医学

雑誌に印刷中である.

4) ヒト臓器の酵素多型に関する研究 (篠田･松永 ･越永): 前年度にひきつづいてヒ

トの臓器に存在するいろいろな アイソザイムを, デソ粉ゲル電気泳動法と特異染色法の

併用で分析 した.現在まで に約 30種の酵素について調べたが,なかには血球酵素分画

(S一分画)とは臭ったアイソザイム (m一分画)を示すものもあり,両分画における変異の

程度を全く異にするものも認められた.遺伝的な変異以外にいろいろなアイソザイム図を

示す酵素系がみられたが,これらについては,更に検討を加えている.

5)免疫グロブリンの一次構造に関する研究 (篠田):

a) ヒトIgA を分離精製したのち,シアノゲソブt,マイ ド酸化で4個の大きなペプチ

ド断片を得た.そのうちN末端に由来する 83個のアミノ酸を含む断片 (Fl) について,

一次構造を分析した.その結果 イ)本標品は VEIIIサブグループである; ロ)残基位

置 2-10,17-29および36143では比較的アミノ酸の入れ換えが少ない;-)22番目の半

シスチン,36,47番目の ト1)プトファン残基の位置は,他の免疫グpプリンII鏡と同様

に不変であった; ニ)α鎖のN末端近傍の構造はクラス特異性を示す というよりは,む

しろサブグループ特性を強く反映していると推定された (一部は,B.B.R.C･59:1246-

1251に発表した).

b) K型ペンスジョンズ蛋白 Inv(3)の一次構造を比較検討する目的で,標晶Niの全

一次構造の分析を行なった.この標品は,一次構造の特徴としてはVEIサブグループに属
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するが,4個の過剰アミノ酸を含んでいる点では VkIIサブグループと類似であった.従

って,各サブグループに1つの遺伝子群を仮定した場合,VhIと Ⅴ且ⅠⅠとの間で交叉が

起こっている可能性が推定された (詳細は,J.Biochem.78:417-娼1; ibid.78:438-

446に発表した).

C) 免疫グT,プリンの構造と機能の関連を調べるために,構造解析の完了した試料につ

いて,分子内に存在しているアミノ基の反応性を検討した.未変性K塑ベンスジョンズ蛋

白 Niを中性下で 限定量 の ト7)ニトロベンゼンスルホン酸 と反応 させ,誘導体を得た

(i,na好き.ann, 8-1.05×104). このものの酵素分解物の構造分析によって,分子中のどの位

置のアミノ基がより外側に存在するかを推定した.この結果,免疫グロブリンのL鎖の可

変異部と一定部とは,溶液中ではば独立的な挙動を示していることが推定された (詳細は,

J.Bioehem.に印刷中).

第2研究室 (中込)

1) ヒト染色体の同定に関する研究 (中込 ･飯沼 ･境): 従来の方法では同定不能であ

った複雑な構造異常や,検出不能であった微細な構造異常を分染法により診断する試みで

ある.表現形と核型との対応関係を,幾つかの常染色体について新しく確立することを主

要な目標とする.

46,ⅩY,rep(8;13)(pll;q34)なる核型の保因者の配偶者の妊娠による胎児を検討

したところ,核型は 46,ⅩⅩ,-13,+der(13),rep(8;13)(pll;q34)patであった.

der(13)は 13pter-13q34::8p11-8pterという構成を持つ.したがって8番短腕

のほとんど全部について tertiarytrisomy,他方 13q34バンド(またはその一部)につ

いては monosomyということになる.この胎児は,外見上はもちろん剖検によっても奇

形が検出されないことから,この部分の trisomyはおそらく奇形を伴わないことが推定

された.ほかに 46,ⅩⅩ,rep(10;22)(pll;pll)の保因者の妊娠によるGP+胎児を

1例経験した.GバンドによりGP+はder(22)matで,その構成は 22qter→22pll:

:10p11-10pterであった.実質的には 10pの tertiarytrisomyということになる.

この胎児は兎唇,口蓋裂,鎖虻 な どの先天奇形を示した ので,中込ら (Jap,J.Hum,

Genet.,18:216,1973)により報告された tri80my10moSaieと合わせて,新しい疾患

単位として認められる可能性が出てきた.両者の間の表現形の異同などについて,剖検を

含めて検討中である.

なお通常の分析法によっては全く染色体に異常を認めない先天異常症候群に対して,分

染法による検討が行なわれている.従来遺伝形式が不明あるいは常染色体性優性遺伝と信

じられてきた疾患のうちに,染色体の徽細な変化に原田を求められる場合があるという可

能性を追求することを目標とする.現在までに CorneliadeLange症候群7例,Lubin-

stein-Taybi症候群,Marfan症候群,Ehlers-Danlos症候群各1例につき検討を行な

ったが,CorneliadeLangeのうちに22q13バンドの延長を示すものと 18qの延長を

認めるもの,それぞれ1例がみられた.これが実質的な染色体物質の過剰を意味するか,

単に unCOilingなどによる延長かについて,現在検討を進めている.
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2) 染色体多型の個体識別への応用 (飯沼 ･松永 ･中込): 昨年度に引き続いて,正常

核型を有する55名 (男27名;女28名)について,Cバンド法とQバンド法 に より染色

体分析を行なった.C多型は2次狭窄部の-テロクロマチンの大小により2型に分類でき

るが,特に小さな-テロクロマチンを持つ染色体の頗度は,1,9および16番の染色体につ

いてそれぞれ 0.18,0.19および 0･07であった.Q多型は着糸点準傍に見られる蛍光の

強弱によって2型に分類できるが,強い蛍光を持つ染色体の頻度は,♯3,4,13,14,15,

21および 22について観察した結果,それぞれ 0.58,0.31,0.48,0.14,0.02,0.12お

よび 0.20であった.これら合計 10対の染色体について,それぞれ大型 (強い蛍光)の

homo,heteroおよび小型 (弱い蛍光)のhomoの3種に分けて個体数を集計し,Hardy-

Weinbergの式により算出した期待値と比較したところ,きわめて良く一致することが明

らかとなった. 13番のみはやや期待値からかたよった値を示したが (P<0.05),その意

味は不明である.このような染色体の一部に見られる多型現象を利用して,9組の親子,

10組の一卵性双生児,1組の二卵性双生児および1組の同胞例を検討した. 家族内の継

東に不合理がなく,一卵性では 10項目の所見が完全に一致し,二卵性および同胞では相

違が検出された.

3) 羊水による出生前診断 (中込 ･飯沼 ･篠田･松永): 昭和 47年2月よりほぼ2年

の間に,静岡県内を中心に計 81例の羊水穿刺を行なった.pilotstudyを除き種々な適

応を持つものは 56例で,そのうち4例が種々な異常を示し,ほかに2例が転座の保因者

と判明した.主な適応について異常の頻度を示すと,Down症出産の既往を持つ妊婦では,

27例の胎児のうち昨年発見された 47,ⅩⅩY が唯一の異常であった.相互転座3例およ

び Robert80nian転座1例の保因者 の妊娠では,前者のうち2例で胎児が unbalance,

残り2例では胎児は balance型であった.unbalanceの2例につき分染法による検討を

行なった結果 は,染色体の同定の項に記した.(その他の適応については省略).なお本

年度には,羊水中のα-fetoproteinの増減により胎児の無脳症および脊椎破裂の診断を行

なう項目が加えられた.

これらの結果および報告例の集計から,Down症 (標準型の トリソミー)出産の既往を

持つ女性では,次回以後の妊娠において染色体異常を生む危険率が高くなっている可能性

が出てきた.今後さらに検討を進める予定である.

4) 不分離の成因に関する研究 (中込 ･飯沼 ･松永): G群染色体のサテライト連合-

の加入状況と (中込:Cytogenet.CellGenet.12:336,1973),文献より集計したD群染

色体の加入状況を合せて検討した結果,サテライト連合-の加入頻度と不分離の頻度とは

必ずしも平行せず,前者はむしろ Robert80nian転座-の端部着糸型染色体の加入と平行

していることが推定された.

なお染色体多型を用いて不分離発生個所を推定する試みも昨年に引続いて行なわれた.

Down症の患者およびその両親の5組につき分析を行ない,そのうち1組で不分離が母の

第2分裂以外の場所で起ったことを明らかにすることが できた (飯沼 ･松永 ･中込: 第

18回日本人類遺伝学会総会).
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H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部は2研究室からなり,いずれも細菌およびバクテ1)オ ･ファージをもちい

てその遺伝現象を研究している.第 1研究室は遺伝子作用の調節機構,DNA複製化機構,

細胞分裂の調節機構の諸問題を大腸菌をもちいて研究し,第2研究室は遺伝子の微細構造

と遺伝子の調節秩横をサルモネラおよび大腸菌の細菌べん毛系をもちいて研究している.

また1万株を越す突然変異細菌株の系統保存とその分与も当部の任務の一部としている.

前徴生物遺伝部長飯野徹雄博士は昭和 48年4月東京大学理学部植物学科遺伝学講座担

当教授として転出され,以後翌年7月まで形質遺伝部長田島弥太郎博士が部長事務を代行

された.昭和 48年8月1日付で広田事故博士が,フランス共和国パスツール研究所分子

生物 ･細胞分裂研究部長から転出して同部専任部長に就任した.東京大学応用微生物研究

所教授松橋通生博士を迎え,細胞分裂の分子担体であるペプチ ド･グリカソ (ムレイン)

の生合成とその調節について広田部長と協同研究をした.上記人事移動に伴い,前飯野部

長が発展確立されたサルモネラ菌のべん毛形成に関する研究系を,大腸菌をもちいるべん

毛形成,細胞分裂,細胞生長,DNA複製化の研究系へ転換拡張させ,上記諸現象を ｢細

胞の全機的調節機構の分子模型｣としてとらえ,一貫して説明しようとしている.

今年度に行われた各研究概況は下記の通りである.

第1研究童 (広田)

1) べん毛形成遺伝子 (βα)の作用発現 (鈴木,榎本,広田); 大腸菌 K12株から,

高温 (400)ではべん毛を形成しないが,低温 (300)ではべん毛を形成する温度感受睦べ

ん毛突然変異 (Paゎ)体を分離した.この変異体を 400で培養して得られる無べん毛性細

胞を300へ移すとべん毛の再生がみられる.再生は短時間内には全集田中のごく一部の細

胞の細胞集団だけにおきる.従って,べん毛形成は細菌細胞環のごく一定時期だけにおこ

ると考えられる.300と 400で培養した変異休細胞でつくられるべん毛蛋白の m-RNA

の活性を invitro系で測定すると,前者には高いべん毛蛋白合成能が検出されるが後者

では全く検出されない.しかし,一般の蛋白へのアミノ酸取込み活性は両者とも充分に高

い.400から300へ培養温度を移すと,べん毛蛋白のm-RNA の活性が再生されるので,

培養温度の切換えと,孤-RNA生合成の特異的阻害剤,リファンピシンの添加を組合せた

実験を行なった.われわれは, βα遺伝子作用はべん毛蛋白の m-RNA生合成のレベル

で調節を行なっていると結論する.以上の事実か ら,べん毛形成は細胞分裂環と共蛎し,

m-RNA合成のt/ベルで正の調節をうけていると推論する.

2) DNA複製のデトクール (detour)変異 (広田): 大腸菌の DNA複製を触媒する蛋

白質 (dna遺伝子生産物)は,現在のところ最低 A,B,C,D,E,Gの6種の蛋白質

が同定されている.ところが,これらの蛋白質の関与なしに DNA複製を行なう変異体を

分離できた.すなわち,突焦変異によって新しいDNA合成系を組立てることができる.

この変異を DNA複製のデ トクール変異 と名付ける. dnaB蛋白の関与なしに DNA

複製を行なうデトゥ～ル遺伝子は染色体上40-50分付近に位置された.デ トゥ-ル変異の
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存在は,大腸菌のDNA複製化に関与する幾通りもの異る組合わせをもった複製化枚構と

レプリコンに対応した特定の複製経路を選択する機構との両者が存在することを示す.令

レプリコンに対応する複製化経路選択の遺伝子支配機構を追究している.

3) 温度感受性変異体の系統的分離同定 (広田): 大腸菌の細胞分裂とDNA複製化機

構の両者に関与するすべての反応系をあきらかにする長期計画を進めている.これらの欠

失はすべて致死作用をもつから,欠失変異体を分離するには条件変異,温度感受性変異体

をもちいる.大腸菌のもつ全遺伝子は約数千であるから,いま約 1万の独立に生超した変

異体を分離すれば,その中には細胞分裂とDNA複製に必須の遺伝子について欠失をもつ

変異体一式が含まれるであろう.この目的のために,分離する変異体の種軌 こ偏りが起こ

らないようにレプリカ法によって温度感受性変異体を選び,この変異体全部について細胞

分裂 I)NAと複製化に特異的な欠失の存否を同定する.変異体の分離同定を今後3年間継

続する予定である.本年度には約2,500個の独立に生起した変異体を得た.

第2研究皇 (模本)

1) べん毛形成に関する温度感受性突然変異体の研究 (榎本,鈴木,広田): べん毛形

成の過程およびべん毛形成時期と細胞周期の関連を明らかにする目的で大腸菌 K12より

7株の温度感受性無べん毛突然変異体 (jla")が分離された. βa座位を荷うFプライム

株との交雑により2株は regionⅢ の βα突然変異であり,残る5株は regionIある

いは未知の座位における突然変異であると推定された.温度転換に伴う2株の jhtsの性

質が,光学および電子顧徴鏡と生化学的手法によって調べられた; 4loC より 30oC-の

温度変化に伴うべん毛再生の時期は jhlBllでは約40分, jhts-2では約 20分であり,

jlatB-2の41oCにおけるべん毛伸長速度は毎分約 0.15 ミクロンであった.べん毛蛋白に

特異的な m-RNA の出現時期は, βats-2においては15分と推定された.細菌集団の約

5070が運動性を回復する時間は前者で約80分,後者で約50分であった.JhtS-1は41oC

で培養後 30oCで短時間処理し 41oCへ移すと,そ の時点でべん毛伸長 は停止するが,

Pats-9では続くことが判明した.2株の間にみられるこれらの性質の違いが,遺伝子特

異性をもつか突然変異位置に特異性をもつかどうかはまだ不明である.この研究には東京

大学理学部植物学教室の鈴木健仁氏が電子原敬鏡の分野で協力参加している.

2) 大腸菌におけるサルモネラベん毛遺伝子の発現制禦機構 (榎本): サルモネラ菌で

は1相 (Hl)2相 (HC)のべん毛遺伝子が一定頻度で交互に発現する相変異現象が知られ

ているが,大腸菌では Hlに対応する遺伝子 (hag)のみが存在し,常時発現している.

サルモネラ2相べん毛遺伝子をもち相変異を示す2種の大腸菌組換型がPl導入によって

得られている.高頻度変異型 (EJ38,Hl-iahlH9-Q,n,∬)と変異回復型 岬J44,Hl-i

ahlH9-C,n,a川he)であり,後者の2相遺伝子部分はサルモネラ菌にもどされると安

定単相型を生ずる.

a) 大腸菌に転座したサルモネラ2相べん毛遺伝子の位置: 上記2系統由来の Hfr株

と種々の遺伝的マーカーをもちかつ ahl突然変異により, Hlの発現がなくなった F一

株との間で交雑実験が行なわれた. EJ38と EJ44の 2相べん毛遺伝子 (H曾)は Iys
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と nalA の中間に転座しており,その位置は大腸菌標準染色体地図の50分前後であると

推定された. EJ44の Heは pheA および tyrA と約3%の頻度で Pl同時導入を

示すが EJ38では0.370以下であり,南棟におけるHe転座位置が同一でないことを示

している.この転座位置はサルモネラ菌の He座位とほぼ対応すると考えられる.

この実験の過程でEJ38と EJ44が由来した親株 W1485に逆位のあることが分り,

その位置は少くとも gal-try-hag-hisを含む領域である と推定された.逆位に伴い,

EJ38と EJ44における Hlと H留の相対位置がサルモネラにおけるそれと変ってく

る.この位置変化が相変異頻度に与える影響を調べるため,正常な遺伝子配列をもつ菌株

(W3110ahl)に EJ38と EJ44の H曾が導入された.得られた組換型の相変異頻度

は親株のそれと変らず,Hlと Heの位置は相変異頻度と無関係であると結論された.

なお EJ44-からW3110ahlへの導入において,親株より約10倍高い相変異頻度 (1.3

×10-2/細胞/世代)を示す導入体 (異常高頻度変異型)が得られたが,これは相変異頻度

に関与する田子が導入時に部分的に欠失したものであろうと推測された.

b) Hl-.)プL,ッサー突然変異株の分離: 相変異は HCの発現調節機構と HC部位

による Hlの発現抑制機構の2つに分けて考えることができる.後者を分析するた桝こ

Hl-I)プレッサー (rhl)突然変異株の分離が試みられた.上述の異常高頻度変異型より

由来した複相菌 EJ287(Hl-iH9-8,n,a)を親株として用い, rh1-によって Hl-i

と H9-C,n,打が同時に発現されるという予想にたって選択が行なわれた.培養細胞を抗

e,n,a;および抗 i血清で交互に処理して得られる沈降細胞中には,相変異によって生ず

る iおよび e,n,a7型細胞は希釈され,iと e,n,a;を同時に発現する細胞が濃縮される

筈である.かくして抗 iあるいは抗 en∬血清のどちらかひとつの添加によって運動阻害

を生ずる突然変異株が得られた.この株のHl-iおよび H9-8,n,a:を ahl株に別個に

導入して得られた単相菌について調べた結果,Hl-iの発現は野生型 He部位によって

おさえられ,H2-e,～,∬部位には野生型 Hlの発現をおさえる磯能が欠けていることが

判明した.He単相菌の 0-H変異頻度は親株 (EJ287)の相変異頻度と同じであり,得

られた突然変異株は rhl~であると結論された.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においては生物集団の遺伝的構成を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として

進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研究

を行なっている.

第1研究室においては本年も昨年に引続き分子レベルにおける進化と変異の問題を集団

遺伝学の立場から研究した.第2研究室における研究成果とも相まって,集団遺伝部要員

による研究業績が近年,世界的に認められるようになったのは幸いである.部長木村が4

月 24日米国科学アカデミーの外国人会員に選ばれたのは大きな名誉であった.学会にお

ける研究発表としては,木村は5月31日から6月7日にかけて行なわれた1973年度コー
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ルド スプリング -～バー シンポジウムに招かれて渡米し,｢進化の産物としての高

等生物の遺伝子プール｣と題して講演した.また,7月26日から9月1日まで第13回国

際遺伝学会出席および研究連絡のため渡米出張した.国際遺伝学会 (バークレー)では実

団遺伝学のシンポジウムに出席,｢集団遺伝学への数学的貢献｣と題して招待講演を行なっ

た.また研究連絡としては主としてスタンフォード大学客員教授として同大学の遺伝学教

室および数学教室で集団遺伝学の理論について共同研究を行なった.また,11月16日には

マックス･ブランク生物物理化学研究所 (ゲッチンゲン)の所長 ManfredEigen博士

(ノーベル賞受賞者)が木村と研究連絡のため来所された機会を利用し,遺伝研の Biolo-

gicalSymposium で ｢分子進化と生命の起原｣と題し,同博士に講演していただいたの

は忘れ得ぬ思い出である.研究員太田朋子 (原田)は第 13回国際遺伝学会出席およびス

タンフォード大学で集団遺伝学の協同研究および講義のため7月28日より8月28日まで

渡米した.

第2研究室では数理遺伝学に関する研究,特に細分化された集団における遺伝子頻度変

化の確率過程としての数理的解析を行なうと共に,自然集団における変異保有機構に関し

て,理論的および実験的研究を行なった.室長丸山はテキサス大学 (ヒュ-ス ト1/)の人

口統計および集団遺伝学センターで客員教授として8カ月間講義および協同研究を行なう

目的で9月3日羽田発で渡米した.研究員山崎常行は国際遺伝学会出席のため 8月 19日

より9月7日まで渡米し,同学会で自然集団におけ る蛋白多型 の維持機構に関する研究

を発表した.

また非常勤研究員として,安田徳一 (放医研 遺伝部室長)が ｢人類集団の統計遺伝学

的研究｣の題で共同研究に参加した.

第1研究室 (木村)

1) 分子レベルの突然変異と進化 (木村,太田): 分子レベルでの進化の速度と突然変

異率,蛋白多型の頻度分布,分子の機能的制約,三次元構造などの観点から分子進化にお

ける中立説を検討した.有限集団における中立な突然変異の消長をグラフを用いて示した.

嘱乳類における構造遺伝子の進化速度ならびに集団中における-テロ接合性から,平均し

てシストロンあたりの突然変異の置換はほぼ1千万年に1回起こり,1回の置換にはほぼ

2百万年を要すると推定される.また中立説からは進化の速度の上限は突然変異率となる

が,人類集団における異常-モグロビンの頻度からアミノ酸座位あたりの突然変異率を推

定すると世代あたり9×10~8となり,中立説と矛盾しない.さらに-モグロビン分子につ

いて調べると分子の表面にあたる部分は,重要な-ムポケットの部分に比べほぼ 10倍の

速度で進化していることがわかった.詳細は Geneties(Supplement)73:19-35に発表

した.

2) 5S リボゾーム RNA の塩基配列にもとづく,真核生物 (eukaryote)と原核生物

(prokaryote)の分岐年代の推定 (木村,太田):ヒト,イース ト,大腸菌,Pseudononas

jluoreSeenSの 5SrRNA の塩基配列が報告されてい るので,これら4種の配列の問の

塩基の置換を推定した.塩基座位あたりの平均 の置換数は,真核生物と原核生物の 5Sr



50 国立遺伝学研究所年報 第 24号

RNAの間で 0.817,ヒトとイ-ストの比較で 0.561と推定される.機能や構造の変化し

ない分子の進化の速度は1年あたりほぼ一定であることがわかっているので,上の推定値

から真核生物と原核生物の分岐は,ヒトとイース トに比べ,約 1.5倍過去にさかのぼると

推定できる.ヒトとイーストの分岐はおおよそ 12億年前と推定できるので,これから真

核生物と原核生物の分岐は 20億年近 く前と推定できる. 詳細は NatlユreNewBiology

243:199-200に発表した.

3) 自然淘汰に中立な突然変異の有限集団中における年令 (木村,太田): 有効な大き

さ N.の集団中に自然淘汰に中立な遺伝子が頻度a;で存在しているとする.この遺伝子が

出現してからの年令を拡散模型を用いて解析し,年令の平均と分散を求めた.その結果頻

度がかなり低くても出現してからの年令は非常に高いことがわかった.たとえば,頻度10

70の中立遺伝子では,年令はほぼ集団の大きさ (N.)の世代数となる.そしてこの場合の

標準偏差は 1.4N.となる.また突然変異遺伝子が低い頻度から出発して最初に頻度 ガに

到達するまでの平均時間も求めた.低い頻度で存在する中立な突然変異遺伝子が地理的に

一定の分布になる条件も新しい方法で求め,分集団の間の移動がきわめて少なくても一定

の分布が得られることを示した.詳細は Genetics75:199-212に発表した.

4) 有限集団に含まれる対立遺伝子の数 (太田,木村): 与えられた突然変異率と集団

の大きさの下で電気泳動法によって検出される複対立遺伝子の数を理論的に求めるための

突然変異の新しいモデルを考えた.このモデルでは各対立遺伝子は整数に対応し (---

A_2,A_l,A｡,Al,A2--),突然変異によって1ステップずつ正または負の方向に移

ると考える.このモデルを用いると,平衡状態で集団中に維持される対立遺伝子の有効数

はノ1+8Nevとなることを示した. ここで Neは集団の有効な大きさ,Vは世代あたり

配偶子あたりの突然変異率で,異なった対立遺伝子は自然淘汰に無関係 (中立)であると

仮定する.詳細は Genet.Res.22:201-204に発表した.

5) 有限集団における突然変異遺伝子におよはす連鎖の影響 (太田): 淘汰に関係した

遺伝子が沢山連鎖していると `̀みかけ上の超優性''があらわれることは前に示したが,そ

の有効性を拡散模型を用いて調べた.集団が細分化されているとき,連鎖不平衡とみかけ

上の超優性はおもに地域的小集団の大きさによって決まる.そしてみかけ上の超優性は一

時的に遺伝子頻度に大きな変動があった時には,もとの頻度に引きもどそうとするように

働 くが,長期間にわたっての効果はないことがわかった.詳細は Theor.Pop.Biol.4:

145-162に発表した.

6) 進化における徴少有害突然変異遺伝子の置換 (太田): 分子進化における中立説の

概念は,拡張すればごくわずか有害な突然変異遺伝子の遺伝的浮動による置換も含めるこ

とができる.このような置換が重要であることを示すいくつかの事実をまとめた.第-に

Fitchの共変コドン (covarion)の概念は最初の置換がごくわずか有害であると考えると

理解しやすい.もっともはっきりしている例としては転位 RNAの対合した部分での塩基

の置換であろう.すなわち分子の高次構造を考えると,新しい突然変異には構造の調和を

乱すものが多 く,その度合がわずかであれば集団中に拡がることができる.その後この影
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響を補正するような突然変異が拡がると考える.次に電気泳動で検出される各種生物集団

中の遺伝的変異のノミタ-ソも,微少有害突然変異と遺伝的浮動とを考えると理解しやすい

ことを指摘した.詳細は Nature246:96-98に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) タソバク多型および血液型多型の頻度分布から推定される変異の維持機構 (山崎,

丸山): a)-テT,接合体の量の分布を用いる分析法 自然集団における変異の量,集団

間の変異の差などは電気泳動法を用いて広く調べ′られるようになった.しかし,それらの

データから変異の維持機構を明らかにすることは,生物集団の生態や集団構造が良く分か

っていない現状では非常に困難である.しかし,遺伝子の作用が相加的 (中立を含む)で,

突然変異が非可逆的に起こるとすれば,集団中における-テロ接合体の頻度は集団構造に

依存せず自然淘汰の様式によってのみ決まることが理論的解析から分かった.したがって

この性質は変異の維持機構の推定に利用できる.これまで発表された文献から 20数種類

の生物における 1000以上の多型を示す蛋白や酵素を選び,その頻度分布を分析した結果,

全体としてはそれらの変異が淘汰に関して中立である場合から期待される分布と非常に近

いことが明らかとなった.一方ヒトの血液型に関する多型についても調べたところ,タン

パク変異の場合と異なり何らかの平衡淘汰によって維持されているらしいという結果が得

られた.詳細は Seienee178:56(1972)と Seienee183:1091(1974)に発 表 した.

b)対立遺伝子数を用いる分析法 対立遺伝子が淘汰に関して 中立の場合の対立遺伝子の

実際の数 (na)と対立遺伝子の有効な数 (ne)の関係は木村,Ewens等の研究によってわ

かっている.集団が任意交配を行なっていることを仮定すればこの関係を変異の解析に利

用することができる.タンパク変異のデータを用いてこの関係を調べたが,その結果はヘ

テロ接合体の分布の結果とほぼ同じで,中立説を支持するものであった,また,ヒトの血液

型は中立説から期待されるものとはかなり異なっていた. 詳細は NatureNew Biology

245:140(1973)に発表した.

2) 頻度依存型淘汰のもとでの連鎖遺伝子の行動 (山崎): 少数派有利の頻度依存型淘

汰は変異の維持に重要な役割を果たしている可能性もある.染色体上に多 くの遺伝子が強

く連鎖している場合この型の淘汰がどのような連鎖不平衡を生みだすかを解明するために

以下に述べるような条件で電子計算機による模擬実験を行なった.集団は約300個体から

なり,1つの染色体上の遺伝子座の数は 176,相隣る遺伝子座の間の交叉率は 0.002,千

渉は無いものとした.-テロの適応値を1とし,ホモの適応値は遺伝子頻度に依存し,顔

度が増加するにつれて低下し頻度が減少するにつれ上昇するとした.すべての遺伝子座で

平衡頻度を 5070にした.また,ホモ接合体の適応値の変動幅は 0.75-1.25になるよう

にした.個体の淘汰値は各遺伝子座での淘汰値の積によって与えた.実際の結果は次のよ

うに要約される.数百世代の淘汰後,集団内に残された染色体は主として2つのお互いに相

補的なもので,しかも少数派の遺伝子はひとつの染色体上に,多数派の遺伝子はもう一方の

染色体上に集まるというようなかなり強い連鎖不平衡が生じた.この実験は各遺伝子座に

ついて見ると連鎖遺伝子間で特別の関係は無 くても,淘汰後は連鎖遺伝子間に方向性のあ
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る連鎖不平衡が生ずる場合もあることを示している.これらの結果は Japan∫.Genetics

に印刷中である.

3) 分離歪因子 (SD)の発現と染色体対合 (山崎,Thompson): 安定した SD活性を

持つキイロショウジョウバェの SD系統に高い線量のⅩ線を照射したところ著しいSD活

性の低下が見られた.活性の低下が遺伝的なものであるということが明らかな系統の染色

体異常を細胞学的観察と交叉率の変化から確認し,それら変化とSD活性との関係を調べ

た.その結果以下のことが明らかになった. (1)SD活性に必要な染色体対合は SD遺伝

子とそのごく近くに限られる∴ (2)Y染色体 は何らかの形で SD活性に関係している.

(3)第3･第4染色体上にも SDの影響遺伝子が存在 す る.詳細は JapanJ.Genetics

48:217(1973)に発表した.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行ない,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳

の開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標にして研

究を進めている.これまで材料としては二本鋳RNAを遺伝子とするウイルスに集中して

きたが,このウイルスはゲノムが一定の大きさの遺伝子単位に分かれていることや,ウイ

ルス自身が転写のためのRNAポリメラーゼ活性をもち,試験管内で純粋なmRNAを合

成させることができるという特徴があるので上に述べた研究目的に好適な材料である.

分子遺伝部が実際に活動を開始して4年目になるが,二本鎖 RNAの遺伝子構造と転写

における特異的な関係を明らかにすることができ,二本鎖遺伝子の一本の鎖の末端が修飾

されていることを発見した.遺伝情報は遺伝子の二本の鎖のうちの一方に含まれているの

で,二本の鎖が如何に識別されるかという問項の解明に一歩を進めたといえよう.これら

の成果をまとめて7月に Stoekholm で開催された国際生化学会に三浦が報告した.これ

までカイコの細胞質多角体病ウイルスを中心に研究が進められたが,これまでに得られた

知見の一般性を調べるためにレオウイルス,稲萎縮病ウイルス,青かびウイルスについて

の研究が行なわれた.これらの研究のうち結果の出たものについては下に述べる.特に触

れておきたいことは項目6の研究で,用いているウイルスの転写の過程で初期にメチル化

が関係していることを古市研究員が発見したが,これは有核細胞のmRNA合成の機構の

解明に足がかりを与えるのではないかと考えられる.

今年度は研究職員の人事に移動はなかったが,特別研究生として渡辺久美子修士,室伏

裕子学士のほか東大の矢崎和盛修士,九大の堀勝治博士,北大の木村孝一博士が研究に参

加した.なお,下遠野邦忠研究員は ｢二本鎖 RNAウイルスの転写酵素に関する研究｣に

より北大より9月29日付で薬学博士の学位を受けた.

1) 細胞質多角体病ウイルス(CPV)の遺伝子末端の異常ヌクレオチドの構造 (渡辺,古

市,三浦): CPVの遺伝子二本鎖 RNAはLO個のセグメントから成り,末端構造ほどの

セグメントも同じであることを明らかにした.

っていて, GGC-と A*GU-の2種頬である.竿芸芸完 工;芸′票 慧 慧 芸苦
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ボヌクレア-ゼ T2で切断されない異常ヌクレオチ ドである.昨年報告したように CPV-

RNA の 5′端を 32pでラベル してから AspergilluSのヌクレアーゼ Slで消化すると

32pXpGが得られ,これにさらに蛇毒のホスホジエステラーゼ を作用させたところ 32px

が得られた.また, 5′-82pをラベルした RNA を Penicilliu仇 のヌクレアーゼで直接切

断すると一つの末端から 32pXが得られる. 82pXはクロマ トグラフ上 の性質 に よって

5しァデニル酸の誘導体と考えられたが,この成分の同定を行なった.

5'-アデニル酸の誘導体であって,アルカリや リボヌクレア-ゼ に抵抗性があるので,

リボースの 2′一位置がふさがっていると考えられた.そこで,こういった誘導体のうち存

在の可能性のある簡単な誘導体として 2し0-メチルアデニル酸 (5′)を合成して同定を試

みた.ペーパークロマ トグラフィーで数種の溶媒系を用いて調べたところ,問題としてい

る 32pXは 2′-0-メチルアデニル酸 (pAm)と完全に一致した.ウイルス RNA ではこれ

まで異常ヌクレオチ ドの存在は報告されていなかったので,CPV-RNA 中の 2′-0-メチ

ルアデニル酸の存在はウイルスRNA中の異常ヌクレオチドとしては初めて見付かったも

のといえる.

CPV の転写のときには 5′端に 2し0-メチルアデノシン (Am)を持つ鎖と同じ塩基配

列のRNAを合成するので,異常ヌクレオシドは転写の際に遺伝子の二本の鎖を区別する

シグナルになっている可能性がある.

2) ヒトのレオウイルスの遺伝子セグメントの 5′末端構造 (三浦,渡辺,杉浦): ヒ

トのレオウイルスから調製した二本鎖 RNA の 5′端にポリヌクレオチ ドキナ一一ゼにより

32pをラベルした.ラベルするためには昨年報告した CPV の場合と同様の前処理をする

ことが必要で,二本鎖 RNAの3′末端を2個以上外すことによって 5′端を一様に 32pで

ラベルすることができた.これらの処理で分子鎖に切断が起こっていないことを確めた.

5′端を 32pでラベルされたレオウイルス RNA をアルカリまたは種々のヌクレア-ゼ

で切断し,5/端由来のモノーまたはオリゴ-ヌクレオチ ドをカラムクロマ トグラフ及びペ

-メ-クロマトグラフにより検索した結果次の2種のヌクレオチ ド配列があることがわか

った.32pGpApUp-と 32pG*pCp-.ここで G*はアルカリや リボヌクレア-ゼTtまたは

T2で切断不可能なヌクレオシドで,諸性質からグアノシンの誘導体であることを示す.

目下この物質の同定を行なっているが,グアノシンの 2′位置が遊離の-OH基ではなくて

置換していると考えられる.

32pで 5′端をラベルした RNA をアク1)ルアミドのゲル電気泳動にかけると10個の遺

伝子セグメントが分別されるが,各セグメントをアルカリ分解して分析したところどのセ

グメントからも 32pGpと 32pG*pCpが同比率で検出 され た ので レオウイルスの遺伝子

RNA セグメント10個はどれも次に示すような同じ5/末端構造をもつと考えられる.

3) イネ萎縮病ウイルス (RDV)の遺伝子セグメントの末端構造 (古市,渡辺,室伏,

杉浦,三浦): 二本鎖 RNAを遺伝子としてもつ RDVを萎縮病稲から多量に集めるため
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杉浦らはポ.)エチレソグリコールによる液相分配でウイルス粒子を濃縮精製する方法を確

立した.

RDV-RNAを抽出し,3′末端を過沃素酸で酸化後 SH-水素化棚素ナトリウムで還元

して SE-ラベルし,種々の分解を行なって構造分析した.RDVの遺伝子は12個のセグ

メントから成り,ゲル電気泳動で分別されるが,すべて同じ末端構造をもっている.3′端

構造として-PypGpAptJと -GpCpCの2種があり,どのセグメントもこの2種をもつ

ので各セグメントは一本の鎖の3′端はUで,他方の鎖はCであるといえる.

RDV-RNAの5′端分析は CPV-RNA の場合と同様の前処理後にポ1)ヌクレオチドキ

ナーゼで 82p-1)ソ酸をラベルしてから分析した. どの遺伝子セグメントも同じ2種の5′

端をもち, 32pApUpPyp-と $2pGpGpPyp-であり,3′端の2種の配列に対して相補的

である.しかし, 5/端にはさらに結合してい る物質があるようで,試料の調製法により

末端ラベルのされ方が異なるので,結合している物質との関係を追究している.

4) カビの二本鎖 RNAウイルスと,そのRNAの性質についての研究 (矢崎,古市,

三浦): Penioilliumchrysogenun などに二本鎖 RNAを含むウイルスの存在が最近

明らかになり,RNAセグメント1個ずつが1粒子に含まれるという報告もあるので,他

の二本鎖 RNA との比較をするためにこのウイルスを精製し,RNAの構造を研究してい

る.

これまでに得られた結果は,RNA標品は大きさの異なる少くも3種類のセグメントか

ら構成され,3′端構造は2種叛ある･3′端ヌクレオシドとしてほU とAが等量見出され

るが,CPVなど他のウイルスの二本鎖 RNA はすべてピリミジンヌクレオシドだけでプ

リンヌクレオシドを持っているものがないことが注目された.

5) レオウイルスと CPV の遺伝子の転写 (下遠野,三浦): 試験管内で CPVの転写

反応をさせると各遺伝子セグメントに相当した一本鎖 RNAが合成され,その末端構造の

解析から遺伝子二本鎖 RNA の 5′端に modifiednucleosideAm を含む鎖と同じ構造

の RNAが合成されることを明らかにし,その大要は昨年報告した.

ヒトのレオウイルスも eorepartieleは RNA合成酵素活性を持ち,試験管内で ⅩTP

を基質として各遺伝子セグメントに相当する一本鎖 RNAを合成することが知られている

ので,その5′端構造を調べることにした.遺伝子の二本鎖 RNAは5/端から第2のヌク

レのオチドが CとA (ど.]ミジンとプ1)ソ)であるから,生成した一本鎖 RNAの2番目

のヌクレオチドを調べればどちらの鎖が読まれたかがはっきりする筈である. 5′端のラ

ベルの方法としては内部のヌクレオチ ドがラベルされないようにするためβ位のリン酸基

を32pでラベルした GTPを用意して RNA合成を行わせ,生成 RNA の5/端のみをラ

ベルした.このRNAをピリミジンヌクレオチドに特異的な肝の1)ボヌクレア-ゼで分解

したところ, 82ppGpPypが得られた.

この結果レオウイルスの場合も CPVと同様に転写に当っては遺伝子の二本鎮RNAの

うち 5/端が modifyされている鎖 (レオウイルスでは G*pCp-で始まる鎖)と同じ構造
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の鎖が合成されたことになる.従って遺伝子の5′端の modificationは転写開始のシグチ

ルになっている可能性が考えられる.

6) ウイルスRNAの転写開始に関与するメチル化反応 (古市,下遠野,三浦): CPV

の転写を試験管内で行なわせると遺伝子断片を忠実に読んでmRNA合成 を行 な うが,

mRNAの合成率が非常に低い.CPV粒子内の二本鎖 RNAで mRNAと同じ鎖の 5′

端はメチル化されているが,細胞内ではmRNAは相手鎖を合成したあとそのまま子ウイ

ルス粒子の遺伝子としてとりこまれる可能性もあり,もしそうだとするとmRNA合成の

ときすでにメチル化も起こっている可能性もある.古市はこの点に着目して通常核酸のメ

チル基供与体となっている S-アデノシルメチオニン (SAM)を mRNA合成系に加える

ことを試みた.その結果,m-RNA合成率は SAM:を加えることにより大幅に高められ

ることが見出された.このとき合成された mRNA中に SAMからメチル基がとりこまれ

ていることもわかった.mRNA合成の過程を追ってメチル化 の起 こる時期 をみ る と

mRNA合成の極めて初期に起こっていることがわかり,mRNA合成の開始とメチル化

はカップルしているように考えられる.このように mRNA合成がメチル化に依存してい

て,合成されたmRNAがメチル化されているという事実は初めて見出されたことであり

,今後この現象の一般性が調べられるであろう.
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V.研 究 活 動

A. 研 究 業 績

著 暮

飯 沼和 三 1973: Y染色質の意義と分析法.染色体異常の臨床 (鈴木雅洲編),484-492,
診断と治療社 (東京).

賀 田恒 夫 1973:New MethodsinEnvironmentalChemistryandToxicology.
127-133.Int.Acad.Print.Co.,(Tokyo).

賀 田恒 夫 1973:薬物検定に用いられる突然変異検出系とその方法 (その他計 4章).

化学物質の突然変異性検出法 (田島弥太郎他編),31-44,55-59,157-165,
166-188,講談社サイエンティフィク (東京).

黒 田 行 昭 1973:AhcromolecularrequirementsofembryonicDro80Philacellsin
culture.Proe.ardInternationalColloquiu仇 OnInvertebrateTissue
cuuure.(eds.点eh豆eek,I.etal.)187-194,PublishingHouse｡fthe
SlovakAcad.Sci.(Bratislava).

黒 田 行 昭 1973:細胞質と進化 現代の遺伝学 (大島長造他編)第1巻 核と細胞質の

遺伝,168-194,朝倉書店 (東京).

黒田行昭 ･堀川正克 1973:晴乳規の培養細胞における突然変異.化学物質 の突然変異

性検出法 (田島弥太郎他編),97-117,講談社サイェソティフイク (東京).

丸 山 毅 夫 1973:Adiffusionmodelforgeographicallystructuredpopulations.
InL̀PopulationGeneticsMonographs''(ed.byN.E.Morton),vol.3:
40-44,Univ.PressofHawaii(Hawaii).

丸 山 毅 夫 1973:Isolationbydistance,geneticvariability,thetimerequired
foragenesubstitutionandlocal difrerentiationinafinite,geogra-
phicallystructuredpopulation.In"PopulationGeneticsMonographs''
(ed.byN.E.Morton),VOI.3:80-81,Univ.PressofHawaii(Hawaii).

中 込 弥 男 1973:遺伝相談.今日の治療指針,541-542,医学書院 (東京).

田島弥太郎 1973:化学物質の突然変異作用.化学物質 の突然変異性検出法 (田島弥太

郎他編),ト14,講談社サイエ ソティフイク (東京).

土 川 清 1973:薬物検定に用いられる突然変異検出系とそ の方法,優性致死法.化

学物質の突然変異性検出法 (田島弥太郎他編),81-96,講談社サイエソティ

フイク (東京).

吉 田俊 秀 1973:染色体.医化学実験法●7:272-277,中山書店 (東京).

青 田俊 秀 1973:遺伝的伝達と連続性.現代の遺伝学 1:67-99,朝倉書店 (東京).

吉 田 俊 秀 1973:変異原物質の細胞遺伝学的検査法.化学物質の突然変異性検 出法

(田島弥太郎他編),63-69,講談社サイエ ソティフイク (東京).

輪 文

遠 藤 徹 1973:Ⅰ80Zymelociandastrategyofdifferentiationinplants. 生研

時報 24:89-104.

*他研究機関の所属にて発表された業線.
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古市泰宏 ･三浦謹一郎 1973: Identityofthe3LterminalseqllenCeSintengenome

segmentsofsilkworm cytoplasmicpolyhedrosisvirus.Virology.55:
418-425.

白 銀 ･遠藤 徹 ･岡 彦- 1973: Genieanalysisforperoxidaseisozymesand

theirorganspecificityinOryzaperenniSand0.Sativa.Can.J.

Genet.&Cytol.15:845-853.

飯沼和三 ･中込弥男 1973: FluorescenceofBarrbodyinhuman amniotic-auid
eells.Lancet.1:436-437.

飯沼和三 ･中込弥男 ･松井一郎 1973:21trisomyandprenatallydiagnosed XXY

intwoconsecutivepregnancies.HumanHered.23:467-469.

賀 田恒 夫 1973:ESCheriohiacolimutagenicityoffurylfuramide.遺伝学雑誌.

48:301-305.

賀田恒夫 ･定家義人 ･白須春彦 1973: Detectionofframeshiftmutagensinpesti-

cidesby`̀rec-assay"procedures(abstract).MutationRes. 21:207.

賀田恒夫 ･定家義人 ･野口武彦 1973: 放射線および化学変異原による枯草菌 DNA損

傷と修復.枯草菌シンポジウム報告書 (丸尾文治編).29-34.

加 藤 鮭 夫 1973: InductionofsisterchromatidexchangesbyUVlightandits

inhibitionbycaffeine.Exp.CellRes.82:383-390.

加藤旋夫 ･嵯峨井知子 ･吉田俊秀 1973: Stabletelocentrieehromosomesproduced

bycentric丘ssioninChinesehamstercellsinvitro.Chromosoma

(Be一l)40:183-192.

河 原 孝 忠 1973: Comparativestudyofquantitativetraitsbetweenwildand

domesticJapanesequail(Coturni∬eoturni∬3'aponica).Exp.Animals

22:Suppl.139-150.

大村資生 ･太田朋子 1973: Mutationandevolutionat,themolecularlevel.Gene-

ties.73:Suppl.519-535.

大村資生 ･太田朋子 1973: Eukaryotes-prokaryotesdivergenceestimatedby5S

ribosomal RNAsequences.Nature,NewBiol.243:199-200.

木村資生 ･太田朋子 1973:･Theageofaneutralmutantpersistingina点nite

populatio一1.Genetics.75:199-212.

熊谷 勝 ･菊地康基 ･大石英恒 ･松田 嘆 ･加藤寿- 1973: Acasewithshortarm

deletionofchromosome18(18p-syndrome).人類遺伝学雑誌.18:24-

36.

黒 田行 昭 1973: Differentialinhibitionofhistoformativeaggregationofrat

hepatomacellsinculturebyconcanavalin-A.Gann.64:555-561.

黒 田行 昭 1973: Growthandphenotypicexpressionofembryoniccellsfrom

DrosophilandanogaSlerincellculture.(abstract).Genetics.74:

S147-148.
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黒 田行 昭 1973:Mutagenesisto8-azaguanineresistanceinculturedhuman

diploidcells.(abstract).MutationRes.21:226.

黒 田 行 昭 1973:癌細胞の細胞間接着に対するアミノ糖類の作用. 細胞生物学シンポ

ジウム.24:29-38.

丸 山 毅 夫 1973:Thevarianceofthenumberoflocihavingagivengenefl･e-

que事lCy.Genetics.73:361-366.

丸 山 毅 夫 Thesubstitutionalloadandmutational loadinafinitepplユlation.
Evollltion.27:95-99.

丸 山 毅 夫 1973:I)ifrusionmodelsandbrownianmotioninpop111ationgenetics.

遺伝学雑誌.48:231-234.

篠原兵庫 ･丸山毅夫 1973:Evolutionofglycoproteinsasjudgedbythefrequ･

encyofoccurrenceofthetripeptidesAsn-Ⅹ-SerandASn-Ⅹ-Thrin

proteins.∫.Molec.Evol.21:117-122.

丸 山 毅 夫 1973: Sometheoretical aspectsofisozymepolymorphism viewed

from thestandpointofpopulationgenetics.生研時報 24:75-88.

松 田 嘩 1973: GeneticstudiesontotalfingerridgecountamongJapanese.

人類遺伝学雑誌.17:293-318.

松 永 英 1973:Introductiontothegeneticsofcardiovasculardiseases.Sap.

Circul.J.37:33-34.

松 永 英 1973:Effectofchangingparentalagepatternsonchromosomal

aberrationsandmutations.SocialBiol.20:82-88.

松 永 英 1973: 人口静止の社会生物学的考察.人口学会報.7:61-68.

森脇大五郎 ･戸張よし子 1973:Spontaneousmalecrossing-overoffrequentoccur-

renceinDro80Philaananassaefrom SoutheastAsianpopulationS.

遺伝学雑誌.48:167-173.

森 脇 和 郎 1973: SerumtranSferrinpolymorphism inblackratscollectedfrom

AsiaandOceania.(abstract).Genetics.74:良185-186.

森脇和郎 ･土産公幸 ･青田俊秀 1973: Breedingandgeneticsofrat,RauusrauuS.

Exp.Animals.22: Supp1.21ト220.

村 上 昭 雄 1973:Acomparisonofmutationinductionby14MeVfastneutrons

and187CSγ-raysinmeioticSpermatOCyteSinthesilkworm.Muta-

tionRes.17:73-80.

村 上 昭 雄 1973:Mutagenesisofacridineorangeinmitoticcleavagenucleiof

thesilkworm,Bonby∬nori.MutationRes.20;67-70.

中 込 弥 男 1973: G一groupchromosomesinsatelliteassociations. Cytogenet.

Cell.Genet.12:336-341.
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中込弥男･飯沼和三 ･谷口和利 1973: Pointsofexchangeinahumanno.5ring

ehromosome.Cytogenet.Cell.Genet.12:35-39.

中込弥男 ･飯沼和三 ･松井一郎 1973:ThreetranslocationsinvolvingC-orG-group

chromosomes.J.Ned.Genet..10:174-176.

中込弥男 ･飯沼和三 ･松井一郎 1973:Trisomy10withmosaicism･Aclinicaland

eytogenetieentity.人類遺伝学雑誌.18:216-219.

野口武彦 ･定家義人 ･賀田恒夫 1973: BioehemiealmeehamismsofrepairofDNA

damageinducedbyionizingradiation(abstract).Genetics.74:Suppl.

S198.

太 田朋 子 1973:Slightly deleterious mutant substitutions in evolution.

Nature.246:96-98.

太 田朋 子 1973: Effectoflinkageonbehaviorofmutantgenesinfinitepopu-

1ations.Theor.Pop.Biol.4:145-162.

太田朋子 ･木村資生 1973: A modelofmutationappropriatetoestimatethe

numberofelectrophoreticallydetectableallelesinafinitepopulation.

Genet.Res.Camb.22:201-204.

岡 彦 - 1973:PerformanceinCentralLuzonofsoybean varietiesselected

inTaiwanforwideadaptability.SABRAONewsletter.5(1):29-38.

大島長遣 ･渡辺隆夫 1973:Fertilitygenesinnatural populationsofDrosophila

nelanogaSter.I.Frequency,allelism andpersistenceofsterility

genes.Genetics.74:35ト361.

*Putnam,F.W.･G.Florent･C.Paul･篠田友孝 ･清水 章 1973:Completeamino

acidsequenceofthemuheavychainofhumanlgM immunogloblユIin.

Seienee.182:287-291.

*Putnam,F.W.･篠田友孝 ･清水 章 ･C.Paul･G.Florent･E.Rafr1973: Salient

structuralfeaturesofhuman IgMimmunoglobt】lins.8rd.Int.Convoc.

Immunol.40-59.

*Ricard,M.･広田幸敬 1973: Eだectdessetsetautrescomposessupleph6notype

demutantsthermosensiblesd'Escherichiaooli.Ann.Microbiol.(Inst.

Pasteur).124A:29-43.

*Ricard,M.･広田幸敬 1973:ProcessofcellulardivisioninE.ooli:physiological

Studyonthermosensitivemutantsdefectiveincelldivision.J.Bac-

teriol.116:314-322.

*Ryter,A.･広田幸敬 ･U.Schwarz 1973:ProcessOfcellulardivisioninE.coli.

Growthpattern ofa.ooli.murein.J.Mol.Biol.78:185-196.

定家義人 ･賀田恒夫 1973:Radiationinactivationandrecombination repairin

BacilluSSublilisspores.AhtationRes.16:138-141.

ShamaRao,I.K.･藤井太朗 1973: Biologicaleffectofhigh LETradiationsafter



60 国立遺伝学研究所年報 第 24号

post-irradiationstorageorwithlowandhigh LETcombinationtreat-

mentsinrice.育種学雑誌. 23:12ト124.

渋谷 徹 ･黒田行昭 1973: Studiesongrowthanddifferentiationofcartilagecells

fromCreeperchickembryosinculture.遺伝学雑誌.48:197-205.

篠 田友 孝 1978: AminoacidSequenceOfahumankappatypeBence-Jones

proteinI.J.Biochem.73:417-431.

篠 田友 孝 1973: AminoacidsequenceofahumankappatypeBence-Jones

proteinII.J.Biodlem.73:433-446.

篠 田 友 孝 1973: Aminoacidsequenceofthe丘rst65residlleSOflgHmyeloma

protein.Biochem.Biophys.Res.Comm.52:1246-1251.

篠 田友 孝 1973: StructuralStudyofhumanlgA myelomaprotein(abstract).

Geneties.74:S252.

下遠野邦忠 ･三浦護一郎 1973: Single-StrandedRNASynthesisinvitrobythe

RNApolyhedrosisviruscontainingdouble-strandedRNA.J.Biochem.

74:117-125.

下遠野邦忠 ･三浦謹一郎 1973:Transcriptionofdouble-strandedRNAineytoplas一

micpolyhedrosisvirusinvitro.Virology.53:2831286.

白石行正 ･吉田俊秀 1973: Comparativehandingpatternanalysisinhumanchro-

mosomesinducedbyureaandtrypsintreatments.遺伝学雑誌.48:

11-17.

秋 鐘吉 ･中村浩三 1973: OnanewspeciesofDro80Phila(Sophophora)from

Japan,(Diptera).Kontyu.41:305-306.

鈴木秀穂 ･飯野徹雄 1973:Znvitrosynthesisofphase-specificflagellinofSal-

monella.∫.Mol.Biol.81:57-70.

田島弥太郎 1973: 放射線の遺伝的影響一広島･長崎の場合.第13回原子爆弾後障害研

究会講演集.142-147.

田島弥太郎 1973: 環境変異原に関する二三の問題.科学.43:745-749.

田島弥太郎 1973: 食品添加物の遺伝的安全性について.公害研究.3:39-44.

田島弥太郎 ･鬼丸喜美治 1973: AnunstablealleleofBombyxmorilocatedonthe

SeCOnd chromosomepieceof theW ･ⅠItranslocation (abstract).

Genetics.74:B273.

田島弥太郎 1973: Naturallyoccurringmutagens.Mutation.Res.21:239-240.

土星公幸 ･森脇和郎 ･吉田俊秀 1973: Cytogeneticalsurveyinwildpopulationof

Japanesewoodmouse(ApodenuSSPeeioSuS)anditsbreeding.Exp.

AnimalS.22:Suppl.221-230.

渡辺隆夫 ･大島長造 1978: FertilitygenesinnaturalpopulationsofDro80Phila

nelanogaSter･ⅠⅠ･ Correlationbetweenproductivityandviability.
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遺伝学雑誌.48:337-347,

渡辺隆夫 ･渡辺泰州 1973: Fel'tilitygenesinnaturalpopulationsofDro80Phila

melanogaSter.ⅠII.Superiorityofinversionheterozygotes. Evolu-

tion.27:468-475.

山崎常行 ･丸山毅夫 1973: Evidencethatenzymepolymorphismsareselectively

neutral.NatureNew Biol.245:140-141.

山崎常行 ･P.E.Thomp80n 1973: Thedependenceofsegregation-distortionon

ehromosomepairinginDrosophilamelanogaSter.遺伝学雑誌.48:217-

229.

安田徳一 ･大村資生 1973: AstudyofhumanmigrationintheMishimadistrict.

Ann.HumanGenet.Lond.36:313-322.

吉 田俊 秀 1972: 実験動物としての野生審歯額の開発.｢実験動物の開発改良｣シンポ

ジウム講演集.7-15.

吉田俊秀 ･加藤鮭夫 ･土星公幸 ･嵯峨井知子 ･森脇和郎 1972: Ceylonppulationof

blackratswith40diploidehromosomes.遺伝学雑誌.47:451-454.

吉 田俊 秀 1973: Evolutionofkaryotypesanddifferentiationin13RattusSPO-

eies.C1lrOmOSOma(Be一l.).40:285-297.

吉田俊秀 ･嵯峨井知子 1973: SimilarityofGiemsabanding patternsofchromo-

somesinseveralspeciesofthegenusRauus.Chromosoma(Berl.).

41:93-101.

吉田俊秀 .森脇和郎 ･土星公幸 1973: Collection,breedingandgenetiesofRauus

speciesinAsiaandOceania.Exp.Animals.22:Suppl.201-210.

遠 藤 徹 1973

遠 藤 徹 1973

遠 藤 徹 1973

飯 沼 和 三 1973

飯 沼 和 三 1973

飯 沼 和 三 1973

B.その他の発表文献

供与 DNA の種子形成に及ぼす効果 育種学最近の進数 13:67.

アイソザイムの進歩と応用.遺伝.27(2):5-13.

植物遺伝学.Ⅰ. 遺伝.27(12):34-37.

ヒトの染色体の多型.遺伝.27(7):53-59.

生まれてくる子どものために.愛育.38(10):25-28.

染色体検査.整形外科.24:393-399.

賀 田 恒 夫 1973: ミュタゲンの細胞代謝. 一特性とその活性の検出-.医学のあゆ

み. 84:776-782.

賀 田 恒 夫 1973: Potentialeareinogens検出に関す る最近の知見 医学のあゆみ.

85:492-498.

賀 田恒 夫 1973:放射線による DNA一挺傷の修復.医学のあゆみ.87:613-614.

賀 田恒 夫 1973:微生物による invitroおよび宿主経由法による突然変異誘起活性の

試験.医薬品研究資料 (日本公定書協会編).2:21-23.
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加 藤 旋 夫 1973:染色体の染め分けのテクニック.遺伝.27(7):38-44.

河 原 孝 忠 1973:野生種と家畜一特に家禽類について-.遺伝 27(10):16-20.

大村資生 ･太田朋子 1973:集団遺伝学からみた分子進化 サイエンス.3:48-66.

黒 田 行 昭 1973:発生遺伝学.遺伝.27(12):17-20.

黒 田行 昭 1978:培養細胞における体細胞突然変異による検定法. 医薬品の突然変異

誘発試験に関する資料 (日本公定書協会編).ll-14.

黒 田 行 昭 1973:研究の広場 (その9).国立遺伝学研究所.医化学実験法講座月報.

12:2-4.

黒 田 行 昭 1973:ばらばらにした細胞の再構成.東書.高校通信.生物.126:1-5.

黒 田 行 昭 1973:動物細胞の体外培養技法. 〔22〕.メデイヤサ-クル.18:21-32･

〔23〕.

〔24〕.

〔25〕.

〔26〕.

〔27〕.

18:71-82.

18:117-130.

18:205-218.

18:253-267.

18:295-307.

丸 山 毅 夫 1973:集団遺伝学の最近の進数 小児医学.6:芦8-42.

丸 山 毅 夫 1973:分子進化 ･遺伝的変異 ･遺伝情報におけるランダムネス.数理科学.

8:58-61.

丸 山 毅 夫 1973:分子進化,遺伝情報,遺伝変異におけるランダムネスについて.釈

計数理研究所シンポジウム記事.a:65-66.

丸 山 毅 夫 1973:集団遺伝学からみた人類の過去,現在未来.数理科学.5:60-65.

松 永 英 1973:精神薄弱者の遺伝と結婚.精神薄弱児研究.172:18-24.

松 永 英 1978:遺伝子突然変異と先天性疾患.医学のあゆみ.84:748-752.

松 永 英 1973:人口静止とその生物学的影響.産婦人科の世界.25:935-939.

松 永 英 1973:環境汚染と遺伝.からだの科学 増刊 4｢遺伝学読本｣.209-213.

三浦謹一郎 1973:分子としてみた遺伝子と遺伝情報.高分子.22:2-6.

三浦護一郎 1973: ウイルス核酸 (1).化学の領鼠 27:5411546.

三浦護一郎 1973: ウイルス核酸 (2).化学の鏡域.27:62ト630.

森 島 啓 子 1973:植物遺伝学 (Ⅱ)(世界の遺伝学)遺伝.27(12):38-40.

森 脇 和 郎 1973: ｢染色体構造｣シンポジウム.遺伝.27(12):8-12.

森 脇 和 郎 1973:免疫遺伝学とガン.遺伝.27(12):21-24.

名 和 三 郎 1973:動植物における形質転換研究.育種学最近の進歩.13:16.

中 込 弥 男 1973:遺伝病の出生前診断.からだの科学.増刊 4｢遺伝学読本｣.180-188.

中込弥男 ･松井一郎 ･飯沼和三 1973:羊水の細胞遺伝学的検査.産婦人科の世界.25;

741-746.

大 島 長 造 1973:行動遺伝学.遺伝.27(12):25-27.

大 島 長 造 1973: インセクトロンの役割と展望.バイオテク.4:389-395.
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大 島 長 途 1973:-エの発育を促進する騒音明環境.サイエンス.3(6):47-49.

下遠野邦忠 ･三浦護一郎 1973:二本鎖 RNAウイルスのRNAポリメラーゼ.蛋白質･

核酸 ･酵素.18:1-8.

篠 田 友 孝 1973:免疫グロブリンの一次構造とその意義.綜合臨林.22:1520-1524.

篠 田 友 孝 1973･. 人頬遺伝学 ･生化学を中心として.遺伝.27(12)･.45-48.

高浪 満 ･岡本利雄 ･杉浦昌弘 1973:RNA合成とp因子.核酸タンパク相互作用 (今

頻和友編).52-58.

田島弥太郎 1973:放射線の線量率効見 学術月報.25:47-50.

田島弥太郎 1973:人間のポテンシャル ミュ-タゲソ.綜合臨床.22:2451.

土 川 清 1973:噛乳動物の優性致死誘発を指標にした化学物質 の突然変異作用の検

定.医薬品研究資料 (日本公定書協会編).2:19.

山 崎 常 行 1973:生物学における電子計算機 (7)-遺伝子の連鎖と自然淘汰1.遺伝.

27(4):102-111.

山 崎 常 行 1973:集団遺伝学.遺伝.27(12):28-31.

菅 田俊 秀 1973: クマネズミの染色体と種の分化 日本の科学と技術.1973/3:15-23

青 田 俊 秀 1973:染色体と生物の進化 遺伝.27(3):60-66,
青 田 俊 秀 1973:第 13回国際遺伝学会議印象記.-特に動物細胞遺伝学の立場からみ.

た-.遺伝.27(12):13-16.



C.発 表 講 演

氏 名 L 額 名 i月 日 l場 所 i 学 会 等 名 称

天 野 悦 夫

天 野 悦 夫

賢gLuChiSii)

遠 藤 徹

遠 藤 徹

遠 藤 徹

遠 藤 徹

榎 本 雅 敏

藤 井 太
Sllama
Rao,H.

藤 井 太 朗

i'I.I.･fIr,'.,:-!jl.:..::･t王

--一郎 t.;-1Il,

ri .I:.∴ 芸〉

うち浦融 蔓'i)

嘉 冨 姿 等〉

突然変異の遺伝分析からみた染色体構造

遺伝分析からみた放射線誘発突然変異

Gamma-inducedincreaseinintrallinevariability
inAraかidopSiSthaliana.II.AnalysisofM7lines

アイソザイムと細胞遺伝学

Geniesystemscontrollingacidphoshataseinrice.

植物酵素の遺伝学

イネおよび野生イネにおけるアイソサイム変異の遺伝

サルモネラ2相べん毛遺伝子の大腸菌における転座位
置と発現

イネにおけるγ線 ･中性子の複合照射の影響

γ線分割照射による突然変異頻度の低下率

蚕の卵細胞を用いた突然変異物質の検出

イネ萎縮病ウイルス二本鎖 RNAの3′末端構造

イネにおけるパーオキシダーゼアイソサイムの器官特
異性

ファージRNAの機能に対する高次構造の影響につい
て

異なる栽培条件下における水稲の競争と協同

京都大学原子炉実
験所

京都大学原子炉実
験所

岩 手 大 学

岐 阜 大 学

カリフォルニヤ大
学

科 学 博 物 館

新 潟 大 学

名 古 屋 大 学

岩 手 大 学

名 古 屋 大 学

津 市 農 協 会 飽

名古畠観光ホテル

東 京 農 大

名古屋観光ホテル

岩 手 大 学

京都大学原子炉実験所短期研
究会

京都大学原子炉実験所短期研
究会

日本育種学会第 44回講演会

第 12回コムギ遺伝学シンポ
ジウム

第 13回国際遺伝学会

遺伝学公開講演

農芸化学会関東支部大会

第 45回日本遺伝学会

日本育種学会第 44回講演会

第 45回日本遺伝学会

日本蚕糸学会東海支部第 21
回研究発表会

第 46回日本生化学会

日本育種学会第 43回講演会

第 46回日本生化学会

日本育種学会第 44回講演会

■ t
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荒 淫 ?,悠 ‡
I;,II;.':I.i.T鋸㌻)
今 井 弘 民

今 井 弘 民

韓 知窪‡

加 藤 狂 犬

望 雷 要 塞†

河 原 拳 忠

河 原 孝 忠

河 原 孝 忠

是 宗 墓 芙‡

賀 田恒 夫

賀 田恒夫
定 家 義人
白 須春彦

ヒト染色体の多型とその臨床的応用 (第2報)多型の
頻度

日本産アリ類の染色体 (Ⅱ)

-リナガムネボソアリ(ReplothoraxspinoSior)に
観察された B-染色体について

嘱 乳類染色体における動原体の位置の不均等な分布お
よびそれに基づく染色体の形態の新しい分類

昇る系統のマウスにおけるネズミ鞭虫感染態度の差異

姉妹染色分体交換現象と DNA障害の修復

ウズラにおけるへテロシス

ニワトリにおける体重構成成分の遺伝学的分析

家禽化ウズラの骨格に関する遺伝学的分析

ウズラにおける近交退化

微生物による突然変異誘起剤,発がん剤のスクリーニ
ング (Ⅲ)枯草菌組換欠損株類に対する種々なタイプ
の化学変異原のレスポソスについて

DNArepairinBacillussubtilis

DetectionofframeshiftmtltagenSinpesticides
by`̀Rec-Assay''procedures.

フリルフラマイドの突然変異誘発性;その活性と不活
性化

Frameshift型突然変異生成と DNA傷害の修復

フリルフラマイドの突然変異性

10.28

7.29

10.9

10.14

4.6

10.15

4.6

4.7

8.29

10.16

4.1

7.19

8.30

9.22

9.28

10.1

徳島市 ･郷土文化
会館

信 州 大 学

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

群 馬 県 民 会 館

名 古 畳 大 学

都 市 セ ソク ー

東 京 農 工 大 学

岩 手 大 学

名 古 屋 大 学

東京都
(大妻女子大学)

リオデジャネ-ロ
ブラジル

アシpマ-,米国

遺 伝 研

名古屋観光ホテル

遺 伝 研

雲 18回日本人類遺伝学会総

第 33回日本昆虫学会

第 44回日本動物学会

第 45回日本遺伝学会

第 42回日本寄生虫学会

第 45回日本遺伝学会

日本家禽学会 1973年度春季
大会

日本畜産学会第 61回大会 冷

日本畜産学会第 62回大会

第 45回日本遺伝学会 辞

日本農芸化学会昭和 48年度 轡
大会

InternationalSymp.New
TrendsinPhotobiology.

第 1回国際環境変異原学会

第2回日本環境変異原研究会

第 46回日本生化学会

第212回三島遺伝談話会 のOl



賀 田 恒 夫

賀 田 恒 夫

善 署 蓋 蓋‡

木 村 資 生

木 村 資 生

木 村 資 生

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

丸 山毅 夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅 夫

A(echanisms of radiosenSitization with iodine
compounds

A4utagenicitytestingofchemicalsinmicrobial
sy8temS.

放射線および化学変異原による枯草菌 DNA損傷と修
復

5ST)ボソ-ム RNAによる分子進化の研究

GenepoolofhigherorganiBm8a8aproductof
evolution.

Mathematicalcontribution8tOPpulationgenetics.

動物細胞における細胞間相互作用

Growthandphenotypicexpre88ionofembryonic
cellsfromDro80rPhila仇elanogaetW incellcul-
ture.

AhtageneSisto8-a払gtnninereSi8tanCeincul-
turedhumandiploidcells.

7nvitrocllltivationofembryoniccellsfromDr0-
80philanelanogaster.

ヒト培養細胞を用いた体細胞突然変異の検出について

動物細胞の組織再構成に対するタンパク合成阻害剤の
影響

培養ヒト2倍体細胞の体細胞遺伝学的研究. Ⅰ.8-ア
サグアニン抵抗性の突然変異について

培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究の概観と問題
点

アイソザイム多型現象の集団遺伝学的考察

分子進化について

Invariantproperties0fa8truCtllredpopulation.

10.15

ll.25

12.6

1.26

6.4

8.22

8.3

8.23

8.31

9.4

9.22

10.10

10.15

10.16

4.6

8.1

9.26

マードt)ツド荷,ス
ペイン

裾野市,富士研修
節

岐阜市,内藤記念
鰭

遺伝研

コール ドスプリン
グ--バー

カリフォルニア大
学

松 原 湖 畔

カ リ フォル ニア大
学

アシTlマ-,米国

パサディナ医学研
究財団

遺 伝 研

東 京 大 学

名 古 畳 大 学

名 古 屋 大 学

岐 阜 大 学

長 野 県 松 原 湖

テ キ サ ス 大 学
(Au8tin)

XIIIInt.Cone.ofRadio- B
logy.

Re8.Cong.NewA(ethodol0-
gyin払ologicBlChemi8try･

枯草菌シンポジウム

第203回三島遺伝談話会

ColdSpringHarborSymp.

第 13回国際遺伝学会

讐品 寧姦化学若い研究者の

第 13回国際遺伝学会

第 1回国際環境変異原学会

財団セミナー

日本環境変異原研究会 第2
回研究発表会

第 44回動物学会

45回日本遺伝学会

第 45回日本遺伝学会小集会

小麦の遺伝学研究会

生物物理若手夏の学校

動物学科セミナー

～

凪
松

林
印
俄

雪
冷
頚
や
避

戦
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丸 山毅 夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅 夫

丸 山 毅 夫

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

松 永 英

≡三 -:_-:

喬 島蒼 三〉

AM:arkovprocessofpopulationgenetics.

Ongeneticpolymorphisms.

MathematicalamalysisofstructuredpopulationS

PopulationstructureandMarkovproceSS

Onthesamplepaths0fAqarkovprocessesOfpo-
pulationgenetics.

親子鑑定の理論と実際

人口静止をめぐる諸問題

人口問題の将来

出生前診断の応用に伴う諸問題

少児保健と遺伝

人間生命の遺伝的制御

生命科学と人文社会科学

Selectionoftemplatechainindouble-stranded
RNAgenomeontranscription.

TerminalnuclcotideseqlユenCeSandtranscription
ofviraldouble-strandedRNA.

イネ科牧草の生存率

10.3

ll.13

ll.14

12.20

12.28

3.29

5.19

8.2

10.14

10.27

ll.29

12.25

7.5

12.7

テキサス大学
(Houston)

ブラウン大学

ブラウン大学

シカゴ大学

ウィスコンシン大
学

熊 本 市 民 会 館

慶 大 ･医 学 部

箱 根 観 光 会 館

静 岡 市 公 会 堂

徳島市 ･郷土文化
会館

日本電子工学院

サンケイ国際ホー
/レ

ス トックホルム

武 田薬工研修所

東 京 農 大

集団遺伝学セミナー

生物学セミナー

応用数学セミナー

数理生物学セミナー

遺伝学セミナー

第 57次 日本法医学会
(特別請浜)

第 25回日本人口学会シンポ
ジウム

習

謡 窒雪辞 表許 虫予防全

苗品 冒品裏要撃仝誓 書工 冷

第 20回日本小児保健学会 諦
(特別請浜)

第 16回日本神経化学会前夜 轡条

讃 欝 箸雪詣 誓究所 .坐

第9回国際生化学会

第2回分子生物学シソポジウ
A

日本育種学会第 43回講演会
OI'q



森 島啓 子

喬 島蒼 三)

官幣 捕 ::-

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎

村 上 昭 雄

琴走監禁‡
村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄
大 槻 良樹
北 沢 敏 夫

中込 弥 男

中込 弥 男

中込 弥 男

Variationsin thegrowthpat.ternofwildand
cultivatedricestrains.

野生稲および栽培稲における形質可変性

アナナスショウジョウ'(ェに見られるSynaptonemal
eomplexと雄乗換

Serum transferrinpolymorphism inblackrats
collectedfrom AsiaandOceania.

MSPC-1マウス ミエローマにおけ る細胞集団変化の
機構

アク1)ノール処理-アクt)ルアミドゲル薄層電気泳動
法によるアジアーオセアニア産クマネズミ･トランス
フェリン多型の分析

アジア･オセアニアにおけるクマネズミの分化と血清
トランスフェリンの変化

アルキル化剤誘発突然変異体の後代への伝達性につい
て

カイコの染色体観察.Ⅱ.クワコとカイコの Fl雑種
の細胞遺伝学的研究

力イコにおける放射線誘発組換え並びに染色体不分離
かこついて

アクリジンオレンジのカイコ精母細胞に及ぼす突然変
異反応

蚕卵の卵割期における有糸分裂回数の測定について

染色体異常

染色体異常

染色体異常の出生前診断

8.21

10.3

10.14

8.21

10.4

10.8

10.15

9.22

10.9

10.ll

10.15

ll.15

6.2

6.9

7.12

カリフォルニア大
学

岩 手 大 学

名 古 屋 大 学

カ リフ ォル ニア大
学

東京経団連ホール

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

遺 伝 研

東 京 大 学

椙 叫女 学 園大学

名 古 屋 大 学

津 市 農 協 会 館

福 岡市 電 気ビル

東 京 経 団連会館

広 島 医 師 会 館

第 13回国際遺伝学会

日本育種学会第 44回講演会

第 45回日本遺伝学会

第 13回国際遺伝学会

第 32回日本癌学会絶会

第 44回日本動物学会

第 45回日本遺伝学会

第2回日本環境変異原研究会

第 45回日本動物学会

第 16回日本放射線影響学会

第 45回日本遺伝学会

日本蚕糸学会東海支部第 21
回研究発表会

第 14回日本臨床細胞学会給
金.教育講演

第8回日本周産期医学会,シ
ンポジウム

第 13回日本先天異常学会給
金,シンポジウム

くわCE)
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●

中込 弥 男

買 呂 雷 雲‡

買 呂 雷 雲‡

小 川 恕 人

小 川 恕 人

小 川 恕 人

小 川 恕 人

小 川 恕 人

実 員 質 量‡

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

岡 彦 -

鬼丸喜美治

美 富 蛋 蓋)

大 沼 昭 夫

森 島産 讐‡

染色体異常の診断

先天異常症候群のギムザ分染法による研究.特に `̀正
常核型例"の再検討

イオソ化放射線によるDNA損傷修復に関する酵素的
研究

イオン化放射線によるDNA損傷修復に関する酵素的
研究

結婿と遺伝

乳幼児の指導保育と遺伝

幼児教育と遺伝

幼児の保育と遺伝

遺伝と結婚

A new modelforestimating the numberof
electrophoreticallydetectableallelesinafinite
population.

ヒマワリの自殖率の推定

Originofcultivatedrice.

同遺伝質系統の利用による稲 Fl不稔性の遺伝子分析

イネにおけるアイソザイムの遺伝学的研究

Chemicalmutagen処理 より誘発された蚕のpotential
mutation,#3#

キイロショウジョウバエの適応度に及ぼす集団密度お
よび温度の効果 ノ{･＼
蚕における平衡致死法の研究 (2)W･+re転座系統かEiii::!
らえられた W ･V+Pe+re染色体の構造について

Phototaxi8,fecundity,walking8Peedandsome
quantitativecharactersinDrosophila.

10.14

10.28

9.27

10.12

1.26

5.26

6.26

6.28

7.5

8.24

4.3

8.24

10.4

10.16

4.4

10.14

ll.15

8.27

静 岡 市 公 会 堂

徳 島市 ･郷土文化
会館

名古屋観光ホテル

椙 山 女 学 園大学

沼 津 財 務 局

沼 津 市 役 所

沼 津 天 神 保育園

沼津永明寺保育園

長 泉 町 公 民 館

カリフォルニア大
学

東 京 農 大

カリフォルニア大
学

岩 手 大 学

名 古 畳 大 学

国 立 教 育 会 館

名 古 畳 大 学

津 市 農 協 会 館

カリフォルニア大
学

第:47回産 婦人科学会関東連
合 地方会,シンポジウム

第 18回日本人類遺伝学会絶
会

第 46回日本生化学会

第 16回日本放射線影響学会

沼津財務局職員研修会

沼津市保母の会総会

沼津天神保育園父兄会総会

沼津永明寺保育園母の会総会

長泉町教育委員会

第 13回国際遺伝学会

日本育種学会第 43回講演会

第 13回国際遺伝学全

日本育種学会第 44回講演会

第5回日本遺伝学会

日太蚕糸学会第 43回学術講
演会

第 45回日本遺伝学会

最亮裏裏芸会東海支部第21回

第 13回国際遺伝学会

雫
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森 島題 誓)

森 島産 割

大 島 長 造

妄 雷 莞 会1

詣 L･津 l

酒 井 寛 一

篠 田友 孝

篠 田友孝

篠 田友 孝

藍篠
松
越

篠 田友

義篠
松
越

篠 田友

i

､-1･ー

ケヽ

孝
治

孝
英
郎

孝

幸
英
郎

孝

シ昔々ジョウバェの内因性 I)ズム

タロショウジョウバェの走行性と量的形質の関係

ショウジョウパェの走光性 と生体 t)ズムの行動遺伝学

的研究 (特別講演)

枯草菌の rec遺伝子について

Useofisog.eniclinesforinvestigationofgenie
eLrectSinrlCe.

Geneticdifferentiationinnaturalpopulationsof
foresttrees

StructllralstudyofhumanlgAmyelomaprotein.

Prlmarystructureanddiversityofimmunoglo-
bulins.

K型ペソスジョンズタンパク質の一次構造

免疫グt,プ･)ソL鎖の一次構造 :可変異性と不変異性

臓器辞素の変異

免疫グロブ.)ソの構造変異

ヒト臓器酵素の変異

免疫グpブ1)ソの一次構造 I.α鎖のN末端近傍

徴生物による農薬の突然変異誘起性スク1)-ニソグ

10.10

10.15

ll.3

10.15

8.21

2.23

8.20

8.31

9.27

10.1

10.14

10.28

10.28

12.1

9.22

東 京 大 学

名 古 畳 大 学

慶 熊 学 園
(ソ-ル市)

名 古 屋 大 学

カリフォルニア大
学

インド国立農業研
究所

カリフォルニア大
学

ワシ ン トン大学

名古畳観光ホテル

京 都 堀 川 会 館

名 古 畳 大 学

徳島郷土文化会館

徳島郷土文化会館

大 阪 日生 講 堂

遺 伝 研

第 44回日本動物学会

第 45回日本遺伝学会

韓国生物科学協会第 17回総
会

第 45回日本遺伝学会

第 13回国際遺伝学会

SABRAO第2回総会

第 13回国際遺伝学会

生化学教室セミナー

第 46回日本生化学会

第 24回タンパク質構造討論
.∠ゝコて

第 45回日本遺伝学会

第 18回日本人類遺伝学会

第 18回日本人類遺伝学会

第3回日本免疫学会

第2回日本環境変異原研究会

●
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笑 島隻 嘉1

田島弥太郎

田島弥太郎

親 書套削

田島弥太郎

完莞警套削

競 誓套劉

田島弥太郎

農 警套劉

田島弥太郎

土 産 公 幸

土 星 公 幸

土 星 公 幸

キイpショウジョウバェの走行性とその相関反応につ
いて

Some.a8peCt80ftheoverdominanceviewedfrom
experlment80mradiosensitivityinthesilkworm･

Someproblemsinthemethodologyofchemical
mutagenesisinthesilkworm.

蚕卵を用いた化学的突然変異原の鋭敏な検出方法

AnunstablealleleofBombyxmorilocatedonthe
secondchromosomepieceoftheW･ⅠⅠ.transloca-
tion.

NaturallyoccurrlngmutagenS･

Ahighly.Sensitivetestsystem forchemicalmu-
tagenStlSlngSerOSalce一lsintheSilkworm･

ニトロフラン誘導体教程のカイコに対する突然変異性
検定結果

低線量照射の遺伝的影響

BtTdR により高率に誘発された蚕卵のモサイク変異

Mutagenicityofsomenitrofuranderivatives.

EYF3亜系マウスの鞭虫人為感染に対す る感受性と
その遺伝

核型からみたモグラ塀の進化

日本産噂乳塀の染色体

日本産モグラ類の染色体観察

10.15

2.24

2.27

4.4

8.21

8.29

8.30

9.22

10.ll

10.15

ll.19

10.26

5.19

10.17

10.14

名 古 屋 大 学

インド国立農業研
究所

イソド国立農業研
究所

国 立 教 育 会 館

カリフォルニア大
学

アシロマ一,米国

アシロマ-,米国

遺 伝 研

椙 山女学 園大学

名 古 屋 大 学

チャールス トソ,
米国

静 岡 薬 科 大 学

女 子 栄 養 大 学

東京教育大学光学
研究所

名 古 畳 大 学

第 45回日本遺伝学会

SABRAO総2会給会

SABRAO第2回給金

日本蚕糸学会第 43回学術講
演会

第 13回国際遺伝学会

第 1回国際環境変異原学会

第1回国際環境変異原学会

第2回日本環境変異原研究会

第 16回日本放射線影響学会
シンポジウム

第 45回日本遺伝学会

U.S.-JapanJoint.Conf.

第8回日本実験動物研究会

日本晴乳動物学会昭和 48年
度給金

動物分類学会シンポジウム

第 45回日本遺伝学会
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'Lq.憲 か

護慧纂剰
宝 欝 墓 実1

山 崎 常 行

覚 欝 差 引

重患 里封

書 田俊 秀

青 田俊 秀

青 田俊 秀

青 田俊 秀

青 田俊 秀

嘉晶 覧到

吉 田俊 秀

青 田俊●秀

カイコCPウイルス RNA中の異常ヌクレオチ ドの同
定

キイpショウジョウパェの自然集団における遺伝子頻
度の変化

Evidencethatprotein plymorphismsareselec-
tivelyneutral.

Themaintenancemechanismsofgenievariations
innatural 叩pulations.

タンパク質多型の維持機構について

ペニシリウム属ウイルス核酸の構造

西南アジア･中近東地域のネズミ頬探検調査報告,
1)クマネズミにおける染色体多型と種の分化

培養および癌細胞における核型変化と寿命

クマネズミの核型分化と種の進化

Evolutionalrelation8hipbetweenthreegeogTaphi-
calvariationinthekaryatypeoftheblackrat,
Rattusrauus.

クマネズミの3地理的変異型とその分布および由来

クマネズミおよび近縁種におけ る染色体の C-バンデ
ィングパターン

西南アジア地域におけるクマネズミの核型分化

動物の雑種形成に関する細胞遺伝学的研究

大 阪大 学 蛋白研

名 古 屋 大 学

カ リフ ォ ル ニア大
学

ジョー ジア大学

名 古 畳 大 学

国 立 教 育 会 館

遺 伝 研

札幌市ムトウ会館

北 海 道 大 学

カリフォルニア大
学

秩 父市市民会館

東 京 大 学

名 古 屋 大 学

名 古 屋 大 学

核酸化学シンポジウム

第 45回日本遺伝学会

第 13回国際遺伝学会

ジョージア大学セミナー

第 45回日本遺伝学会

第 21回日本ウイルス学会

第206回三島遺伝談話会

日本組織培養学会第 35回研
究会

札幌遺伝談話会,染色体学会
札幌例会,動物学会札幌支部
例会

第 13回国際遺伝学会

第 24回染色体学会

第 44回日本動物学会

第 45回日本遺伝学会

第 45回日本遺伝学会小集会
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研 究 活 動

D. その他の研究活動

海外における活動

73

氏 名

酒 井 寛 一

井 山審 也

田島弥太郎

木村資 生

松 永 英

三浦護一郎

賀 田恒 夫

木村資生

原 田朋 子

岡 彦 -

田島弥太郎

黒 田行 昭

篠 田友 孝

吉 田俊 秀

森 脇 和 郎

大 島 長 造

遠 藤 徹

押野啓 子

山崎常 行

賀 田恒 夫

丸 山毅 夫

賀 田恒 夫

大 島 長 遣

田島弥太郎

内 容

アジア大洋州育種学会第2回会議出席

アジア大洋州育種学会第2回会議出席

アジア大洋州育種学会第2回会議出席

コール ドスプ])ソグ--メ- ･シンポ
ジウム出席

｢遺伝学と生活の質｣に関する協議会
出席

第 9回国際生化学会議出席

｢光生物学の最近の進歩｣に関する国
際シンポジウムに出席

第 13回国際遺伝学会議出席

スタンフォー ド大学で集団遺伝学の協
同研究および講義ならびに第 13回国
際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議ならびに第 1
回国際環境変異原学会出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 13回国際遺伝学会議出席

第 18回国際遺伝学会議出席

第 1回国際環境変異原会議に出席

テキサス大学において集団遺伝学およ
び人口統計学の数理理論に関する講義
ならびに協同研究

第 13回国際放射線学会議出席

第 17回韓国動物学会出席

化学発癌の機構に関する日米医学協力
計画合同会議出席

渡 航 先

インド他2カ国

インド他2カ国

イ ン ド 国

アメリカ合衆国

ス イ ス 国
他 2カ国

スウェーデン国
他2カ国

ブラジル国
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国
カナダ国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アノリカ合衆国
カナダ国

∫
アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

スペイン国
他6カ国

韓 国

アメリカ合衆国

期 間

48.2.27.-
48.3.4

∫

48.2.21-
48.8.3
48.5.28-
48.6.10
48.6.22-
48.7.9

48.6.29-
48.7.23

48.7.10ノー
48.7.26

48.7.26.}
48.9.1

48.7.28-
48.8.28

48.8.9-
48.8.30

48.8.19.-
48.9.7

48.9.3-

48.10.13.-
48.10.31

48.ll.25.-
48.ll.8

48.ll.7.-
48.ll.25
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ほかの機関における講義

氏 名

井山 審也:

原田 朋子:

丸山 毅夫:

遠=藤 徹:

村上 昭雄:

木村 資生:

黒田 行昭:

国立遺伝学研究所年報 第 24号

担 当 大 学

東京大学農学部非常勤講師 (48.1.1-48.3.31)

お茶の水女子大学非常勤講師 (48.2.16-48.2.25)

神戸大学農学部非常勤講師 (48.4.1-48.7.31)

東京教育大学理学部非常勤講師 (48.4.1-48.10.12)

東京農工大学農学部非常勤講師 (48.4.1-48.10.15)

九州大学理学部非常勤講師 (48.4.1-49.3.31)

大阪大学理学部非常勤講師 (48.4.1-49.3.31)

三浦謹一郎: 静岡薬科大学非常勤講師 (48.4.16-48.9.30)

松 永 英: 京都大学医学部非常勤講師 (48.5.1-49.3.31)

押野 啓子: 名古畳大学農学部非常勤講師 (48.9.8-48.9.30)

担 当 科 目

特別講義Ⅱ

生物学特論Ⅳ

集団遺伝学

生化遺伝学

蚕種学特論

生物学特別講義

動物細胞の遺伝学

分子生物学

人類集団の遺伝学

農学特別講義系統分
化と進化

賀田 恒夫: 名古屋大学農学部非常勤講師 (48.10.16-48.ll.15) 農芸化学特別講義放
射線遺伝学

井山 審也: 名古屋大学農学部非常勤講師 (48.10.16-49.3.31) 農学特別講義

菅田 俊秀: 熊本大学医学部非常勤講師 (48.1.18-49.3.31) 遺伝学

木村 資生: 東京大学理学部非常勤講師 (48.ll.1-49.3.31) 遺伝学II

三浦麓一郎: 新潟大学理学部非常勤講師 (48.ll.1-49.3.31) 分子生物学

三浦護一郎: 広島大学原爆放射能医学研究所非常勤講師 (48.12.1-49.3.31)
分子遺伝学

押野 啓子: 茨城大学農学部非常勤講師 (48.12.10-49.3.31) 農学特別講義

三浦善一郎: 静岡大学理学部非常勤講師 (48.12.15-48.12.31) 化学特別講義
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ⅤⅠ.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 21日 (土)に研究所を公開した.

各研究部の展示および映画と講演を行い,9時 30分から 16時 30分までの間に,1,000
名以上の見学者が来所した.

B.公開講演会の開催

日 時 昭和 48年 11月 10日 (土)13.30-16.30

場 所 国立科学博物館講堂 (東京都台東区上野公園)

講 演

(1) 免疫抗体のはたらき

人類遺伝部研究員 篠 田 友 孝

概 要

免疫作用は脊椎動物のからだをまもる主なからくりであるが,そのメカニズムは大変に

複雑である.それは抗体とよばれる高分子タンパク質の仲だちによって起るものである.

このことについて圭一こ遺伝生化学の立場から,免疫作用と抗体との相互関係について発表

した.

(2) 植物群乗の遺伝学

生化学遺伝部研究員 遠 藤 徹

概 要

徽生物における分子遺伝学の成果を踏まえて,この 10年来,高等植物でも酵素分子そ

のものが遺伝学の対象となってきた.可視的形質などに比べ,酵素分子は遺伝子の直接的

な産物とみなされているが,決して単純なものではなく,細胞内でいろいろな変更をうけ

ることが多い.このことについて,個体発生,組織分化あるいは系統分化を酵素遺伝学の

立場から発表した.

(3) 裁噂稲の起原

応用遺伝部長 岡 彦 -

概 要

イネ属には多数の種が知られているが,種の相互関係の研究から栽培稲 Ory抑 Sativa

の祖先は Oryzaperennisであることがわかった.ペレニスは熱帯各国に分布するが,

それらの中のアジア塾の系統から栽培稲ができたと考えられる.この他,西アフリカには,

0.glaberrina といわれる栽培種があるが,これは野生種 0.br抑iligukね が栽培され

たものである.野生稲の栽培化の機構については種々の進化遺伝学的研究課題が見出され

る.
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ⅤⅠⅠ.研究材料の収集と保存

A. イ ネ (Orッ宅d)

書 名

0.abroneitianaPROD.

0.altaSwAI.LEN

O.auStraliensiaDoMN

O.braehyanthaA.CEEV.etRoEm .

0.breviligulataA.C耶Ⅳ.etRoEER.

0.00arclataRoxzt.

0.eiehingeriPETER

O.glaberrinaSTEtlD.

0.grandigluniePROD.

0.lalifoliaDEiさV.

0.longiglu仇iSJAN8BN

O.nahnpuzhaenSiaKRISEr.etCEAND.

0.meyerianaBAILL.

0.ninuぬ PRE8L

O.oblcinaliBWALL.

0.perennieMoENCE.

0.perrieriA.CAXt18

0.PunctataKoでBCEY

O.ridLeyiHooE.

0.8ativaL.

0.8ubulalaN丑E8

0.fiBSerantiA.CEEV.

計 22種

B. コ ム ギ (THticum)

1. 種のコレクション

種 名

T.aegilopoideeBAL.

T.伽 ¢OeOun L.

T.aicoccoideeKORN.

T.araraficu仇 JAE:tlB王.

数統

4

5

2

系

12

98

3

19

146

5

25

15

3

29

42

90

306

統系

l

l0

6

拭

1

1

欄

1

2

数釈系は

3

3

3

1

たま種晶
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T.dico¢oun ScⅡbL.

T.durun DElSF.

T.orientalePERC.

T.perBicun VAT.

T.polonieun L.

T.isphanicu肋 HB8LOT.

T.pyraniaalePERC.

T.turgidunL.

T.palaeooolchioun MEN.

T.ti珊OPheeviZEtTX.

T.aeStivun L.

T.conpaclu桝 Hos℡

T.naohaDEC.etMEN.

T.8PeltaL.

T.ePhaeroooooun PERC.

T.vaviloviJARtlBZ.

T.zhukovSkyiMEN.etER.

合成 6倍コムギ

計 21種

2. 栽培パンコムギ

日本在来品種

中国品種

チベット品種

インド品種

KUSE(中近兼)品種

アメリカ品種

オース トラリア品種

スペイン･ポル トガル品種

ロシア晶茸

ギリシャ品種

ユーゴスラビヤ品種
～

北欧品種

イタリア品種

南米品種

3

5
1

3

1

1

1

2

2

1
▲

7

2

4

4

2

1

1

6

1

1

9

170系統

統系

11

23

19

75

別

納

84

231

93

2｡

17

62

78

46

Ⅷ

2

2

1計

77
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C.コムギの近線種

1.AegitopB

雀 名

Ae.auehwiBoI88.

Ae.bieorniBJAtJB.etSp.

Ae.biuncialiSVI8.

Ae.caudaぬ L

AC.colu仇nariSZⅡtTE.

Ae.eα肌08aSI別JE.etSAl.

Ae.craseaBoI88.

Ae.eylindricaHosT.

Ae.heldreiohiiHoLZAl.

Ae.kotSChyiBoIBB.

Ae.longisSimaScEw.etMt18CE.

Ae.仇uti¢aBoISS.

Ae.ovalaL.

Ae.8haronenaisEIG.

Ae.SPeuOideeTAtT8CIl

Ae.Bq%αrrOSaL.

Ae.triarietataWILLD.

Ae.triuneialiSL.

Ae.turco珊anicaRo8Ⅱ.

Ae.u赫 IluldaZEtlE.

Ae.uniariStataVIB.

Ae.variabilisEIO.

Ae.ventricosaTAtJSC耳.

計 23雀

2.8agnaldね

Hy.villoSaScEtlR.

3.8enrardI'a

Hn.persieaHt13BARD.

4.8eLerantheliunt I
月‡.piliferu伽 HocE8T.

5.Secate

Se.cerealeL.

6. TaenI'aLherkれ

Tn.asperun (SIAlE.)NEIVSEI.

Tn.crinitum (Sc耳REB.)NEVSEI.

統

1

2

1

1

2

2

2

3

1

1

1

1

6

2

2

6

7

6

1

3

3

3

5
5

1

1

1

1

1

1

6

系 数
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D. オオムギ (Hordeum)

種 名

H.3'ubatun

H.puSSillu仇

H.nurunu仇

H.gu880neanun

H.SPOntaneun

H.8POntaneun･nWru肌

H.he∬astieun

統

2

1

2

1

1

2

1

10

系

計 釈系

79

E. 花 井 , そ の 他

I. サクラ品種 (PruれuSSpp.)

大島桜,大壊灯,普賢象,一葉,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯廟,江

戸私 を月,白妙'帯金(右近),御衣黄,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

菊桜(兼六園),旭山'嵐山'御所桜,汐登,白雪,福線寿,千麻桜,車狂,高楼,蘇

欺掛桜,翁桜,太白,気多白菊桜,見返桜(御車返,鎌倉桜,桐谷),雨宿,法輪寺,

･ト汐山,苔清水,手機,胡蝶,千里香,関東有明,伊宝桜,衣笠,菊咲枝垂れ,菊桜

(火打谷),菊桜(本管寺),菊桜(来迎寺),類嵐.手弱女,毛大島撰,芝山,帆立,倭

殿,水晶,妹背,撫子桜,高を種子桜,西方寺桜,塩釜桜,女船辛味,衣通姫,倭大

島,八重大島(差木地),太田桜,枚前早生,みのかけ.八重虎の尾,八重琴平,車止,

二尊院,泰山府君,宝珠桜,子福桜,汐風撰,大封桜.

山桜,薄墨,墨染,上旬,滝匂,巌河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,畠近の桜,

木の花私 君樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,寒桜,を月院の大境,静匂,駿府撰,

遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜,紅鶴桜,仙台屋,斎藤桜,熱海桜,椿寒桜.

染井吉野,船原書野,三島桜,駿河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬椀,早生大島,紅染井,吉祥寺,青野枝垂れ,Ake-

bono,瑞雲桜.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,熊谷,十月&',正宿寺,秦

阜寺枝垂れ,八重彼岸,冬桜(三波川),清澄枝垂れ,彼岸台撰,修善寺桜,染井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜),八房,要ケ畑南殿,中禅寺桜,暁桜,兼六軒,瀬谷,

奥州里桜,金剛山.

希根桜(富士桜,豆桜),緑専桜,八重箱根桜,清廉桜,ボンポリ桜,飴玉私 朝霧

私 二子,Siodoi,大藩根桜,水玉桜.

丁字桜,兵丁字桜,菊咲奥丁字,秩父桜,高砂.

寒排桜(排幕桜),千島喋,蔑桜,筑紫桜,支那実桜,モニタ桜,ヒマラヤ桜,東海
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桜.

2. アサガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型: fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),CPr(台咲き),¢d(捻梅咲),py(乱菊咲),

ce(石畳咲),wr(締咲),8(桔梗咲),ct(渦咲),n(立田咲),ac(南天咲),pe(八重

咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

菓型遺伝子型: eo(丸薬),Gb(草葉),dl(車乗), n(立田菓), ac(南天葉),fe(獅子

菓),ct(渦葉),B,a(林風葉,(便性,劣性)), py(乱菊菜),er(鼻薬),ag(靖輪

業),Cp(縮緬菓),n w(柳葉),cog(-テラセア葉),p(孔雀菓), bv(はだぬぎ),

re(洲浜集).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛目絞),BP(吹掛統), Mr(覆輪), Bz(吹雪),Ry(車絞),

Bu-Mr(覆輪抑圧),tw(花何色抑圧),fit(費),dt(雀斑),Ln(立崩),et(集ま).

その他の連伝子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),ca･eb(白種子),br(褐色種子),

eai(象牙種子), y仇(栓島),ou(夫婦咲き), we(枝垂れ), Cy(クリーム･イエtl

-),Su-Cy(ク9-ム ･イエTl-抑圧),cn(打込み),lp(′ト人),re+dg (大輪

(蝉菓)),re+ag+Gb(大輪(恵比須薬)).

S. ツ バ キ

ツ バ キ (Ca仇ellia3'aponicavar.hortenSis) 83品種

ユキツバキ (a.r伽ticana) 5品種

4. ウ メ (PrunuSMume) 19品種

S. カ エ デ (Aoerspp.) 30品種

F. シ ョウジ ョウJ{エ (Dro80Phila) (総計 973系統 ･20集団)

1. キイElショウジョウJtエ (D.nelanogaster) 822系う酷,10集団

A) 野 生 型- 276系統

(1) 地方種:12

(2) iso-female:264

8) 突然変異型- 83系統

(1) Ⅹ染色体: 6

(2) Ⅱ染色体: 23

(3) Ⅲ染色体: 8

(4) Ⅳ染色体: 2

(5) 混合染色体: 8

(6) 特殊系統: 36

C) 有書および行動異常系統- 463系統

(1) 致死染色体:299

(2) 不妊染色体:117

(3) 細剛毛染色体:8
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(4) 走光性系統 (+,-):35

(5) 歩行性系統 (+,-): 4

D) 集 団- 10集団

2. クE)ショウジョウJiェ (D.viriliS) 10集団

A) 集 団- 10集団

3. 7ナナスショウジョウJtェ (D.ananasSae) 144系統

A) 野 生 型- 52系統

B) 突然変異型- 92系統

(1) Ⅹ染色体: 19

(2) Ⅱ染色体: 34

(3) Ⅲ染色体: 24

(4)Ⅳ染色体: 2

(5) 混合染色体:13

4. 他 種 7種

D.lutea,D.auraria,D.buSkii,D.rufa,D.i肌nigrane,D.ββuSPhila,

D.oshimai(新種).

G. コナマダラメイガ (Ephestiakiiniella kiihn)

NCR(wild)

b/a

伽l/仇I

a/a

H. カ イ コ (Z30mby3cmOriL)

央点変異系統

第 1 連関群 (od;od';ode;ose;Ge;SCh)

第 2 連関群 (p;十P;pN;pS;pea;pSa一色Y;Y;Cat)

第 3連関群 (Ze;Len;le仇l;lenpeoe,'d-le仇;a-leml;dTlem2,.他 8系統)

第 4連関群 (L;nal;Spa;Llenqoo)

第 5 連関鮮 (pe;pe五;re;ok;peokre;.oc;bw)

第 6連関群 (a;ECa;ED;EDl;EGG;EH;EKp;ENe;EM一;Eu;Euo;END;

EuB;EadEne;EEpED;EBpEu;EPoE;E∬oEE;EupED;Ere;

b2),(他に EKp変異型6系統,EDl変異型5系統)

第 7 連関群 (q)

第 8 連関群 (ae;be;+a';+8.;St)

第 9 連関群 (La)

第 10連関群 (wl;W之;W3;WOl;jl;b8;Dew;Ol;W叩;wa;wb;we)
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第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

弟12連関群 (Ng)

第 13連関群 (eh)

弟 14連関群 (oak;Nl;Nll;Nl2;U;o¢;Di)

兼 15連関群 (Sb)

井 16連関群 (eね)

弟 17連関群 (B伽)

第 18連関群 (Sly)
弟 19連関群 (elp)

弟 20連餌群 (nb)

第 22連関群 (rb)

そ の 他 (al;bl;Gl;n-gr;80;Spl;MVZNSrA);(青白;大正白;褐色斑点蚕;

大連;金色;アスコリ;青熱;漸江;溝川;排紅;特意薪;p22;C108;

C108旧;辻伝的モザイク2系統;食性異常蚕 3系統;細長蚕;嬢Jト蚕

2系統)

染色体異常系統
一一■ll■■ll､′- ヽ

W 原 (W･+p.pSay)
′二~~二､( (

ZW II (+｡&･W･+p･pBay/od)

ZIOl (+od･W･+9･pSa/a+/Zod)(雌致死,2系統)
Eil■一EidiZI

HIO8 (W･+py･pqay)
Eu

WPIO8 (W･+pyoα)(

改 7 (W･+pu欠)(3系統)
(

M 3 (W･pM)(4系統)ノ~■■■~･･ヽ ′二~`̀̀-､ ( (
限 性 虎 薫 くW･Ze)(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere)(W･Ze,ch,pere)

Ei-
T20 (W･+vB)(4系統)

EJ
O-t (W･+r')

一一~-.ヽ ′二~･.･.･'-､
A-t (W･+p一;W･+pe+r.)(2系統)ー~-ヽ
M-t (W･+Pe)

ノ~l､ヽ
Dup (+J'y･pBaY/py)(2系統)

Eil正
Q121 (+py･p･gay/pYoa/pyoa)(2系統)

Eu
C32 (p如･+pYoα)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系薪)Iu
GH l (U･EEp)

′~ヽ
GH 3 (U･BP)

メ-ヽ
GH 4 (U･Ea)′･†ニーヽ
GH 6 (U･EWeEB/++)′･･二~一･.･.･､
GH 7 (U･EPO/Eg/++)
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GH 8 (U･EKpED/++)
′･二~~~二一■

GH 9 (U･EEp/ED/++)
′一■■･ヽ

GHIO (U･Enoa/十十)
′~ `̀̀̀ー

GHll (U･Eue/ED/++)

GH13 (U･Nc)(

GH14 (U･Eqd)
′~~･.-ヽ

(U･Eqd/Rue/++)

GH15 (Nl2/oa/+Od)
亡:illlllli;≡

(Nl2･EPeNo/++)

TrisomiC 2 (が/pM/+p)

TrisomiC 6 (EBEKp/+/+),(END/E3/+),(Eue/ED/+)

Trisomic14 (+oa/oa/Di)

Trisomic112 (p･gay/pY/py)

そ の 他 (黒色マダラ蚕)(2系統)

(bew 淡;bw8;T-3;T-12;Naj)

以 上 合 計 199系統

Ⅰ. ネ ズ ミ

83

1. 系統維持をしている純系マウス (Mus肌uSOulus)

A/HeJ*(Inbreeding?+1),AKR(97代),AKR/JMs(102代),BALE/cJMs(100

代+closedcolony),BALD/cAn(closedcolony),BL/De(109代),C58/J*(?+1),

C57BL/6Hews(62代),C57BR/CdJ*(?+1),C57L/J*(?+1),CBA/StMs(64

代),CBA/CaJ*(?+1),CBA/H-T6T8*(?+5),C3H/Hews(7+4),DM/Ms(80代),

DIO3/Ms(80代),DBA/2(?十35代),DBAf/Lw(66代),RF/Ms(?+40代),SL/MS

(58代),SM/∫(?+26代),SWM/Ms(58代),SWR/Ms(102代),NZB(19代).

2. 系統維持をしている Congenicマウス

H-2b:BIO/Sn*(?+4), H-2a:BIOA/SgSn*(?+4),H-2d:BIOD-2new/Sn*

(?+4), H-2k:BIOBR/SgSn*(?+3), H-13b:BIOLP/Sn*(?十4), H-1b:

BIO 129(5M)/Sn*(+2).

3. 系統維持をしている突然変異系マウス (Musmusculw)

第 Ⅰ 連 関 鮮 (第 7染色体) chinchilla(cch),extremedilution(ce),pink･

eyeddilution(p).

第 ⅠⅠ 連 関 群 (第 9染色体) short･ear(Se),dilute(a),dilutelethal(dl7n).

第 ⅠⅠⅠ 連 関 群 (第 14染色体) piebald(8),hairless(hr),rhino(hrrh).

第 IV 連 関 群 dystrophiamuscularis(dy).

*48年度追加分
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第 V 連 関 群 (第 2染色体) non･agouti(a),black-and-tan(a8),Lethal

yellow(Aq).

希 ⅤⅠ 連 関 群 (第15染色体) Caracul(Cα).

第 VII連 関 群 (第 11染色体) Rex(Re),tipsy(ti).

第 VIII連 関 群 (第 4染色体) brown(a).

第 ⅠⅩ 連 関 群 (第17染色体) Brachyury(T),Fused(Fu).

第 ⅩⅠ 連 関 群 (第 6染色体) obese(ob).

第 ⅩⅠⅠ連 関 群 (第 19染色体) jerker(Jβ).

第 ⅩⅠⅠⅠ連 関 群 (第 1染色体) leaden(ln).

第 ⅩIV連 関 群 (第 13染色体) furless(fS).

第 XVII連 関 群 (第 5染色体) Viabledominantspotting(Wv),luxate(l∬).

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa),Polydactyly(Po),dwarf

(aw),glabrous(gs).

4. 系統維持をしている純系ラット(Rattus norvegiouS)

ACI/N(InbreedinglOO代),Albany(45代),Buffalo(63代),Fischer(104代),

Long･Evans(45代),NIG-ⅠⅠⅠ(31代),Wistar(68代),Wistar-King-A(196代),

Wistar･King/SI10Wa(?+11代).

a. その他飼育繁殖中のネズミ類

&.ハムスター頬

チャイニーズ ･′､ムスター (Crioetulu8grieeuS)

ゴールデ ン･ハムスター (Me800ricetuSaurafue)

ジァンガ リア ン･ハムスター (PhodopuSSungOruS)

シロアシネズミ (Pero伽yaCualeucopuS)

b. スナネズミ類

スナネズミ (MerioneSunguiculatu8)

イ ンドスナネズミ (Tatera indiOa)

C. E]本産野生ネズミ類

エゾヤチネズミ (Clethriono仇ySrufooanusbedfordiae)

ハタネズミ (MierotuanOntebelli)

カヤネズミ (Mioronis肌inules)

アカネズ ミ (Apode竹… SPeCiosus)

ヒメネズミ (Apodenusargenteu8)

d.ハツカネズミ類 (Mus)

日本野生ハツカネズミ (MusnusoulusmolossinuS)

MuBPlatythri∬

MuBbooduga

e･ クマネズミ類 (Rauusrattu8)
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ニホンクマネズミ (R.rattuStaneZumi)

マレ-シァクマネズミ (R.rauuSdiardii)

フィリッピンクマネズミ (R.rattu8mindanenSiS)

インドクマネズミ (R.ra拙usrufescenS)

ヨウシュクマネズミ (Rattusrauw rauuB)

f. その他の RaftuB属

ナンヨウネズミ (Raltusexulan8)

Rauue 竹もWlleri

Ratl如き8血 nw

RattuSfuSCipee

RattW COnalw

RauuSVillosissi竹もuS

Rattusanna他(kIei

Rattuseutchious

g.その他のネズミ類 (Rodentia)

マストミス (MaStOnyS 他αtalensis)
Melo仇ySCerVW岬ea

劫ndicotabengalenSie

Milkrdianeltada

Vandeleuriaolera巧ea

Merionesunguieulatus

6. 維持しているネズミの腫痕系統

Ehrlichascitestumors(ELD)及び (ELT),マウスプラズマ細胞腫疾くMSPCl1,

Ⅹ5563,MOPC104,MOPC31B),MouseHepatoma(MH134)

∫.細菌とそのファージ

1. 和 音

Sd nonellatyphi仰uriu仇 (ネズミチフス菌)

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

栄養素感受性突然変異株:

糖発酵能に関する突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

TM2,LT2,LT7など

600株 アミノ酸要求性,プリン要求性, ピリ

ミジン要求性, ビタミン要求性など

株

株

珠

株

株

株

10

50
00

加

70
2

3

1
1

アルギニン感受性, ウラシル感受性
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ぺん毛抗原に関する突然変異株: 30株

Sal仇 Onellaabortu8-equも

野生株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

べん毛抗原に関する突然変異株:

Sal仇Onellaabony

野生株:

Hfr株:

F一 株:

アミノ酸素求性突然変異株:

薬剤抵抗性突然変異株:

ファージ抵抗性突然変異株:

株

株

株

株

株

0

0

0

0

0

3

3

5

1

3

3

1

株

株

株

株

株

10
10

20

か

2

SW803

その他の Sd仇Onella属の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GroupB: S.paratyphiB,S.heidelberg,S.halo,S.bdapeSt,S.banana,

S.888en,S.kingStOn,S.derby,S.california,S.reading

GroupCl: S.oranienburg,S.nontevideo

GroupD: S.eendai,S.noSCOW,S.roStOOk,S.penSaOOla,S.enteritidiB,

S.dublin,S.berta,S.wangala,S.blegdan,S.miami,S.dole,

S.elaibornei.S.panama,S.canaBlel

GroupE4: S.Benfunberg

GroupG2: S.uichita

Sd仇Onellaの種間雑種 200株

EeCherichiacoli(大腸菌) 約 10,000株

野生株:

栄養要求性突然変異株:

K,B,S,C,Row など

アミノ酸要求性, プリン要求性, どリ

ミジン要求性, ビタミン要求性 など

4,000株

無べん毛性突然変異株 70枚

非運動性突然変異株 10株

薬剤抵抗性突然変異株, フ ァー ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株,

Hfr株,F一 株など 多数

温度感受性突然変異株: 約 5,000株
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DNA複輿欠失変異株 150株

ムレイン生合成欠失変異株 55株

細胞分裂欠失変異株 200株

未同定欠失変異株 約 4,5(氾 株

87

EscherichiacoliとSal竹∽nellaの展開雑種 300株

Serratia (霊菌)属の細菌 70株

Ser.indica,Ser.plynuthioun,Ser.nareeBeenB

野生株のほかに,栄養素要求性突然変異株,色素に関する突然変異株,薬剤抵抗

性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異株などを含む

BaeillwBubtilie(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸要求性突然変異株,放射農感受性突然変異株,突然変異原

検定株など約 2,000株

その他の細菌

2. I(クチリオフ7-ジ

Sd nonellaの7チ-ジ

ESCheriohiaのフ7-ジ

Serratiaのファージ

Baoillusのファージ

若干

P22(Hl,H4,H5,L4,L33,Cl,

C2,C3,h21,仇8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7.PI

Lambdaわ など

Sigmaなど

PBS1,SPIO,SPOl,SP02など
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VIlI.庶 務

A. 沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本辻伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所役立決裁案が満場一致で可決された.翌 16年 4月に日本学術振興会内に故けられた

集4特別委員会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 5月,

日本辻伝学会は, 財団法人漣伝学研究所 を設立し, 側面的に国立機関設置の 促進に努め

た.これ らの努力が実を結び,昭和 24年 6月 1日,文部省設置法が施行されて,ここに

待望10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初は,第 1(形質遺伝),第 2 (細胞遺伝),第 3 (生理遭伝)の3研究部をもって発

足し,事務所 を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市富士産業株

式会社所有の土地 77,771.8平方 メー トルを買収するとともに, 同社の建物 4,445.1平

方 メー トルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度に

は,従前の木造の本館を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和 42

年度において 全館が完成 した. また研究部門の構成 も, 昭和 27年度に形質遺伝部, 初

胞遺伝部,生理遺伝部と改組 され, さらに昭和 28年度に生化学遺伝部, 29年度に応用

辻伝都,30年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度

に集団遺伝部および 44年度に分子遺伝部が増設 され,現在 10部門を数えている.

遺伝学は,近代科学の中でも新 しい鱗域に属し,開拓されてからいまだ 70年にす ぎな

いが,生物に対するわれわれの羅織に大きな変革を与えた.生物のあらゆる形態も機能も,

さらに行動す らも,遺伝子の作用に支配されていることを示したからである.

B.組織 (機構と職長)

文部省投鷹法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第 2号)(抄)

第 7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立遺伝学研究所に所長を置 く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遭伝学研究所に次の 11部を置 く.

- 庶 務 部

二 形質遺伝部

三 細胞遺伝部

四 生理遺伝部

五 生化学遺伝部
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六 応用遺伝部

七 変異渡伝部

八 人類辻伝部

九 微生物辻伝部

十 集団遭伝部

二 分子遺伝部

(庶務部の分課及び事務)

第 64条 庶務部に次の2課を置 く.

- 庶 務 課

二 会 計 課

2 庶務課において払 次の事務をつかさどる.

一 瀬員の人事に関する事務を処理すること.

二 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立遺伝学研究所の所掌事務に関し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評議員会に関すること.

六 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3 会計課においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

二 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

く形質辻伝部)

弟 65粂 形質遺伝部においてii,生物における各種の遺伝形質の分析及びその遺伝様式

に関する研究を行 う.

2 形質遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(細胞辻伝部)

第 66粂 細胞逮伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝 との関係に関する研究

を行 う.

2 細胞遭伝部に第1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生理遺伝部)

第 67粂 生理遺伝部に串いては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行 う.
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2 生理遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においでは,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行 う.

2 生化学遺伝部に第 1研究童,第 2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に牌する

研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69条 応用遺伝部においては,動物及び植物の改良に関する遺伝学的研究を行う.

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理始に

関する研究を行う.

(変異遺伝部)

第 70条 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行 う.

2 変異遺伝部に第 1研究室,第 2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元素に

よる突然変異に関する研究を行 う.

(人類遭伝部)

第 71粂 人類遺伝部においては,人類遭伝に関する研究を行 う.

2 人類辻伝部に第1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質辻伝に関する研究及び統計遭伝に関する研究を行う.

(微生物辻伝部)

弟 72条 微生物辻伝部において杜,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第1研究壷及び弟2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ遭伝子の構造と変化に関する研究及び辻伝子の作用に関する研究を行う.

(集団辻伝部)

弟 73粂 集団辻伝部において恥 生物集団の辻伝に関する研究を行 ラ.

2 集団辻伝部に第 1研究童及び弟2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ進化遺伝に関する研究及び統計遭伝に関する研究を行う.

(分子辻長都)

井 73条の2 分子辻伝部において杜,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子遺伝部に第 1研究室及び第 2研究室を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ核酸の構造に関する研究,並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関する研究

を行 う.

(各研究部の共通事務)

第 74条 形質遭伝部,細胞連伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遭伝部,変異遺伝
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部,人類遺伝部,微生物遭伝部,集団速伝部及び分子辻伝部において柱,前 10条に定

めるもののほか,各部の所掌事務に関し,次の事務をつかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について,科学的

基礎梁料を提供すること.

= 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指称す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.
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機 構 図 (昭和 48 年 12月 1日現在)
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被 風 定 数 (昭和 48年 12月末現在)
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所 長

理学博士 森脇大五郎

評議鼻 (会長,副会長のほかは五十音順)

官 聴 名

兵 庫 医 科 大 学 教 授

東 京 大 学 名 誉 教 授

東京大学応用微生物 研究所長

科 学 警 察 研 究 所 長

人 口 問 題 研 究 所 長

農 業 技 術 研 究 所 長

麻 布 獣 医 科 大 学 長

東 京 大 学 名 誉 教 授

木 原 生 物 学 研 究 所 長

鹿 児 島 大 学 教 授

坂 田 種 苗 株 式 会 社 社 長

静 岡 県 知 事

帝 京 大 学 教 授

北 海 道 大 学 名 誉 教 授

放射 線 医学 総 合 研 究 所 長

氏 名

男隆助栄夫治1司均1雄郎徳郎輔
之太二

秀庸尚正友勇誠寛武祐信佐圭川井田閑田川智原井田山中野生国書藤池井上江越茅木酒坂竹田牧御

任命年月日

1111111111111l166666666666666113945474547鵡3839舶4829舶舶384

研究散見

部 別

所 長

形 質 遺 伝部

官 職 名

文 部 教 官,所 長

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

.～
士士士士土樽博博博修学学学学学農理理農理

氏名

大黄惣

弥行昭喜与昭島田上丸瀬沼田黒村湊鬼深大

任用年月日

44.4. 1

31.12.ll

41.6. 1

40.ll.16

42.5. 1

24.10.31

32.8. 1

36.10. 1
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学

学

学

学

理

理

理

理

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

細 胞 遺 伝 部

1

1

l

1

5

4

4

4

2

1

2

9

3

4

3

3

道

夫

代

典

長

隆

和

正

島

辺

木

西

大

波

鈴

河

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

生理 遺 伝部

2

1

1

0

1

1

3

9

9

8

4

6

節

31

訪

25

4

勉

人

郎

徹

明

恕

三

正

山

川
和

藤

日

杉

小

名

遠

山

Ph.D.

医学博士

理学博士

農学博士

理学修士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

生化学遺伝部

l

1

5

8

4

01

甜

33

別

1

l

1

6

0

6

1

1

2

1

7

5

4

1

7

9

11

9

9

6

8

5

5

7

2

3

3

3

3

3

3

6

6

1

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

4

8

1

4

9

8

6

9

6

6

5

6

2

2

2

2

2

3

4

一也
明

忠

通

子

子

彦

己

夫

啓

一夫
其

勉

寓

毅

雄

彦

審山

沢

原 孝

.良

野 (旧姓森島)

田 治

具

正
典

仁

和

壱

岡

井

官

河

藤

沖

増

田

藤

本

村

藤

村

井

田

川

三
芳

杉

田

近

木

玉

音

芦

原

士

士

士

士

士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

応用 遺 伝部

l

1

0

1

1

3

0

5

9

7

4

142

26

25

41

舶

夫

清

朗

夫

彦

恒

大

悦

武

田

川
井

野

口

賀

土

藤

天

野

士

士

土

樽

博

博

学

学

学

農

農

理

文 部 教 官,部 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

変 異遺 伝 部
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文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

人

子

昌

夫

文

三

義

雅

和

束

正

家

田

川
津

定

原

原

声

船

人 塀 遺 伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

iヽ士
士
士

士

博
博
博

博

学
学
学

学

理
医
医

理

英

男

孝

三

子

弥

友

和

雅

永

込

田

沼

松

中

篠

飯

境

微生物遺伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

集 団遺 伝 部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

士

士

士

博

博

博

学

学

学

理

理

理

分 子 遺 伝部

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

敬

敏

穂

子

幸

雅

秀

歌

田

本

木

野

広

榎

鈴

荻

95

1

2

1

1

1

4

6

4

4

5

3

0

4

6

7

4

3

3

3

3

1

6

6

1

5

1

1

4

8

4

4

21

6

5

7

7

7

3

4

3

4

4

1

1

l

1

8

7

1

7

1

娼

37

38

舶

木 村 資 生

丸 山 毅 夫

原 田(旧姓太田)朋 子

山 一崎 常 行

松 本 百 合 子

24.ll.30

41.ll. 1

44. 4. 1

46. 4.16

39. 7. 1

理学博士

理学博士

薬学博士

薬学博士

三 浦

杉 浦

古 市

下 遠 野

惑 一 郎

昌 弘

泰 宏

邦 忠

44.ll.16

47.7. 1

45.4. 1

47.4. 1
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生化学遺伝部
野 田 幸 一匿老博合研究質 恒 博可 胤 6･1

応 用 遺 伝部

磯 貝 岩 弘

古 里 和 夫

岐 阜 大学 農学部教授

浜松市フラワーパーク
公 社 園 長

客 員

氏 名

桑 田 義 備

F.A.LILIENFELD

木 原 均

辻 田 光 雄

官 職 名

京 都 大 学 名 誉 教 授

京 都 大 学 名 誉 教 授

東京慈恵会医科大学客員教授

学 位

理 学 博 士

Ph.D.

理 学 博 士

農 学 博 士
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事務職員 (庶務部)

職 名 任用年月日

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 ` 計 課 長

庶務課課長補佐 (莱)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

用

図

施

庶

庶

庶

人

経

用

用

電

自

守

雑

辛

皮

設

務

務

務

事

理

度

度

書

係 長

演

主

係

係

係

係

係

係

係

主

三

二

み

代

露

朝

徳

悌

辰

明

朝

借

茂

す

佐

政

英

隆

啓

英

日

元

千

塚

原

井

田

板

野

森

川

田

本

本

山

上

城

藤

山

田

田

川

内

手

湯

福

竹

閑

真

渡

越

内

山

山

西

井

岩

佐

軟

岩

半

西

宮

書

義

治

子

勉

子

義

一

司

剛

子

三

雄

枝

48.4. 1

47. 4. 1

46.4. 1

40.12. 1

28.5.19

26.4.16

46. 6. 1

36.8. 1

36. 2. 1

39. 9. 1

45. 4. 1

45. 4. 1

38.12. 1

37.9. 1

35.9. 1

44.4. 1

48. 3. 1

48. 4.10

24.9.30

26.4. 1

退職者および転出者

職 名 ‡ 氏 名 桓命年月日桓 年月日l 備 考

1

明

六

寛

政

光

井

藤

橋

酒

工

高

24.12.7

45.4.1

46.4.1

48.4.1

48.4.1

48.12.31

鹿児島大学-転出

文部省-転出

退 職

流動研究鼻,特別研究生,外国人研究鼻等

受 入 部 I氏 名 F 職 名 ･学 歴 等 l 備 考

細 胞 遺 伝 部

嵯峨井 知 子

又 書 国 雄

定 家 多美子

島 田 弘 康

清 川 尚

浜 田 俊

金沢大学薬学部卒

東京医科大学大学院博士課程学生

山形大学理学部卒

第一製薬研究所研究員

東京医科大学助手

沼津学園高等学校教諭

特 別 研 究 生
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大 森 ､ 庸

原 田 正 史

日本歯科大学助手

東京農業大学農学科学生

特 別研究生
研 修生

生理遺伝部永 海 秋 三

大 西 正 道

秋 鐘 書

横浜国立大学教育学部教授

京都大学大学院博士課程学生

韓国中央大学校理工大学助教

流 動研究員
特 別 研究生
外国 人研 究 員

生化学遺伝部 巨 滝 寧 男 座 京慈恵会医科大学大平内科研究 l特 別 研 究 生

人 類遺 伝 部
亀 谷 寛子
細 野 文寿日本女子大学家政学部卒

静岡県立中央病院技術吏員

特 別 研 究 生

分 子遺 伝 部

頼 ウメ子

渡 辺 久美子

漆 原 敏 之

野 村 幸 喬

室 伏 裕 子

学習院大学理学部卒

お茶の水女子大学大学院修士課程
修了

北里大学薬学部助手

名古畳大学大学院博士課程修了

北里大学薬学部卒

特 別 研 究 生

C.土地および建物

(昭和 48年 12月 31日現在)

土 地 絵 両 横

内訳
I!

究 所 敷 地
舎 敷 地
原 BZl場

建物稔面積 (建 面 積)

(延べ面積)

が

が
dg

..B

が

N
m

湖
刑
は
搬
加

弼

98
81
10
7
9
13
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両 帝

本 館

別 館

雪 雲 要 義 毒 茎)
夫農びよ浴令巴刀堆

敬 全秦負

調 節 温 室

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ン プ 室

自 動 車 革 庫

作 業 室

僻 卵 育 雛 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 実 験 室

第 2 ネ ズ ミ飼 育 舎

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転車置場および物置

特 別 蚕 室

桑 栽 培 用 温 室

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室

温 室

研 修 室 ･膳 菓 庫

渡 り 廊 下

形 卵 育 雛 舎

フアイロン温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 量

第2ネズミ飼育重機株室

●
一

構 造

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクリート造り2階建

木造かわらぶき平畳建一部地
下室

木 造 平 屋建 一 部 中 2階

木 造 平 屋 建

木 造 平 畳 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 屋 建

木 造 か わ らぶ き平 屋 建

木 造 平 畳 建

木 造 か わ らぷ き平 屋 建

木 造 かわ らぷ き平 屋 建

木 造 か わ らぷ き平 屋 建

鉄 筋 平 屋 建 一 部 地 下 室

ブロック造りおよび木造平屋
逮

宗蓋筆墨嘉ロック造｡およびl

宗霊筆㌫ ロック造りおよび)

木 造 平 屋 建

ブ ロ ック造 り一 部 地 下

木 造 一 部 鉄 骨 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄 骨 造 り 平 屋 建

鉄筋コンクリート造り平屋建

一部鉄骨造 り木造平屋建

豊雲蒜 妄1'-ト造｡2階建‡

鉄骨造り屋根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造り平家建

鉄骨造ファイロン張り平家建

整骨遣り波型スレ-ト葺平家‡

ブ ロ ッ ク 造 平 家 建

ブ p ッ ク 造 平 家 建

建 晶 積 i延 註 夢横

132

紀

87

35

3

詑

105

畑

119

192

392

m

弧

胴

41

搬

97

97

75

14

15｡

拙

8

謝

脱

は

6

8

2

刑

165

82

釘

71

3

52

105

畑

119

は

跳

272

弧

178

41

218

97

野

75

14

150

蛸

8

加

貌

128

6

8

2
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D. 予 算

1. 国立遺伝学研究所

(%̂ 芸 芸

計

2.国立機関原子力試験研究費

3. 国立機関公害防止等試験研究費

4. 特別研究促進調整費

5. 科 学 研 究 費

が ん特 別 研究
総 合 研 究
一 般 研 究
奨 励 研 究
試 験 研 究

費告苛警雪雲成1

184,841千円 (200,395千円)

166,384 〝 (162,237 ′)

351,225 〝 (362,632 ,)

48,674千円 (48,171千円)

5,499千円

1,103千円

9,500千円
3,900 〝
17,040 〝

280 〝
700〝
850 〝

( ) 内は補正後の予算

E. 日 誌

4月 21日 一 般 公 開

6月 16日 第 34回評議員会

11月 10日 公開講演会 (科学博物館)

部 長 会 議

1月 9日 第 351回

1月 18日 第 352回

1月 23日 第 353回

1月 30日 第 354回

2月 13日 第 355回

2月 27日 第 356回

3月 13日 第 357回

3月 27日 第 358回

4月 9日 第 359回

4月 24 日 第 360回
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5月 15日

5月 28日

6月 12日

7月 3日

7月 17日

7月 24日

9月 18日

第 361回

第 362回

第 363回

第 364回

第 365回

第 366回

第 367回

10月 2日

10月 23日

11月 12日

11月 27日

12月 11日

12月 18日

バイオロジカルシンポジウム

2月 26日 第 101回

3月 13日 第 102回

5月 1日 第 103回

5月 10日 第 104回

6月 23日 第 105回

第 368回

第 369回

第 370回

第 371回

第 372回

第 373回

8月 8日 第 106回

9月 10日 第 107回

11月 16日 第 108回

11月 22日 第 1(冶 回

抄 読 会

1月 10日-12月 19日まで毎水曜日開催

三島遺伝談話会

1月 26日 第 204回

2月 23日 第 205回

3月 9日 第 206回

3月 22日 第 207回

4月 27日 第 208回

5月 14日 第 209回

6月 15日 第 210回

6月 23日 第 211回

10月 1日 第 212回

10月 26日 第 213回

11月 2日 第 214回

11月 22日 第 215回

12月 11日 第 216回

12月 22日 第 217回

101

主 な 来 訪 者 (敬称略)

2月26-27日 BarbaraAnnHamkala,OakRidgeNationalLaboratories,U.S.A.

3月16-17日 IIowardI.Adlre,OakRidgeNationalLaboratories,tJ.S.A.

4月 6日 M.A.Markov他9名,AcademyofSciences,tJ.良.良.R.

5月 1日 G.I.Beale,UniversityofEdinburgh,GreatBrit&iA.

7月22-24日 DavidT.Suzuki,UnivirsityofBritishColumbia,CaA&血･

11月 9日 童 第周 他4名,中国生物科学家代表団,中華人民共和国

11月 16日 ManfredEigen,Max-PlanckJnstitut,Germ&tty･

11月 22日 C.C.Irving,VeteransAdministrationHospital,tJ･S･A･
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F. 学 位

G.表 彰

官 職

文 部 技 官

氏 名

田 村 仁 一

表 彰 名

国立遺伝学研究所永年勤続者

表 彰 年 月 日

昭和 48.ll.23

H.栄 誉

集団遺伝部長 木村資生は,昭和 48年 4月 24日 NationalAcademyofSciences

(U.良.A.)の会員に列せられた.

Ⅰ. 図書および出版

図書委員長 (昭和 48年度)松 永 英

回 書 委 員 (昭和 48年度)藤 井 太 朗,河 原 孝 忠,太 田 朋 子

鈴 木 秀 穂,村 上 昭 雄,下 遠 野 邦 忠

1) 歳 暮 数

和 書 I 1,744冊 製本雑誌含む

洋 書 】 7,191冊

計 1 8,935冊

2) 48年度図書増加冊数

購 入 【寄 贈 】 計

22冊

249冊

271冊
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3) 雑 誌 (鍾)

103

購 入l寄 贈1 計 I 備 考

4) 出 版

書 名 1べ-ジ数 t発 行 数 l 配 布 先

翠立通毎学研嘉所23 号

Ann.Rep.Nationallast.
Genetics.No.23

1,000部

1,500 部

国内研究機関,大学,試験場ほか

内外研究機関,至大学,試験場ほか

∫.請 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

抄 訳 会

外国で発表された新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

Biologlcd SympoBi&ofAtiさhim■

外国の関係学者来訪の際,随時開催,誇浜討論のいっさいを英語で行 う.

日本遺伝学会三島談話会

研究所ならびに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに

関する討論を行 う.

付●､▲' 1. 財団法人遺伝学普及会

.!･ 歴 史

一 昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行 うこ

とになった.

役 鼻

会 長 森脇大五郎

常務理事 田島弥太郎,大島 長造

理 事 篠遠 善人,和田文書,松永 英,木原 埼

事 業 概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,毎月1回東京または三島で編集会議を開 く.遺伝学に関する学習用
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ブt/′ミラートの配付,遺伝学実験用小器具の改良,新考案の製作および配付,幻燈用スラ

イドの製作および配付,遺伝学実習小動物並びに植物の繁殖および配付.

2.全国種功遺伝研究金

本研究所内に,昭和 25年,社団法人全国種鶏遺伝研究会が発足し,同 29年,佳意団

体全国種鶏遺伝研究会に改組した.応用遺伝部が主となって,年 1回研究会を開催し,ニ

ワトリの育種に関する基礎知識の普及,指導および研究情報の交換に当たっている.
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